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復刻にあたって

一、! 京本の品i 名 は i大のように変遷している 。

fl民J，Jljill 築協会制{λ;誌J (大 IE 6  {f 9  )J - 7  1f'12 )J )  

f ll 木ill 築協会雑誌J (大 11: 8 年 1 )J - 8 年12) J  )  

f! &築と社会J ( 大正 9 年 1 )  J 以降)

ぷ紙を nl 二縮小して以Sました場合がある 。 また、! J il 本が断

絞されているため、不完全なものがある 。

"  1析裁による不完全な文ナ: は創lみ l在したものがある 。

}A紙のl t J lJ 色は一色 に 統ー したため JJi( 本とは災なる 。

ｲｬ 絵はカラーのｴＨも全てｾ，ｊＮｉ， - 色で印刷した 。

「会幸 ｉｾｊ の ｪ 岳民には乱れがあるが、 ｊｊｪｬ 本のままとした 。

名集ごとの「総 11 U<J は、発見できたものに限り、談、'i W，

の第 - ｾｪ の前に ｬ 以鈷した 。

話 ｩｾ 長紙は、 ｲ 第 一 ｷ，第 一 り 』 に限り収鈷した 。

日次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，j i j H広行の一吉11&び後H 広; りは以$; f <しなかった。rJ ，よ;fi -凡山」

「広行 ＱＱ［ 欠」および ｲ Ｑ 制改 ｊｾ ;I r  - 'f.L J  ( 似主IJ に際し新たに車IL

み、 H け加えた) を参! ! 日してなi きたい。

また、 ｊ ｊＮ｟ｾ ;';- ＡＮＧｃ には ｾｾｴ (1 のt ( が十l けられているため、本似

刻版のJぶ;'r t( の! . ' l は - l ' t していない。

本復刻版は日本主主築協会所lみの JJ 日本を{ 必川した 。

(イ.; ｾ＠ 1I'，Jt反)
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年十二月三日間舎の許議員曾に於て理事、曾長、高1 ] 曾長、

常務の議容を執行致しま l f:. 結采; 下記の通りてあります

γ語、日常務の職務分掌を頭脅: の通り 互選)

理 事

合 長 片 岡
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住 宅 営

努 務 者 住

圏

宅

住 宅 問大 阪 府餓 の建設工114E乎 し て 川 約 1 ヶ年後 p 、炉 問 大 畑 鮮 の 勃 取 云 ぽ 史 的 ー 大

時憶 に配向し なカコら唱 ｅ 署長住宅のｽ｝ＡＺＺＡｬＺ ヒｾＮｾ・ 問苦悩ｾｾ， ￬Ｇｉに Ｑ ＡＡｬｬｴＡＹしＭ｣ Ｂｴ ＱＡ一工 市をｻむ ｩ 主中であっ土品めが、 ｬ 前年 Ｗ 月 ｬ
ｴ 頁 から竣ょ ｊｊ し始めてゐる。兵庫照浪路市外の八，ｾ住宅 ｯ 明石市川 ｩ 丘町阪刊住宅 ｯ￟ 羽住宅。大久保住宅 。 阪 念 苔
ｾの凶回住宅 コ 石抵住 宅 Ｓ 伊丹 市丹市野 ｬｈ ｴ｟ＭＺｶ，Ｎ ｴｅＧｻ［ 大阪市Ｉ￺百 ｬ の守 口依 Ｇι ， ｾＡｉＡ ｲ 住宅 ， 111本住宅o j正司l市町一索

、F住宅; ，釣3. 200戸は己に綾功し 、円下約 10. 0∞戸が工柁 -::': '( ' で居る o r  

府民は膝江。初芝。r; . 野。 守口キキ住宅内ー司lてa あろ 。

省総明石牒か ら丙約 Ｔ 粁 、山 湯ＺＺＺＱ ＡｉＧ ＡｩｬＱ ｭＺ￞ 沼崎ｕｴ ｊ にあろ ｯ 般地約 Ｑ ＳＰ Ｎ ＰＰＰ 平方米上地 士Ｇ［ｾ量る ｪｴｬ 消ｬ￬ＱＮ理 ｴ ｊｴ依 ｉ な 他 国 ｴ
住宅地である 。脚曲中央に 14米及 11氷ー丹幹線を交叉せしめ、戸数千イJ7ω戸内1戸建及2戸建住宅の他に! 手' 下施設芭

して 11 ｊＡｬ ｊ 古配給所託究所ｾ箆合研 Ｓ 必然昨油 ， ｾ糊所。ｾｾ・現Ａ所 Ｓ 巡 Ｑ￪［ 提出所 Ｓ 郵便局く旗印児な遊渇Ｚ悦俗
へ 、私 設上水道の投 ｒ ，ｾＧￒあれ迎 虫掠 ｴ 符申分 Ｎ ＧＮ｣言明朗 ｻｴ＼ 主Ｚピして泣〈の ο｣ 工 ｉｉｉ へ Ｍｴｦ［ Ｓ Ｇ子議 し売 Ｑ 駐車ｾ ｟ｦ Ｚ ｦｦｩ のｾ
芭して閥抗に順胞2しっ、串る 。

符ｉￛＭ ｉ Ｎ ｮＺｾｾ 史中の伎宅地的 ｽ部で ‘ 才ＺￌＡ ￭ｬｴ Ｎｴ ｾ全般 所前七階ｽ ｾＮ Ｍ ｉ ￎｉＮ ，ｾ Ｇｴ見町、中火［ よ ＱＱ 氷紹民の 道路 て串る ｣

託児J f r - 一相;¥!"大きな住宅也l地の j火ι胞: 生ピ( . . " c 設ける品のて・、ユtのm迩は傾向て /s1. v、。必要仁胞iじて主量流1盟主正也なれば4革命所に

略腹周せられる Ｎ 此 の古監設に依つ ｴ 子供を持つ産 Ｒ 駐車 Ｒ 土申ｾｾ ＮｾＡ 也安 じＢｃ ｾｴ 戸ｩＧ［ｾ 先に啄念事ら三官が出ＧＭＱＺＺＺる。宅内Ｍ，，Ｚｾ外芭のＲＺＢＧ］を
出* るだけ少〈して明るい気持の各宅には号mを1T.a.ム子供m;，τ明朗健康に7・f まれ るのであろ。

ニれはｾ江 住 宅託児所の平前回 である。
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豊 野 住 宅

大阪府下京阪浴ｾ，てｾ元怒昆 ｽ ＱＱ 泡Ｎ￭ｊＩｊ湯 ｹｪＩ 約関 ＮＰＰＰ 平方米

の 地 にＭ ｾｾ分Ｚ軍用住宅、各 ｲ｛Ｎ の司王家及 Ｒ 階ｾ ｻＱ 宅 芭日用品

百己主台所及集合所等 i 副} 戸古車り が綾J}J し、殆 ど分E書又約を終

つ ｴ ゐる 。 ｉｊ 、 ｴ 市 Ｑ＾較芦 ｅ の地間協畷にｾｪｩｊＮ＼京阪 ｭ 耳 ｅ へ約 Ｑ

丁 、F付近に主主官僚開也恕れ、よ下水道也完備して国国佳宅

芭して申会な し 明朗な る籾傍若ーの住宅芭 して厄位指ーに主主

怯れてゐる 。

:em. はa . : 地出入口附近官 、に 加21苦手l ¥( 衣n上} jJ( iにほ

J":!! 手袋発的ー部であ ろ。



ろ型第二階 35平方米

診 療 所

梁

守口住宅一入砲立弔問戸建

u"'; - 陪45平方米

診ｾｾを持つ否 師 住 宅芭 呼ム乙芭 が洞Ｑｍしいか也知れない 。 日 ｊ 近に吉宮按控室闘の少 ν 、 地 に設ける也の で串る Ｎ

ニれは膝i工住宅地の診療所平面図て・串る.
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守口住宅

大 阪 市む守町

町終盟liか ら耳l へ

約 5丁、京阪同'

Z置抵〈の地に守

口住宅が姥功し

τ ゐろ。此町住

宅は大阪支所j止

初 の: 試み芭し之

一自ｾＱＭ ｴ ｊｬｬ住 宅町
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※ '-τ ゐら ，市

街地ではあるが

、 Ｗ ｩ｜＼ｉｊの谷 地 ｾ ，

柏'，4 f して防三建

築規則暗号E除せ

られ宅地 内の 岳

地は立候な菜園

芭して食包層産

に辛11mせられτ -

ゐるn!Il，は賃貸

用は型司王家建芭
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建築新体制成らんとす
日本建築協合曾長 片 岡 安

大東亙戦己に一周年を経て時局は益々深刻となり、一億一心その鵡カを輩揮して園家の一大興隆を企

園ナベき振古未曾有の決戦鰻制を整備せねばならぬ時機は切迫して来た、否むしろ己陀業時期に突入し

て居るのである。東豆に於ける敵米英の醸黙は御稜威の下精鋭無上ｾＱＧｊＺる我陸海軍将士の警謀勇戦 ｬ 亡依り

悉く覆滅きれ、今や大東亙の輪廓は大成せんとして居るのであるが、 しかし棋は僅かに緒戦を終りたる

に遁ぎ歩、毘の決戦はむしろ今後t r . aうるむみ主主ら歩、 日々決戦叉決戟偽幾百幾千の難開突破に成功する

にるらぎれば聖戦の目的は完途されぬのである。 間してとの縁関突破には園民の線、カを結集し、最も有

効遁切主主る方策に依って最大む努力を携ふより外に途は君主い。

由来建築は圏家の進還と常にその径路を共にナるものでる D、業様式に於て業構造に於て、更に業企

霊に於て時代の文化を表現するのみならす示、 園家のあらゆる施設の輪廓をなし、 叉その内容を支配する

ものであるととは、世界文化の歴史を縞くもの L 熟知するととろでるる。我閣に於ける最近の貫情を見

るに、此重大主主る園家経論の劃象に就て英行政機構は中央地方を通じて指導性l乞一貫性えにく、民間の企

業は其設計及施工を通じて叉何等の連絡協力も友き a情態でるった。斯くしてとの大東E 戟の重大時機; 乞

到る、建築界十亡新腫制の急: 要なるととは必須の大勢であると考へられる。

昨年春以来、我建築界にありでは建築皐舎を始め、 日本建築士舎、 建築業協舎及木協舎は此の必須の

情勢陀封庭ナペく 、 新盟制の確立を目ぎして審議を進めて居ったのでるるが、 最近に至りその要綱を決

定して営局に進言したのである。

今此庭陀其詳細を述べる官余裕なきも、要賠は政府陀建築企君主中枢機関を設け、 建築物の計霊及貰施κ

付き綜合的統務IJ を最も有効遁切に行はしめんとナるのであって、時局柄人的、 物的費源の能率的調整を

友さしめんとするのである。 国よりとの新体制は園防園家感設に最も効率的に協力ナベき建築界の使命

を達成せしめんとするととを主眼とするのでるるが、建築界の使命は新種制の確立のみ陀て足るもので

は永いととを附記する。
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年 E夏 所 感

新しい年十亡臨み、今とそ日本は細力を結集し、

一億闘民事げて征戟完勝陀遁進せねばならぬと思

ふ。建築界陀身を持ナるものは、更に緊揮ー呑、

衆智を蒐め、凡ゆる難苦を克服して大政翼賛の誠

を量産さねばならぬ事は勿論でるる。

生産設備の鎖充には機械の設備に先立って、建

築を必要とナる。是れがため軍事及軍需に臆歩る

震の建築/ t i 蕊盤年聞は迅速に進められるであら

う。更に今日計霊せられてゐる建築で、資材と努

力どを大量に要ナると見らるムものに、住宅管圏

の住居の建築と、結按療養所の問題とがある。此

等を同時に且つ迅速に宜施せらる L としたえEらば

之 ｉｾ 要する建築資材と努力とは英大友量陀達ナる

でるらう。建築技術者の問題もあるが、建築技術

者の撒は他の総てのものと同様に不足を告げては

ゐるが、 ラ ｩ 主だ全世的 ｉｾ 考へると、必要友方面に之

れを補ふ様f'[. 調整すれば、術多少の富余地はある。

今回の建築技術者' の配置の欣況は、必ヂしも戟時

iて於ける最大能力を殻揮する態勢にあるものとも

考へられ友い。然し資材の問題と建築第力の問題

は、立まに重大友る J伏態が温りつムあるものと観察

せらる与のでるる。先づ、資材む方面に於ては、

建築が敢百種の資材が整った時に始めて完成せら

れ、使用目的を達ナる事が出来る事に注意せねば

ならえ主い。一部の資材に潤海なる配給を受けても

他の重要友る資材陀於て紋るム物があれば、建築

は完成したい。配給営事者にるつては、此黙を一

清重要視せられむ事を希望するものでるる。え建

築資材の産出及配給の機構についても重大たる考

慮在要すると思ふ。機構を誤る時は産出が停止し

叉産出量を減退せしむる結果と主主る場合がるり得

る。産出、配給の機構の組織化については、種々

の: 方法があると考へられるが、建築は此数年の間

1 2  

日 本 建 築 協 曾 高 崎 長 竹
腰 健 造

は迅速に進められねば友らない。縦令共方法が理

論に於て正しく、永き将来に於て効果的であって

も、一時でも停止叉は減退ナるが如き方法は避け

ねば主主らない。今日の欣態は極めて必迫してゐ

て、其様友E象裕は無いのでるる。配給の機構陀つ

いても亦同畿の考慮を要ナると思ふ。

建築努力の供給については更陀困難友る扶態が

今後に起ると思ふ。戟時に於ては、戦争途行に直

接必要なる方面花園民の多数が働かねばならぬ。

是れが矯め建築方面の勢力が不足する事は止むを

得えにい事であるから、建築界に於ては、限られた

る努力を、効果的に使用する事に劃する工夫と考

慮とが必要で、aうる。此事: は資材の固滑なる配給と

必然的に闘聯して来る。資材の供給が不固滑主主る

がために、今日如何に多くの努力が所調「手待

ち」として浪費せられてゐるかを調査したら、思

ひ宇陀遁るものがるらう。建築第力の問題を考へ

る時は、自ら建築施行業者の機構の問題が関聯し

て来る。今日請負者の統制問題が論議せられて居

る。此一事は本年業界の最も注意すべき問題であ

ると思ふ。今日請負業者の機構を改めて是れを一

月号有効に執事完途に遁ナる撲にする事は必要で、あ

らう。然し其方法は直ち K 効果が現れるものでな

ければ訟らない。如何に理! 路整然として合理的で、

あっても、効果が 1 年叉は 2 年後に現れたり、又

は一時でも能力を低下せしむるものであってはえに

らぬ事は建築資材の産出、野カの配給の場合と同

一でるって、建築が生産援充叉は園防充賓の先躍

をなすものでるるだけに、 1 日の能力低下も許さ

れないのである。

請負機構の問題は、現献が長い因習と複維なる

内部関係とを持ってゐるだけに、一歩其の所置を

訣れぽ、重大たる結果を招来ナベ く、 慎重に封魔



ナる要があるであらう。

菰2、B年は建築界ば加速度的に繁忙を極めるで

あらう。然し生産の讃充とそ今日の念務でるって

共設備を容るム建築は終局の目的ではt J . . い。従つ

て此繁忙がいつまでも績 くとは限られたい。建築

界の将来陀劃しては今日から業場合に劃鹿ナる考

慮が必要で、あらう。年頭陀営り低回久しく此等の

事を思ふと同時t亡、建築界の新友る決意と先悟と

を要望 して止ま え主い次第である。

土 建 業 者 の 将 来

昭和17年度の土建界は、相賞波仰の多い年度で

あったが、根本的君主組織形態陀は密化君主くして積

んだ。けれども来る 18年度には痩革がSうり、相官

の軒録曲折のるる歳であるととは、年頭に於て巳

f'L I象期せられる。とム 2、3年間の業界は後年特筆

せらるべき時期であると思はれるととは、必らや

しも筆者のみでは君主からうと思ふ。

兵聖クローゼウツクは「戦争は政治の形を嬰へ

た延長であり、政治形態は戦争形態をも費化せし

むる」といふ言葉は多くの人々の記憶してをると

とろである。とのととは直ちに苔・々の業界にも嘗

て絞る言葉で、土建施工の業務形態も政治形態に

よって習を化ナるととは歴史の示すととろで明かで

ある。氏族時代、奴隷時代、宗教時代、封建時代

資本主義時代等k rL於ては、夫k 異った施工組織

形態で多くの建設物が施工せられた。現夜行はれ

てゐる競守入札の請負制度の如きは、明かに自由

思想陀基く資本主義経桝の政治組織時代に生れた

制度で、他の時代には見られ主主かったものでる

る。

然るに吾園に於ては、大東亜戦以来、自由思想

資本主義による経椅統倍JJ は次第に否定せられつム

あり 、戦等手は全盟思想と能力主義とを根幹とする

渡 部 圭 吾

統制を必要とするものであるから 、その蟹革陀拍

車: をかけ政治形態もー費せられ主うとしてゐる。

即ち、能率を低下するととえにしに 、戦宰途行を第

一目標として、その意園ナる方向に 、完全なる統

制政治が行れゃうとしてゐる。従って、既に戦争

陀必要主主る重要産業は、全面的陀統制せられ、そ

の自由を許されざるに至った。土建事門は九て他

の産業に附随するものであるが、その中で重要産

業に附随するものは、 とれと同核に取扱はれ、他

のものは殆ど禁止的陀制限せられるでるらうとと

は、調逸・伊太利・ y 聯等の例を見ても明かでる

らう。

然らば、土建築の完全主主る統制は、 どんな形態

で賀行せらる L かは簡箪に議測するととが出来危

いけれども 、結局に於ては濁逸に於る「ドッ ト」

建設園の如き、箪際的組織を有し、業者の大部分

を打って一丸とせる圏曜としてキ邸設せしめらる与

に至るのではたにいかと思ふ。然してその他の形態

は、之に到達するまでむ過渡的現象陀温き・ないも

のでるると想像せられる。街地方又はるるーIJ、部

分に現在の如きものが残るのみであらう。

以上を解り易しくするために 、その設展f伏況を

表示すれば次の如くである。
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政 治 形 態 施 工 組 織 形 態 備 考

自由思想資本主義経済 議寺子入 札務負制度: 前時代の一部が麹存す

に 議 〈 政 治 形 選 時 代 ( 官背負業者を必要とす〉 ( 特制度命務も負あ、る 常備強工)

協 力 図 荷慌↓ を組織

( 或は) ↓ 小費名分に 倫 競 争 入 札等

し て の 負 制 度

も残存する。
、、

霊安産業税制j合

泡
‘ ｴ 、 Ｚ ｬｾ又 F  

11年 代
〆

にl故へる方法に

( 身 の 他 憾 の 制 度 峨)

ま走者の一経し務部替 を窓

等 に て の管
よりての鱗負制 存する と とあるべし

王墜をな 負 せ Jjf_ 

む る 制 度

』

金 鐙 主 義 構 造 に よ る 大部分の事業者を統合し軍隊式の建紋 術- /J、部 分 又 は 制片田舎

Ｈ統帝 ｴｬｾ 窓桝Ｉ i l . i 灯台時代 闘を組級して建設に 'iJi らしむる制度

等 に は 前 時 代 の lir.が

残 る と と あ る べ し

常備当雪に示せる通り 、吾々が一時代の政治傑構

を簡単な名栴を附して呼んでゐるが、九ての時代

が名稽通りに簡i i l - なものでは主主い。前H時代並に後

時代の関係が常に交錯してゐるものであるととを

知らねばならぬ。唯その主要な流れ陀劃して名栴

を附してをるだけに過ぎ主主い。放に資本時代と栴

してをる時でも、官IJ 時代、首J k 時代の一部が残り

次の時代の一部が浸入して来るものである。

温 古 実日 豪庁

我閣の建築構造、特に織、セメ ン トを主材 とす

る方面の研究は、大] E12年の閥東大震火災以後急

速なる蛮謹を見るに至IJ り、先づ構造理論の研究に

建築界も土木界も華々しき有様であった。之れに

績いて昭和時代に入りても 、各種の研究論文の護

表あり 、叉施工上の研究誌に費地指導方面も欧米

の方 法を移入し、之れを我園調自の方法fて改めつ

ム15年頃迄に非常たる殻遼を途ぐるに到らしめ

た。到j ちセメント、コンクリートにありでは化感

的、物理的方面及施工 J二にては配合の諸研究蛇lて
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以上は本年E買に於てヒシヒシと感ぜ られる業者

の将来に闘して筆者の想段註記 しただけで、かく

在るととの可否を論じたものではたい。とのJ l l : に

封して何う鹿置しなければ友らねか、如何なる封

策を必要とするかについては、今後吾々が僻究し

なければたらぬ課題でるると思ふ。

( 主持者は株式合情土大林組本 J，1 j 取締役現業部長】

池 思

F 晶 『

昌 彦

中強コンクリー ト、 或は振動 コンクリー トの施工

等。叉鋼材・を主とナる方面にては錨骨迭の加工精

度 と 速 度 ( 即ち製産量 J 特 i乞竜孤熔接の蛍遣には

目醒しきものがあった。 然るK 支那事境の進展に

伴ひ、三大第に鋼材の使用に制限を受くるに至 D、

殊に大* 商戦の勃裂に及んでは殆んどJ ; I . : の大部分

が使用制限乃至禁止と伝って、主互にー削除. Q : 来ナ

l乞至った事: ば、構造界にとっては立に残念なる次

第である。然し時局は愈々重且つ大をカ! I へ、建築

rcヲピてられつ L あった大部分をも迭枯r?: 挙: 向ミペ



き必要 i' C 迫られつ L ある。

吾々は蕊i亡於て重大なる問題 l亡プチ首ったので

るる。. E! [J ちl 吾々は今日迄あまりにも錦とセメン ト

とを使ひ過ぎて居った事、之れである。克も防空

防火都市の建築iとは錦とコンクリー トの必要なる

事. は判り切った事であるが、蝕りにも鍛とセメン

トに馴れ過ぎて居った。何を計聾するにも鍛とセ

メン トとが無かったならば出来主主い様に考へて居

つ? と事: 陀気が付いた課である。此鹿で吾k l 会逝っ

て昔の我園の建築について今一服観察し直ほナ必

要があると思ふのでるる。

セメントといふ物の用途の成い等、便利で安値

なるとと等は今夏調ふ迄も友い。それだけに今之

れが手に入らないとなると、一入 i亡閣総を感じ、

又営惑を致す次第である。

然し乍らセメントが近年の如 l く思ふ存分Jて佼・へ

なかった時代の事を考へて見ると 、此の困難な時

代を幾分でも繋皮切り抜ける塗を見出すととが出

来るのでは無かろうか。具臨的に並ぶれば、昭和或

は大E 以前陀建てられた木骨煉五遣といふ建物が

今日に至りても猶故障友く残って居るものもある

ととを考へるとき 、或 l金大なる工場の桂の基礎が

杭打の上に煉瓦迭の大きな根積を設けてクレーン

も走って居る事。或は筆者の子供の頃、三州叩が

床土聞に今のコンク P ー トの代りに住宅工場等に

用ひられて居って、夫れが今猫保存せられて居る

とと、叉はプラスターやセメントモルタノレ塗の代

りに昭次や石次を用ひた壁が、何等む遜色のない

事等を 思ひ ｩｾ へせば 、 強ち悲観するには及ばない

反ってセメン トよりも、用ひ場所陀よっては遁営

ナるととに須の付くとともあろう。三州、|叩 を用ひ

此の上 lて僅かのセメントモルタノレを塗るととによ

78頁より緩く

の如〈考へ、長如たる現代の史家 l亡前て批判を乞

ふ次第である。

やは、さみ研究陀は 、神戸高エ瀧話事敬授の御指導

御援助を賜はり 、秋葉紳枇々司河村賀氏む教示と

刑原村の粥川件、六氏、加納答右衛門氏、加納甚蔵

って、全慢 コンクリート遣の土聞に代用すると と

も出来ると思はれる。然し三州rrpf ' L 適する赤土色

出来ない地方へ之れを強ふるもりではたい。有る

所は之れを用' [ ) . てセメントを節約するととを提唱

するのである。叉京都、奈良の如く土塀が古くよ

り用ひられて、且つ仲々強く良いものが浩られる

地方ではコンク P ート造や木造の塀を止めてもよ

いと，思ふ。屋根葺材料に しても 、土居葺に柿板、

杉皮等を 近年は専らアスフアル トル ーフイング陀

代へられて居るが、紙とアスフアル トの梯底の時

K 於いては、之れも古への工法に立蹄へって考へ

ねばたるまい。

塗料陀就いても油脂、亙鉛筆塗料( ペンキ〕む

極度に帥底した今日は、之れを差控へ置き職後に

塗ればよい。叉雨露に曝らさる L 木部陀して塗装

する方が、業む耐久力に非常陀良ろしいと考へら

る L 部分に劃 しては、京都方面に古来から用ひら

れて居るペエガラ塗を推賞したい。之れに墨を加

へたものは色も防空色となり、且つ槌I床があって

良いものである。

弐に舗にしても、館筋 コンクリートの必要で無

いと，思はるム島迄用 ひ られた例も多くある。叉面

格子の如きものも可たり、無駄に鍛を用ひ? と例も

るる。構造金物に しても 、木の組方を考へ直隠せ

ば、もっと鎮の減るとともあろう。

之れを要するに此の大戦を目安抜く篤め陀、暫 く

の辛抱であるから 、主要資材を直接唱え備K 廻して

他方之れに代るべき材料を我園古来の建築資材の

中から求め、或は構造法を探究し、之れを今日の

建築に臆用するとととそ今日の念務でるる。物が

主主いから建家が出来ねとは言って居れぬ時代であ

る。 ( 17- 12，- 8)

( 修者は長谷部竹腰建築事務所副所長)

氏、古間余四郎氏の親切な現地敬援を添 うした。

とｾ rζ 引きるひ l乞出ナ事は 、却って御迷感な程む

小稿でしかえ主いのであるが、記して感謝の窓を表

ナ る 。 ( 17 - 12- {;) 

( 待者は京都市街総省12事ー技術課技附〉
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建 築 界 の 展 望

裸形櫨讃一一大東E 戟守第 2 年の春を迎ふるに

際して私の頭を強く支配して居るものは一旦一切

から離脱し、一却を清算して裸形の姿陀立返へり

本然の姿から新たに立直る事でるる。過去幾十年

日本文化建設の途上に於て欧米に生育せる建築思

想に根深く養はれたる吾等の内面には新らしき建

設と同時に、その字面に於て内怒る貴き何者かの

崩壊しかけて居た姿陀策付くのでるる。建築に生

活陀文喜に一切の文化面に業の危き姿の影を認め

る。今新らしき文化の開拓に向って血みどろえE奮

闘を篤しつ L ある吾等は、一切の衣を脱ぎ捨て、

洗ひ清めて新らしを衣を趨ばねば君主らぬ。衣を脆

ぎ去り、裸形の姿に立ち返って、今脆ぎ去った衣

をふり返へる時、ツコには捨て去る陀は徐りに優

れたる幾多の第作を見出す。一切を整理し、一切

を清算. し様とする時に、常に逢着する問題は多く

此の黙11 : 存ずる。明治維新の営初幾多の賓き彫像

が偶像として破壊され、優れ? とる建造物の数々が

薪として資られた如き史上に残された事貨にふり

返へる時、今吾等陀課せられた最大の問題は、脆

ぎ去る衣の中より何れを捨て、何れを拾ふべきか

に慎重の注意が携はれなければ友らたい事‘ を想

ふ。明治維新の蛍初、儀りに改革に急: 進せるー黛

は一切を捨て去り、日本の圏語を慶して他圏の言

葉に置き換へ様とさへ企てたのでるった。然し乍

ら叉他の今面に於ては一切外来文化の浸入を否定

し、固有の形骸に固執せんとして、之等念進ナる

一葉と抗守を篤した人々も多くるる。何れも園を

憂ふる一念の登露であり乍ら、共の姿に於て正に

反封の方向陀向ったのであった。. i ! i j置は其の中道

に喜うる事を想ふ。今私は古の支那の高伶によって

善かれた一つの偶話を想ひ起す。一人の男が立っ

て居る。方は火の海で、{ b t 、左は7. 1<の梅である。

其の中聞に磁された狭きーと僚の白道の彼方に露首
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陀の浮土が横はる。一念護起して此の危き白道を

渡り量ましたもののみが摘陀の浄土に届くと云ふの

が、との偶話のあらましの筋でるる。吾等は今と

の白道を求めて勇猛精進せねばえにらぬ時でるる。

民責は常陀雨極に挟まれて危き頂黒占陀立つ。

史的展望一一吾邦の歴史をふり返へる時に、吾

等の前陀大きく浮び上って来る二つの時がある。

其の一つは大東亙の先進文化を吸牧して、東方に

輝かしく浮び上った飛鳥朝の頃であり、他の一つ

は世界に向って門戸を開放し、大規模に欧米の文

化を移入した明治，惟新の頃である。此の二つの時

期は其の姿と規模とに於ては異主主るけれども、其

の質に於ては全く軌を一つにする。即ち前者にあ

っては悌教を中心とし、一切の文化を先進せる朝

鮮、支那に事び、謙虚なる心の姿に立って一切を

修得し移入し乍ら、偽且つ停統む上陀立つ魂を寸

篭も侵さるム事主主く.、之等一切を溶かして日本文

化の輝かしき裂展を詩し途げたのであった。推古

天皇を補佐し給はって聖業を完途された聖徳太子

の御偉業は正に此の事を如貴に示ナ。後者にあっ

ては全世界の先進文化比眼を聞き、心を空ふして

一切を牧受し、而かも停統文化の根底を寸土たり

とも侵さるム事t:J. くして皇室園の姿に立ち返へり、

新らしき護足を震したのであった。明治天皇の御白

偉業を想ふ時に、皇園日本の傘き姿陀感謝せ歩に

は居られ主主い。今此む二つ白軌を一つにナる史上

の出来事陀就て考察を進めて見度いと思ふ。

推古天皇の15年、小野妹子が園使として随に仮

遺せられてより 60絵年の後、天智天皇の御代と主主

りし頃、支那には既に輝かしき唐朝の文化が其む

鷲足をなし、園威は三韓を墜し、更に虎硯耽々と

して日本の攻略を企闘しつムあったのでるる。其



の時に首り英明にましまナ天智天皇は、内は? 昆筒L

i t る図政を整備し、外に向つては三韓を扶けて園

威を振興し、更陀タト敵をして寸土をも侵す能はざ

らしめられたのである。悲に日本文化進展の基礎

が確立し、之れよ T 50年を出です示して聖武天皇の

御代慨かしき等幾朝文化の出現を見たのである。

大悌の開眼供養には其の導師として遠く印度の高

備が招聴せられ、其式典には印度風の繁が奏せら

れたと云ムカ宝如き一事を見ても、如何に其の規模

が宏大であったかを想像する事が出来る。此の様

陀写楽朝文化は唐制に倣ひ印度に撃ぴ、蹟く大東

M の文化を移入し乍ら、市かも共の一切を皇園の

魂の中に完全に溶かし蓋し、来るべき日本文化殻

展を基礎づけたのでるった。 2手当能朝交; 化を皐なる

唐制の模倣でるり、外園文化への屈従であると見

る事は訣まれる見解である。

翻! って想を現代に致ナ時、明治維新よ P 昭和の

聖代に至る迄の推移を察ナるに其の様相の自余りに

も推古天皇の噴より天智天皇陀至る聞に酷似して

居る事に策付くのである。明治維新は五ケ僚の御

誓文を根幹として偉大怒る構想の下に鷲足を友し

たのでるるが、現3置の様相陀は新らしく移入され

たる西欧の文化と、日本固有の文化の姿との聞に

烈しき相魁混凱を: 引き起したのであった。新る様

相の聞に文化の歩みが次第に高調し来ったのが即

ち昭和の聖代である。今次世界戦凱の勃登ナる少

しく以前より援園の精紳に立ち返へれと云ふ力強

き叫ぴが奉げられ、戦宰の勃盈と共に念速陀締力

穆げて圏内間制c 整備に取りかムった時代の姿は

正に天智天皇の御代に唐の野望を制墜し乍ら? 昆商L

せる圏内の整備に基礎づけられた時と全く共の機

相を同じくして居る事に策付くのである。

斯く観じ来る時に大東亙を中心とする新文化の

建設に向って吾等の前に展開せんとしつ. l . e ! ; る時

代の様相は、明か陀限陀映で夕、る事を魔える。吾等

は今生命を堵して此の唯一の目標に向って前進し

つ. 1. aうる。唯此の二つの時代を比較考察する時に

其の犠相に最も大いえにる相遣を見出ナ結は、現代

に於ては明治より今日迄の間陀世界列園の先進ぜ

る文化面の殆んど組、てを感び蓋し韓得し格り、常

感ぶべき若干が浅されて居ると云つでも、欧米の

文化の一部は己に崩壊の一歩手前にあるのではな

いかと思はせる多 くの部面を護見ナる。今から 8

年前私は親しくエユーヨークの土地を踏んで、彼

の驚異に値する機械文化、物質文化の登育の中に

あって、人間其物の機能が次第に弱められつ L あ

るのでは君主いかと 思はせるものを見出したのであ

る。丁度其頃ロックフエラー研究所の中から醤撃

者でるるアレキシス・カレルと云ふ人が「人間未

知たる者」と云ふ一番を護表して、近代文化の米

閣に於ける殻展は現時の姿に於ては人聞の機能の

崩壊を来ナであらうと云ふ結論を詳細な例詮の下

に鴛して居る。此の一文を私は非常に菌白 〈読み

アメリカに此の事が賀現しつ ι あるかに思へる姿

を蛍見して、文化と云ふ者が斯ふ云ふ道を辿るな

らば、面白く ない事であると 思って飾って来たの

で、あった。斯かる情勢。中にある日本の現代は、

等繁朝の文化に向って踏み出さうとナる天智天皇

の頃とは蝕程趣を異陀ナる。

以上叙述したる日本の現献を基礎として来るべ

き日本の建築文化に就いて考察も進める時、吾等

に課せられたる課題は一切の建築の事に携はる人

k が、皆園情む現貨に直面し、臣道の自覚に徹し

て薪らしき文化の建設に向つてーと役を演やるの

魔悟を以て各の仕事に従事ナる以外に何者も無い

と云ふ事を明か陀見出す。ソコから新らしを日本

建築文化は自ら建設されて行くでるらう。各人の

狭き見解に基き、 明日の様式を決定し畿とする如

き企ては全〈生命無き建築文化の牙fl 遣に外主主ら

ぬ。今吾等は心を潜め、裸形の委に立返へり、歴

史的必然の護展に向って注意深〈見守らねばなら

ぬ。

( 筆者は京都高等工藤修校教授)
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生 産 擦 充 と 建 築

蕊一、ニヶ月前頃から急: 陀、銃後の生産搬充が

問題11: 1. 主って、色々危機舎にとれが八釜しく論議

される様Jとなって来た。そとで我々にも意見が徴

せられるととが底々でるる。私はとのi時ぞとばか

b宜体して居るととがあるので、是非ー臆ゐ聞き

願いたい。

今手元化本を持ち合はさ君主いので、何月批でる

ったかは、判っさり覧・えないが、かれとれ一年近

くも前十亡友る か と思ふが、私は偶然外務省強行の

海外事情と 云ふ雑誌を積んで活た。所が、その本

のプメリカの項. 十亡、次の按な意味のととが善いて

あった。アメリカが世界戦争陀介入して、 自ら聯

合踏の兵器腕と栴して、英大友珠算を組み、そし

て生産械充をやって居る。それで、その後、との英

大主主滋算を執行する矯めに、数百高の努働者を新

た陀必婆とするとと陀なって居るが、 その努働者

の動向を調をして見ると、大髄E象定通りの努働者4

が、今の所集まって居る。そして集まった傍働者

のうち 6 割強が建築努働者になって、残りの 4 割

弱が造船、造兵飛行機等・の工場の努働者陀友った

と。雑誌の記事はまだ組いて居るが、私の必要な

部分は以上の所までピよい。

私はとれをと讃んで暫く腕を組んで考へた。とれ

は大受だ、ア メ日カの奴やるぞ、 日本もとれでは

油断がならん、兎も角l灰の頭は残念だが組識立っ

て、筋が通って居ると。

との記事が雑誌に掲殺された時分、町ではまだ

アメリカの軍需品製造を天文弘敏字だといって、

煩から ，馬鹿にして掛って仕舞つア居った。所が第

二吹ソロモン・初戦営りのl待か( : ，、，笥:f乞大本営ゃ情

報局主量りから、今迄とはうって縫った様な刊が飛

び出して* た。即ちアメリカは荒々孫定通り生産

-}J 蛾充をやって、'新らしい軍艦がf削除陀椀々見参

utJ  した。彼の貸力財: 油断が1x らんぞ、我閣でも
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大い陀頑張って、奴に負け1 t . い様に軍需品製造に

馬力を掛けねばたらえ主いぞと。

我園の計置は線、てとは云は友いにしても 、{ 中身

計霊通りに進捗し主主い様子でるる。何んでも今日

では一隻の舶を治るにしても 、第一次世界大戦の

時より今日の方が日主主が多く掛るそうである、だ

から昨今のアメリカの欣態を見ると 、策に主主るの

は首然である。

所が私に云はナと、生産力擁充に馬力を掛けね

ばならないと云ふ詰は、十ヶ月程遁れて居る。な

ぜ大本営や情報局は外務省のアメリカでは新らし

い労働者の 6 制が建築努働者になったと云ふ情報

が入った時に抵陀闘民に l呼び掛け君主かったのか。

一世全世我闘は大東車戦争を勝ち抜く篤めに、

非常な生産機1 e . をやら主主ければならないのである

が、その生産繊充は到底今迄の工場設備で賄へる

程度のものでなく、先づ今迄の工場設備を盤十倍

のものに大被張して、初めて可能な程度の大規模

7なものである。だから現在要求されて居る生産抜

充には 、先づ工場の大増築が必要で、ある。然るに

我園の各般のj伏勢は凡そとの工場の大増築に備へ

られて居たであら弓か。

今日では各分野共に経済統制が搬大されて居る

が、事費が初まった最初に 、 との統制を受けたの

は何かと云へば、それは建築分野のみであった。

織の使用にしても 、銅の使用にしても 、 それは建

築のみが釘象にされて居って、建築漏りだけが非

常な拘束を受けねばたらなかった。資金調整法が

出た i時も 、建築関係は一番虐待されて 、 セメン ト

の製造 Jて，- ても 、釘の製造にしても、資金I'C闘す

る限り白粉々、口紅乃至チ ヨコレート の製浩之同じ

待遇を受けねばえにらなかった。セメン トは製造業

者が塗中で鋤ねて、政府の云ふととを聞かえにくお:

ったから、政府もセメントドて就ては至宝間的に待遇



を少し良くしたが、今日釘には圏の上下が闘って

居るのでるるが、未だに昔と向じ取扱である。だ

から 釘の増産なんか、 とむ憧ではとても見込がな

いととになって居る。建築用機械設備の製造も 、

いまだに全部禁制のま主である。

徴用にしても 、最初は建築技術者は入って居な

かった。建築技術者が徴用される人の中に入って

居ない時分には、徴用の規定は一度も働いたとと

が君主かった。盆中で建築技術者も徴用される様に

規定が改正された、改正された主主端に徴用令が初

めて活動した。而かもそれで、最初の徴用を受けた

のが、何んと建築技術者でるった。

非常に遺憾なととであるが、殆んど各方面で、と

申して良い程に、時局に貢献する建築の役割とい

ふものが無視されて居る。無視されて居る位はま

だ良い方で、虐待されて来て居る。

そして生産擁充をやるのκ は、何よりも建築が

第・ーでるると云ふととに就て殆んど綿ての日本の

詩政者は無関心である。とれ等の橋政者は生産機

充の問題は努働者に配給する米の量の問題や、地

下足袋の盤の問題だと思って居る。米や地下足袋

の配給量を今の倍にしても 、生産は 1 割も 殖 さ主主

いでdうらう 。生産を倍にする露め陀は、工場建築

を倍に増築し友ければ主主らたいのである。凡そ物

には順序がある、その筋道は明瞭で、主主ければ、物事

は進まない、その筋道を解せないで計霊を建て L

も、その計輩はうまく運ぶ韓がない。

との意味陀於てアメリカは恐るべきである。彼

は生産扱充の矯め新規の努働者の 6 割強を建築努

働者たらしめた。そして工場を大馬力で大撒張者:

ゃった、その大掛接された工場に於て妥求されて

居る生産の蹴光を計って居るのである。

日本ではどうだ。とれ等工場の大増築は順調K

進捗して居るだらうか、園のあらゆる政策は殆ん

ど紬てが、その大増築を阻害する僚友康は? Lかっ

たか、私は非常r z : 危慎する。飛行機の製造工場を

増築しや勺乏しても、賄4子の日数寄てかけて色々 の

開門を i B過しなければ主主らないのだ。商船も潜水

艦も、その増産の薦めの工場を増築するのに矢張

色々の閥所で聞き訊されねば主主らないのである。

その手数と日数は大樫友ものだ、とれでは戦* に

間に合ひ粂ねる。所がとり不都合を現在の所では

何庭へも一括して言ひに行く 所がない。商工省、へ

行つでも 、企藍|涜へ行つでも 、 とれ等む矛盾は一

度花形がつかないのである。

とれだけではない。問題は外に まだ有る。 今日

建築努勝者は色 k ?L原因で非常に不足 して居る。

生産披充の篤めの工場士宮築工事もとれが篤めに、

可及りの差門へが生じて居る。そとでとれ等の努

務者の新規獲得について、職業指導所の門を敵い

ても 、職業指導所では建築に開ナる限れ殆んど

ー願も奥へて呉れない欣態である。だから傍務者

は減る一方で増さない。

又、今度の時局の要求で、高等工業暴校が相蛍

樺山新設されたし、向i曾設されんとしてゐる。 所

がとれ等の新設や披張の中に完全にといって良い

程 t亡、どの皐校にも建築の新感科が殻見出来ない

今活から建築拳科のある所で、拳生の定員が増し

た所が少々ある位十亡過ぎない。だから建築技術者

が将来嶋ナ見込も今の所全然主主い。

とれでは計壷された生産蛾充は、出来様筈がな

い。建築の元も子も押へられて居るから 、生産披

充のf . ' l &めの礎石である建築は、到底畳東君主いので

るる。アメ立カと非常主主相違だ。

今 ｭｾ 聞と生産撒充が ｉｕＯＮ ばれて居るが 、 的が外れ

て居るととを我々は痛切に感歩る。

生産蛾充の妥求は真司法なものだ。圏民として是

非とれが具現する様陀皆が協力し君主ければなら主主

い。そのま完めにはその障害K 怒るものを tA力除去

して行かねばならない。所がその障害は決して一

花的ではな い。建築的障害は一番大きくて _. -呑複

雑である。

ζ の建築的障害は一括打破出来君主い。多方商か

ら時を異にして牒り 上 げられたものであるから 、

各個態依でな ければ怒らない。との篤陀各方面へ

のJ芸畿運動を必要とする。との穫畿運動の精紳は

1すとして我田引7 . k 的の浅はか なものでb つてはなら

ない。菟闘の志の護露でなければたらない。敵園

が他山 の石であるととは遺憾であるが、我k は負.

ける ζ とは出来ないのだ。昭和十八年の新年は先

づとの連防治、ら殻足したい。

( ま表者は愛知県芸建築係長〉
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戦 時 下 雑 感

x  

日常の物資に不自由しはじめてから物の有難さ

といふととを染々と感じる様になった。; J f 七、焼然

り、魚介然れ野菜や青果亦然りである。

衣料切符が減るのと比例して、グオルや靴下の

値打が次第に揚って行く様にさへ感じられる。

『煙草屋の庖頭陀煙草の見出されない所の気持は

喫まない君等には分らないよ』と 、 1 日「光J 5  

箱を必要とナる友人が訴へたととがある。

とうした策持は次第に物への愛着にまで強展す

る可能性があるのであるが、それが物に封する態

度: 1<: 現'はれる場合 2 つの方向を取る。日く節約、

日〈買溜めである。

節約は現在自分の保有する物資の中で、将来へ

の備へになるべく多くを残そうとナるものであり

買溜めは将来への準備を庚〈市場から獲得しゃラ

といふのでるる。

愛着が物に劃して護展する心理的過程は雨者共

通のものがる h 自由主義経済時代には、節約と

買置貯蔵とは一聯の行震として『用意がいい』と

いふ言葉を以て. 日常生活の心掛けの 1 っとじて

取扱はれてゐたものでるるが、今日では、前者は

時局的態度として推奨せられるが、後者は非時局

的行篤として非難を受けなければなら放い。物資

分配の統制を臨すからである。

同じ物を愛ナる心持のとの様に 2 つの方向に分

れる原因は何でSうるか。園家中心か個人中心かの

吐舎的道義心の相異である。

×  

との時代に友って家を新築又は増築し始めた人

が、僕の周囲だけでも数人るる。

セメントに不自由をし. 釘κ 苦しみ、抜本の桂

l 坪の瓦を買ふにも驚くべき高い債格と、想像以

上の努苦とを忍ぴ. 長・ 建具か ら障子紙陀至るま

1 0  

新 名 種 夫

で、何一つ容易くは得られない。滞i く苦心して得

られた材料も 、運搬が亦決して簡阜では君主い一ー

といふ様な今日の情勢の 中に、敢然 として住宅を

建て 、叉は増築しつつあるのでるる。 ア メリカよ

り蹄朝の野村大使の感想、を待つまでもなし全く

篤くのほかは主主い。

そとで折に慣れてそれ等の人々の策持を聞いて

見ると 、それには人夫々の理由もないではないが

それ等の人々には共通の祭持は大韓次の様に要約

し得る。田く一一

戟挙は容易に片附きそうも友い。否片附いたと

しても、住宅が葬送に新築出来る様な時期は自分等

の存命中には来そうも主主い。だから相 営大なる犠

牲を忍んでも、とむ際新築友 e 行ってゐるのであ

ると。

即戦即決の短期戦友らは辛抱もしゃ う。だが戟

は何時果つべくも主主い長期戦怒るが故に 、自分の

富余命を思ふと待ってゐられ友いといふりである。

全くの自己本位個人主義である。

若棋は前途洋々たる命を、菅にして散ったでは

友いか。官余命何するものぞと思ふ。

×  

金属回 l汝が行はれて、基所から不用な炊事用具

が取り除かれ、押入から使ふ術もえにかった家財道

具於運び去られて、家庭内がいささか重荷を下し

? と感じであるが、それ陀も増して愉快なのは街頭

風景の簡素化である。

犀上の看板や高い庚告壊が姿を消し 、建築壁両

の飾金物や酎格子主主どのあくどいものが取外され

て、簡単な木製のものに取換へられてゐるのを見

ると、何となく清々しい祭持になる。

か くも不必要な装飾を、 戦前建築家達が苦心し

て設計してゐたととを思ふと不思議にも主主る。

［ｉｊｬＮｾ装飾の建築機能木位の建築、若い人々が ｉｌＧｾ ん



でも容易 ｬ 亡到達し得なかった涜地であるが、戦Ｑｩｾ

はーもこもなく建築をと L まで迫ひ詰めて来た。

喜ふべきととである。

序陀今一つ爽快なととは 、街頭に自動車φ 減少

したととだ。

官臆の勤務時間の延長で、夕方 5 時過ぎの一般

交通機闘の混雑は近頃閉口であるが、銀座街頭に

大きな胃虫の様主主自動車の群りが無く放ったのは

ラッシユアワーの混雑を補って絵りがある。

それで、ゐて最近は比較的繁に杢草を見出し符・て

念場の間陀合ふ様に怠ったのは、人々が何時しか

グクシーといふものム存平Eを忘れた需であらう。

×  

紳奈川府Ｎ下に牧ｾ中の英闘の伊虜が、川崎方面

の工場の運搬作業などに傭はれて行くのを屡々見

掛ける。髭むじゃの見上げる様左足大男監十人を、

5 尺 2 寸位の紅顔の兵土ーが、 1 人で引率して行く

のを見ると、何と主主くパランスの取れ1 ' ; r . . い、併し

微笑しい風景である。

が、今一つ祭の附く貼は、彼等が極めて呑祭主主

ととでるる。飯識を目安にぶら下げて、晴れた秋の

宰の下をと全く l羽か左足顔して歩いてゐる。小面憎い

程である。街頭の日本人の方が徐つ程差し迫った

顔をしてゐるのでるる。

長期戦下民心の弛援は素より許さるべきではな

い。併し宮余りに紳経質放そして念り過き・た緊迫感

は、劃長期戟的では主主い様に思ふ。それは永続性

に乏しいからである。

長期戦下敵の繁天主義は、我々に取って 1 つの

強敵であるととを忘れては君主らないと-思ふ。

×  

『建築はかくあらねばならね』といふ問題は、

戦等特に大東京戦争の勃殻を界として、その湾へ

方に劃然たる直別をつける必要がある。

建築生産の基礎僚件たる材料・努力・運搬等の

完備し? と時代の理想的建築と、長期戟下の . るら

ゆる資源を戟争目的の震に割愛しなければならな

い今日の建築とは 、さをく異った根醸の上に考慮せ

られなりれば友らね。

戦前月守腕白建築課に於ては 、建築の質の向上を

最大の目標とし、材料の一定標準以上の使用に闘

しては決して意見を述べたかったのでるるが、今

日では夜釣 fC . 一定標準以上i亡材料を被用せしめ

ざるととにE直結を置き 、園家資料の無駄な使用者と

制限する所l亡目標が置かれてゐる。戦争に勝つと

いふととが、刻下の唯一最大の園家目的だからで

ある。

英闘では第一次世界大戦後の住宅政策の失敗に

鑑み、今次は惨憎たる敗戦下にも 、向。戦後の住宅

問題に就き研究を継続してゐるといふ。彼等の心

臓の太さに続くものであるが、 とうした将来へむ

封策の研究は、我閣に於ても今日も決して忽K す

べきでは 1まい。

10年先、 20年先に友るかも知れえにい戦後の建築

の問題に波頭する研究家 ・研究機関も常然なくて

は君主らえにいが、唯現下の要求に感じて早急: に建て

られるべき建築に劃しては、今日の情勢を基礎と

して、それとは全く別主主立場に立って、とれが計

撃に常らねば君主らね。

話が手前に味噌陀たるので恐縮でるるが、住宅

管図が建設中の 1 戸 7 坪 5 合む特別綾 1 競住宅な

ども、前者の立場からはいろいろえ主意見が加へら

れるであらう。だが. とれは飽くまで米英資産滅戦

最中の今回、目 下必要な住宅であって 、戦時下を

無視した立場から. とれを論議するととは、その

出殻迄に於て既に競りがるるのである。

話が幾分股繰し、そして幾分の関聯があるが、

最近貴司山治・中本たか子 ・片岡織兵といった一

時左翼文壇K 名のあった人達の愛閣の文章を指し

て、その豹獲を笑ふ様君主口調を二三王手にした。

録者はそれ等の人k 陀かく言ったものである。

ーーとの位界の相様を痩へゃうとする大戦争の真

只中陀あって、考へ方が依然として戦前の僚であ

る様友人は文感者としr の資格がたい。人 1 僻む

敏感さを以て、との一大韓換の時代を感じ、時代

の動きに閏畳めるものは、我々より前に文事者で

ある筈では主主いかと。

建築l乞到する考へ方にも、同様主主ととが言へる

と思ふ.

×  

建築雑誌10月蹴所蔵竹腰健造氏『建築偶理の問

題』は 、最近設計監督の側に立つものよりも 、持

負業者よりも 、最 も材料業者十と向って要求せらる

ベ告である援に思ふ。

1  5 寛 角 館 〈
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時 局 下 世 人 の 侵 宅 観

日本人の半数は女子でるる。時局下生活改善の

責務は霊rl ' r : 之等女性の双肩 iて懸ってゐる。其の要

締を掴むには先づとんな本を讃め。と云ふ意味む

庚告が、或る日市電17 : : 乗ってゐたIJ 、生の眼 l乞着v、

たので¥近頃或る先輩から引糟いだ女子専門拳校

の住居の講義に大いに参考となるだらうと考へ、

早速下車停留所附近の書庖で一本を買取った。書

物の名は「ナまひといふく」。 衣服の部はともか

くとして、住居の部では、有名主主文事者や小説家

或は建築家がそれぞれの立場から自由陀時局下の

住宅乃至住宅問題に就いて並べられて居る。王手中

や就寝前陀一寸綴いて捨讃みをしただけではるっ

たが、所謂斯界の専門家の論旨は別として、所調

素人筋の談論に. 現下の位宅建築問題に闘する数

々の主張が盛られて居れ而も共の大半は小生等ー

が常に民剣K 考察し高唱し来った事項であり、文

士一流の麗文を以て王子易明瞭に論述されてゐるの

を鷲見し 、世人の説亦斯くなるやと、大い陀寄託を

よくしたのでるった。

遇々時を同じうして、我が白木建築協舎編輯部

より来信あり。 r時局建築工嬰に闘する随想」を

何か書けとの依頼。. 果して課題の趣旨陀沿ひ得る

や否や甚だ疑問とする芸大第ではあるが、随想とあ

るを盾にとって 、業の随想、のきっかけを本警に求

め、平素抱いてゐる考への一端を開陳して見たい

と思ふのでるる。但し、決して本書構成の執筆者

各位の僻句や言葉尻を促へて、徒tて之を批判し 、

之をもてるそぽんとするもので君主いととを 、初 頭

陀明記し 、以て大方の諒承を得てゐき度い。

先づ、 小説家武者小路質篤氏は、自分は言葉のと

とに就いて深く考へたととがない。併し 、希望を

者へば、それは天災地費や盤難に劃しては安全で、

あり度いと 迷ぺ、其の構築手段としては図家経管

I  1 2  

士

ロ 武国 信

であるととを以て理想とすると結んで、居られるが

其の一説「僕はあまり蛍津主主家は努まない。質賃

で . j 主用向きな家を好む。空襲のととを考へ友い

わけにはゆかえにい。今後は園家で家を建て、通首

; な依で貸ナやうにして、楼. 範的友家を段々つくる

やうにするとい L と思ふ。アパート式でもかまは

えにい。個人でつくるのだと安つほ・いものがどうし

ても出来安く、天災や兵火にあふと、見じめすぎ

るやうに思ふ。いくら金持でも、自分達さへよけ

ればい L と言ふ時代はすぎつ L あるし、個人の金

は知れたものだから、矢張り図民の生活陀大事主主

住居の問題 l公園家が査部負婚しないまでも何とか

便宜をはかつて、永遠の都を建設する百年の計を

たてるとい与と思ふ。個人にまかせては完全な都

市計葺は出来ないと恩ふ。」 と。

世潔I ' . J . 家は好まない。成金趣味は良平だ。住宅

は便利で、堅牢で、、快遁であればそれで結構。建

物の面積も普通の家庭友らぽ、30坪以内で充分。

といふのが、現在相常以上の都市生活を替んでゐ

る人々の大多数カ噛いてゐる住宅観と看て関連は

友からう。古来、個人的豪蓉を以て人生の目標と

してゐた一部の人 h も、大東亜建設と云ふ園家目

的達成のため 、多少の不便は忍んで、もといふ思想

のるらはれとも考・へられるが、之を以て一時的の

自制的現象たらしめではならない。生活様式の改

善工夫と同時に建築象的研究に依れ永遠に一切

り無駄を省くやう導くとととそ、建築家陀課せら

れた責務であらう。都市住宅の不良化を防止する

震 、建築費定地の最小限度を規定ナべしとの撃は既

に高いが、一方其の最大限度をも制定しゐくべし

との識者の言は大いに味ふべきだと考へられる。

現夜、防空と生活とを分離 して考へるととは出

来えにい。防宰即生活の質施には 、先づ住宅を防空

的化改むるの着意が君主ければI ' . J . らぬ。総ての都市



建築物が銀筋或は鋳骨鍛筋1昆瞬土迭の、所謂耐弾

耐震 、耐火構造物主主るとと 、甚だしきは地下都市

の構築とそ真の防空都市; なるととは言を侠た友い

が、如何iて計蓋し如何 l乞建設しゃうとしても 、主IJ

底念場の聞にあはぬ。投下爆憾の直下に遅うれば、

之は先づ向. 年固とあきらめるより誌がないが、共

の爆片や爆風、甚だしきは味方の打出ナ高射砲弾

の破片陀よって死傷するむ馬鹿を見ぬゃう 、遁 賞

主主る待選施設築造の要は確にるる。併し、我園都

府の現献を以て見れば、何と言つでも防空の第一

義は防火にある。金髄が準耐火構造とまで行かね

にしろ 、防空建築規則に定められた木造建築物む

構成と 、相常主主宰地. 水 、消1方設備と 、人的訓練

とは是非必要で、ある。ｾ陀物資が不充分であると

いふ口質のもとに 、徒! 亡手を挟いでゐてはいけ友

ν、。

者[1市建築物の一部を閥家の手で建設してもらひ

度いと小生等が感じたのは 、既に十年程以前から

のととでるる。其の頃はまだ坊ささの重要性は左程

一般{ 乞噴傍せられてはゐなかったが、日本各都市

の火災による損失は年を這うて其の額を櫓すばか

り。都市計撃の施設として重要都市の要所には 、

既に防火地直なるもの L 指 定 が あ れ 成 程 園 面 で

見ると相常立iJAであるが、共の質耐火構造物は僅

に三 k 五々結在するのみ。毎年の耐震耐火建築物

の建築率から推しでも 、何百年の後K 園 面 の 通

り完成するか全く見常がつかね。自分の家を自分

で耐火的l乞改築した場合、或る程度自分の財産を

保護するととに放るには相蓮友いが、周囲陀津山

の木造家屋が号密集してゐて 、それらが綿て焼けた

とき 、果して完全に初期の目的が逮せられゃうか

共の家が他人の家への火災除け l乞なるととは確で

あるが、それではどうも算盤が合はね。 近頃のや

う陀共存共祭といふ良い思想、が行渡って居れば、

とんな不平も齢からうが、営時は今と蓮ふ。そと

で 、防火地直の完成は個人のためのみではない。

都市金韓惹いては園家の主主である。との理由を以

て機合連うるごとに上司から も本協舎からも 、営局

陀談 じ込ま れたのであったが、種々の都合で、防火

地直助成補助金の交付 ナらも行はれなかったので

るった。都市防空防火の絶叫せられる今日 、思へ

ば遺憾千高で ある。武者小路民に奥へられた課題

が電柱居であった関係上 ‘ 同氏は圏民生活陀大事

放佐宅K 就いてのち語られてゐるが、防火地直の

完成も 、悶戻: 住宅の建設も 、組て閥家的葱業であ

る以上、 共む構築; ケ法に劃する考へ方は軌 をとー lと

して よいと 思はれる。

叉、昨年 5 月、政府出資 1 億闘を以て生れた佐

宅管国の現j伏は 、首然との話題の中に 引出されや

ばなるまい。時局の要請に謝癒して、速に努務者

共の他庶民の住宅の供給を確保し、以て園民生積

の安定を闘り 、軍需充足生産力披充等、重要因策

の完途に資せんとナるのが、本告苦闘設立の目的で

ある。と其の木旨とナる鹿を卒直 l亡表現すれば、

ー臆同氏の希みに相常の光明を奥へ得る如くであ

るが、貫は目下の庭、木替閣の任務として建設戸，

鍛の量を主眼とする関係上、世間一般の専門家の

批評がどうであらうとも 、f9l Jへば建坪 7 坪宇の所

調特別級の平家をも遁らねば左足らぬととになって

ゐるので、之を以て模範的位宅の準園家経営だと

するには絵程の艇問がるる。尤も、物資や努力の

開係上、厚生省の方針に基く斯かる一時的現献は

民 i乞巳むを符ぬのではあるが、将来住宅管囲はあ

くまでも白木佐宅問題の指導者であれ且其の闘

家的途行機関であ'らねばならぬと信ヂる。従って

現在住宅管闘の遣しつ ι ある責蹟が 、 永く園ｾの

震に不利とならぎるやう 、悔を千歳K 残ささ「るや

う念願する次第である。

都市計霊友る言葉の下t亡、所謂都市百年の計を

樹て、保安、衛生、交通 ，防空、経済等高般の見

地より 、 岡 ｩ 骨なる都 市 のｾ展を耳 ｊｉ してゐるのであ

るが、園家或は公共闘髄等が積極的に之に共力す

る分野は 、主として土木事業に限られてゐる。建

築事業の殆ど大部分は個人の手に委ねられ、関家

としては僅にその制隈 を取扱ってゐるに過ぎな

い。綿ての建物 まで閣の字でといふのは極端で、あ

るけれども 、 もう少し都市計霊の錦陀活ひ得るや

う、建築物の行手を見届け得る然 るべき 機構t.r.り

手段が慾しい。

ョ々に 、評論家粂常務佐氏は 「私の子供の頃は家

といふものは土の上 陀あるものだとばか り思って

ゐた。」 と面白い切出 しに績 いて「今では物は土
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地の上などにはたい。家は家と芸誌との聞にぶら下

ってゐる。右を見ても左を見ても、木らしい木な

ど 1 本もない。そとはむかし幾百年の大樹が繁

ってゐたととろでるる。それを土地合粧が、その

土地ぐるみ只の次ぐらひ友値で買ひ取って分譲地

といふむづかしい名をつけて賀出したととろでる

る。そしてそとに文化住宅といふ世陀もをかしい

家を建てる。とれが文化人の家であるの費れば痩

ったものであるのしかしとれらも家では上等友1:i

でるる。それが普通の家とえ主ると、話はいよいよ

悲惨になる。家は土地と金く意義が切れる。ただ屋

根と壁と床とが人聞を園ってゐるといふだけのも

のになる。」 と、都市住宅に空地方主き現吠を指泊

し、斯かる j伏態匂こ於ける火災の脅威と論述L . . 最

後陀「自然の中に育った私共はよく言へば純朴で

あった。じかし人聞が土地から離れて人間だけの

家に閉ぢ込められると、さう簡皐陀ゆかない。私

どもが子供の時、経験した父や母といふものは、

今土地の主主い家に育った子供の経験する父や母と

はよほど遺ふ。とれが土地の友い家に育つ都合=

ツポンの姿で、ある。そして、それがだんだん回合

= ツホ・ンにまでも進んで、ゆかうとしてゐる。」と。

土地のない家が族出ナる近世の傾向が必歩、しも悪

いとは思は主主いと結んで、あるが、との現般が子女

の教育乃至は成人の感情に及ぼす影響を嘆じてゐ

られるゃうである。

衛 生L 保安上等の見地よれ都市の建物に空

地の必要を感じられたのは遠い昔からであるが、

税近陀至れ防昼防火の懸命からも、大いに高唱

せられ、愈々其の重要性が増加し来ったのである

周知の如く、我園市街地建築物法に依って規定

せられてゐる空地は、商業地域に於て敷地面積に

封し僅陀 2 割、其の他の地域に於ても 4 害IJ ありさ

へすればよいとと与なってゐる。立法賞時、市街

地建築物法なるものは大都市又は都市の中継部に

のみ適用するととを建前としたか敢に、斯く援な

る制限を設けたのであるが、現在の如く本法か相

首康範園の土地に亘って用ひられるに及んでも.

世間ではとの限度が宛も空地留保の適度を示ナ標

準の如く誤られ、何等制限のなかった以前に比し

却って昼地主容が一般に低下したといふ奇現象を皐ー

するに至ったととは残念友次第である。

I  1 4  

今日到底とれではいかんといふので、市街地建

築物法に生地々直なる規定か設けられ、必要に臆

じて内務大臣が指定し得るとと L な っ た の で あ

る。其の限度としては、建物の床面積の致地面積

に封ずる比が 7 割乃至 2 割以下となってゐるので

悲に粂常氏の云はれる昼地とは、とれでも未だ大

分聞きがあるゃうである。幾百年の大樹が庭にな

ければと云はれる伎でるるから、何時か東京での

空地地直座談舎の席上或る将官が「延坪比 2 割以

下とあるのは、 2 分以下の間違では友いのかと思

った。空地地区と名を打って出る以上、もっと般

にされ度い。」 と言はれた。共の程度を望んで、ゐ

られるものだと思ふ。説菜自給の立場より見る

も，共に大いに考ふべき言葉でるらう。

空地地直の指定は、既陀東京・名古屋等に賃施

せられた。作Jれ近く関西方面の都市にも指定せら

れるととであらう。大阪市を中心とする一帯は.

土地王子担で山丘少く、叉地慣は他地方によ七し相常

高く、且つ建物の様式として、従来長屋建を多く

見る等の関係上、木規定油用の頭初陀於ては多少

の問題が諸々に接頭するととも濠想せられぬでも

ないが、深く思ひを一関白防昼、防火、保健. 衛

生上に致し、協力せられむととを望む次第であ

る。都市建物のづ子散疎開は都市防空の要締であり

而も就中ｾ地の確保による手段は物質のいらぬ最

も要領のよい方法と思はれる。

女流作家林芙美子氏は「京都の街を歩くと、表

情のある家がまへと云ふものを随分見かける」と

胃頭し「着物を一枚つくるにも、たピ頃合ひのも

のを買ってきて縫って着るだけでは、そのひとの

味はひが怪いやうに、家を建てるにも、たど人ま

かせで建て L 佐むと云ふのは何と友く味気ないも

のだ口」 と論破し、ぼろ家で も、借り家でも、共

産に住む人の一寸した心使ひで大境沿くゆかしく

なるものであるととを力説。又張りぼてのボール

箱のやうな所調西洋館は、夏は暑く' 冬は草案いと

とを指誼し、最後に「とれからは家をつくるにし

ても、 A 型とか B 型とか一律友ものしか出来友い

さうだけれ E も、せめてその家の中に住むひとが

家を大切にし、部屋の主主かをと愛情深く飾ってくれ

るとい L と思ふ。どん左足家でも美しく住むやうに



消化してゆくととが、とれからなほ 3 ら大切な4れ

ではないかと思ふ。」 と。専ら住宅の意匠K つい

ての心掛けを述べられてゐる。

明治維新以来 、 我闘と西洋諸園の交通が俄ｾＱＱＺ盛

んと友り 、首然我園佐宅にも砂からぬ影響を及ぼ

し、従来の所謂和風位宅の他陀彼地のものを模倣

せる所謂洋風住宅なるものがあらはれるに至っ

た。彼我の長を採り短を檎て、之主とよく消化吸牧

するととは決して悪いととでは君主いが、往々にし

て輯 ｔｾ￭Ｂ 主る思慮より所謂西洋館をその偉採用して

ゐるのを見るが、 1更に言語同断と云はねばなら

ぬ。特に気候や生活様式を充分に考慮し、我関住

宅様式の主流を決定しなければならない。といふ

事: 貫は、専門家の聞では既に常識化された事柄で

あるが、今尚一部市民の中にその採揮の判断を訣

り、得意然としてゐる人士あると E は遺憾千高で

ある。

建築の工業化或は住宅の規格化の必要性を叫ば

れたのも最近のととではないσ 満洲聞に於ては既

に佐宅の型が制定され、叉内地に於ても前述の住

宅替囲にあっては、或る程度の型を指定せられて

ゐる。住宅の構造、1 f . 面、共の他細部計霊の規格

化は建築工作の能率と、住居本来の目的との双方

よりの| 院合せを慎重に行った後、之を決定しなけ

ればならぬと思はれるが、或程度の標準樹立は目

下の念務であらう。

1  1 頁 よ日 繍 〈

請負業者は戟守目的む第一義的工事に手一杯で

あるから 、とれに仕事: を引受けて貰ふ鴛陀は、設

計者侭IJ は詩負業者に頼み奉ってやっと契約を結ぶ

ととが多いのである。

工事着工後も、その誠意ある仕事: の進行を求め

る常には 、監督の側にある建築家は或は頼み或は

譲れ請負業者の代人の仕事の大部分をまで引受

けて何うやら仕事陀放って行くといふ質例ナら少

くはない。

次に請負業者は請負業者- として 、材料特に版資ー

統制を受けてゐる材料取得の震に 、陰陽のてだて

を以て 、材料取扱者に如何に懇願とれ勤めてゐる

かは 、我々の知る範囲を造に超えてゐる様である c

設計監督者・請負業者・材料商 ・との B者の閥係

父、支話作家村岡花子氏は「私どもの幸蹄や然

しさは家庭を中心として築き上げられてゐる。そ

れ故にとそ、その家庭の所在する住宅の問題は、

おろそか十ては考へられ友いのである。家旋の健康

も気持の明暗も住宅陀依って . 支配されるととろ

が大きいからでるる。家庭の常住坐臥ナる場所を

美しく 、佐み心地よくする方針で住宅を営んで行

きたい。」 と、住宅は接客本位でなく 、家族本位

，. とナべきととを主張し、時々簡箪友模徴替へ或は

家具の置換へをし、気分のi陣換を行ふととは幾 し

いととであると述べ、 「部屋は屋内のみと考へる

のも窮屈君主ものである。殊に春から夏陀かけて、

庭もまた部屋として大いに役立たせるととが出来

る。」 と、明朗な考へを吐露してゐられる。

云ふ箔もなく 、住宅は生活を行ふ上に棋くとと

の出来ない容器でるり 、今では車十亡雨露や外敵を

防ぐばかりでは、その目的が充分果されなくなっ

た。家族の園壊、住人の休養、子弟の養育といふ

やうな問題を忘れるととは出来友い。とれがため

陀は、家も庭も押並べて我等が策関と考へる気持

が必要であらう。

以上諸家む位宅K 闘ナる意見は、世人の設を代

表する聾として、大いに傾聴するに値するもので

は君主からうか。

( 筆者は大阪府土木開市計費謀、都

市計釦也方委員合技師粂地方技師

は、職前と今日とはをく逝の立場にあるのである。

材料の公定慣格の設定と，、その販賀統制との質

; 地以来、官廊公共図器等に於ては . 材料を自ら取

得し、とれを請負人に支給する方が、材料入手が

間滑に行くものと考へられたものが、最近逝轄し

て、工事貨の多少の場額をさへ覚悟すれば、とれ

を詩負人陀取得せしめる方が、物によっては却っ

て闘滑にとれを入手し得るといふ見方が生じっ A

あるのは 、公定債格陀よる公1 E 1 i 取引の要求せら

れてゐる今回 、材料業者が依然求利第一の自由主

義的友考へ方を捨て L ゐ友い詮織であると思ふ。

設計監督者 ・請負業者の偏湿の確立素より必要

であるが、建築界が材料業者の道義心に訴ふると

とろ今日より大なるは左足いと考へる。

( 筆者は住宅密園東京支所第二て君事課長)
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蔵鍛関矢の 研 究

家

史

足

費

賃

宅

度

不

の
住

宅
の

II 

岱

民

居

・

住

建

家

蛾

住 宅 問 題

は枕する底無し」

キリストの言葉はまとと{ 乞巧み友上七鳴にみちて

ゐます。とれは動物の住居の型式と云へます。_ .

つは地中に自ら穴を作り或は自然の穴つまり永久

的む住居たも ってゐます。そして材料も木や土千

石迭でるります。も一つは 鳥類の佐ひで某乃ちアド

の家陀住んで、居ります。

殆んど毎年集を新築しますが 、燕の様 Ic . 古巣を

忘れヂに勢ひょく蹄って くるのもるります。或 l会

又巣 lて花緋の誠艇を撒く密!除の種類もあ ります。

動物は衣服 については心配する要はありません。

それは自然に遁営のもｾ，ｩｪｾを興へられてゐます。し

か も環境によっては立仮左足迷彩が施されてあ りま

す。

人は太古の穴居の時代た経て材料を組立て L 家

を建てるととを始めました。文化史上特筆すべき

ととでありまナ。然し最近亦Zさを防ぐがために再

び古- なつかしい穴居の生活に蹄らんとナる人もあ

ります。そして，人の衣服は昔動植物が着てゐた古

着を材料として作つであります。皮革にせよ縦物

にせよ皆動植物の着用してゐたもので、ナ。

とれら二つの文明の中 、洞穴よりさヒ じたものと

烏の某より殻したものと、乃ち石迭と木造ーと何れ

がうまい考へでるりませうか、木の家、東洋の家は

一時的な事、烏の某問機でるります。値段も安く

誠に経桝的且つ衛生的でありまナ。地震にも相営

耐へ る事がで、きますが直ぐ燃える事が歓黙です。

日本は石造即ち殴米の風を移入して多年今や鎖

骨、銭筋、耐震の繍特の1i J ' f鍍に於て謡かに群を ね

いてゐます、しかし湾頭キリス トの言葉が物質の

世界を眼中に置いてゐないと ナれぽ、日本的危建

築を作り出すべき組織を先つ' 構造するととが吾人

た蔑されたる崇高友仕事ではないでせ うか。

4主

貸 家

「住宅ー一文化式、階上ノミ、家賃十五圏、 譲

二百回也」

とれは大 E 直内のー貸家のビラでありますが、

今市内でとん主主家を見出すととは質K 珍らしいと

とであります。とれは今すぐ 引越の出来る昼家と

は遺ひます。よく調べてみますと 、 2 階が 6 帖に

S 帖で 2 階に昇る入口が 1 階 に別に言うり 、 2 階に

葺所、便所がaうりまナ。現者Eとの 2 階に住んでゐ

るのは子供 8 人に夫婦の 5 人暮し、階下には又別

の家族が佐ひし家賃は 16凶であり同じ 6 帖と 8 帖

がるります。すべて家主はヲ棋のまうる人にはるま

り好んで貸しませんが、と の場合は再々家族の新

生の傾向にあり 、とれ以上はとの 2 階では手狭の

ため、術叉 1 階の住人や家主の希皇室. もa > 0，墨建

具を 200国で資って 、他に家を求めてゐる所で、

1 ヶ月の激告 を以て申込 めば借りるととができま

す。 つまり敷金45闘を外 i亡妥する需であります。

文化式とは果してとれでせうか。大正直内は最

近特に重要工場が多く、従って位宅難どとろでは

友く過剰群居の様相を示してゐます。 2 階の天井

高 7 尺 5 寸とし 6 帖と 8 帖では 11. 25立坪陀君主り、

今成人 1 人営 o 3. 3立坪、芋快 ( 12歳以下) を牛

分陀とれば家族 5 人 として 11. 55立主号、を要します。

しかし之は最少限でる りまして、衛生上から少く

とも 5 立坪は必要で、ありまナ。それからとの家の

ささ寄託の流通如何も大い に閥係があり室が狭くとも

宰寄託の流通さへよ ければ、構はぬとも言へま す。遣

に風通しが悪ければいかK 室が庚くとも仕方があ

りません。人聞は呼吸により l 霊夜に 400立方米

( 221B石) の大量の益集を汚ナととに主主ります。

されど人の子

の時

居 住 の 歴 史

「狐には穴 ｾ 0，烏には巣あれ
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- 匡宅の: ; ド J i

需要供給の不均衡は統計上明かに部められる事

責でるりますが、以下数年前に湖り詳しく論じて

見ませう、わが大阪市 l乞は一穂どの(立家屋があり

ませうか。

昭和 7 年にはまさに戸量生にして529&37軒、しか

もささ家が 2865iiij 汗あ りましたから、 ー質住宅として

は500982軒となり 、 人口が 2586300人でありまし

たから一軒5. 16人の割で必 Dます。

家屋綿』設は昭和 7 年陀は 529637. 昭和13年には

610199、結局 6 年聞に 80562戸白地加でありますり

従って年平均 13427戸宛噌加した諜でるりますυ

さて右 6 年聞に市の人口は昭和 7 年の 2586300

より 昭和13年の 3321200になりました。乃ち 6 年聞

に734900人の増加で. 年々 122500陀あたります。

従って人口 10 人の i曾加に劃し て l 軒の家が建つ課

であります。

結局家の増加は人口のi舎加よりも撞か陀後れて

居ったのでるります。再々落数年に入りますと戦

舎により事情が大昔警にかはってゐる 司王が想像され

ますの

l 戸 4 室の家は野務者に劃して最少必要限度で

あります。間親が 1 室、男 の子に ] ｾ昼、女の子に

1 室、食堂粂蓋所に 1 室、之であ ります。従って

この積の家は少くとも窓が 4 つに入口が 1 つなけ

ればなりませんが前記Cl ) 50高官金戸の家の中にはま

だまだ改善を待つ不衛生左家屋が相営あります。

然るに又満身者にして鑑室を占領し中には主主軒に

住んでゐるものさへあるのでありまナ。或は都舎

に自宅を 近郊に隠宅を高原に山荘を海潰陀週末の

家を有ちたがる豪勢主主人もあります。その結果所

有者が住むのは年陀量生週、車生月と云ふ家も相官あ

りませう。蓋し一人で幾つも家を持ってゐるから

であります。従って丞いてゐる家はいつも多少あ

る謹で中には年中2きいてゐるのもあると思はれま

: ナ。とれらの休閑家屋の利用と云ふととも考へら

るべき問題でるりませう。

乃ち需要供給の不均衡は分配の不平等に由り益

々激しく成る傾向がみえるのであります。

建 築 費

人聞の慾撃のうち衣服、食料については食富む

蓮ひは量買だけの事で量に於ては同じでありますu

しかしとれが住宅1 ' C 1 3 ; りますと分配が可成り 不平

等になって居ります。そして何時の時代陀於ても

高慣であります。何故ι 住宅はその慾墜を満足せ

しむるのに高債なのでせうか。建築はむつか しく

云へば地面に一定の平面を持つ不動産であり ま

ナ。家共物がすで l乞土地の運命に従ふものであり

ます。との結やム農業 l乞似た特性をもって居ま

す。

建築は材料を綜合して一つの昼間を創るととで

ありますから 、各種の材料の債格にも制限を受け

ます。住宅に伎はれる木材の量は相営置になりま

ナがとの外に石材、錦、硝子、煉瓦、瓦等各種の

材料が使はれまナ。とのクトに人聞の勤持による手

聞が極めて高償であります。それに更に不思議な

ととは建築のやり方が昔ーながらの方法と大差なく

とかしも進歩してゐないととです。

つま り機械化された大工業に似たものは全然あ

りません。家の建築を自動車製造に比べる時雨者

の遺ひは大慶たもので、す。自動車製造では分業ーが

極度に行はれて居りまナ。且つ流れ作業陀よって

野働者・はその仕事をナるに必要な時聞は何分何秒

ときま って居かます。家の二かはどうでせうか。主

日を選んで木遣の音頭も床しく鶴は千年と椋木の

一本を槌音高く打ち納める拘にむんびりとした風

景ではありませんか。勿論現在までに何らかの方

法で建築基誌を安くする事は色々と考へられたので

るりまナ。

建築材料の強明、工法の工夫、標準規格の設定

組立住宅等枚患にいとまない位であ ります。建築

貨の参考として三つの貸家の例をかかげましたが

木材費の昂騰は年と共陀高くなってゐます。 〈別表

建築費三例参照)

家 賃

衣食に開する支出と異って家賃は鹿縮するとと

の出来ない定時支出であります。特κ 捧務者ーの家

計上では非常にE 額の支出で殆んど紬費のろえより

%に及んで、ゐ ます。

住宅難はいつの時代にもあったものとみえてロ

ーマ帝図の昔にも との報告がありまナ。

「金持はドームス( 家) と稽して自分の家- を持
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ってゐたけれども火多数の人民は貸家に住んでゐ

た。之左通栴インスラ( 島) と呼んでゐた。との，

貸家は甚 だ家賃が高く建築は組末で且つ不愉 快4極

まるもので あった。 然 し遁常主主交通 機関がなかっ

たので住民は市の中央に塊 まって居なくてはなら

なかった。家賃が頗る高いのでとの鈷から言つで

もロ ーマは帝政下 に於て深甚なる王子読を憾験した

轄である。 而 もとの恐慌たるや、続々の緩和策帝

国の保護にも拘ら歩酷く成る計りで 4 世紀の終り

に至った。 」

「ローマ市の人 口過剰は質K 甚だしく家賃は斯

くも騰質したので 帝圏政府は幾度も投度も之に干

渉して家賃を制限 し君主ければなら主主かった。途に

は勅令 に依って年2000セステル以下の家の家賃は

1 年支携を猫致せしむ るに至った。 J 2000年後の

今日その耐ひと救桝法は殆んど捷ってゐないので

あります。

住宅難は費K 慢性の枇舎疾患の一つでありまし

て、作] れの閣に於ても属政者の頭をなやます問題

でるり ますのとれ全く帯妥陀聖まする全1; 宅の不足に

依るもので、生ii 宅以外の慾撃に於てはとの不均衡

は一時的で、ありまして 、需要供給の自然の働きで

不調和が消失するのを恒として4なります。 tJi 宅に

限 り 何 故 に と の 調 節 が 閲 滑 た ゆかないのでせう

かの家屋の生産が敷地の制限と建築費の暴騰によ

り同時に阻害されてゐる か らであ P ます。とれが

解決法の一つは需要供給の法則が作用ナる程度に

迄都市の人口を疎散するととも一法でありまナ。

叉時計や自動車を作る場合の様に一定の標準によ

る規格生援の新工法の研究も考へられまナ。最後

十ζ 強織の殻動陀よる 抑制の方治、家賃の統制があ

りまナ。

/ 昭和15年10月19日¥

即ち地代家賃統告IJ 令に依って l勅 令 第 6 7  8 蚊 j

従来の家賃を住宅の挽底につれ勝手に値上する事・

が許されませんし、新築の際は遁正家質P 規 準 が

示されてるります。誼正家賃は昭和15年12月 6 日

附大阪府告示第2029読に示されてあります。

大阪府では次の通りぞ、以下貫例により計算をあ

げま す。

大阪府告示第二千二十九競

昭和十五年. 十月厚生省令第四十七蹴地代家賃統
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制令施行規則第ー1-- イ長ニ基キ同規則第四僚及第

七{ 隊第一項ノ率ア下記 ノ遁定ム

昭和十五年十二月六日

大 阪府知 事 宇 井 清

1 定メ Y トスル略

ィ、地 代 (年分) 百分ノ 4.2

ロ、家 賃 ( 月分) 下表ノ遜

幸寄 遜 建 物

/ -ー一

虫韓骨餓筋コン

木銭造( 木骨造 tJ Y - 卜造、

構 造 別ー 繍モ ルタル 煉瓦後、石 造 鍛 筋 コY グ M

:塗某記量塗ノ他ノ木 コY グ Pート ート 遁及鍛骨

骨 家ヲ合 鋭土蔵造 遺 品 鎖 骨 砧

ム) 1ft.. 骨煉瓦遁

7 合ム〕

主鐙建築費、 1.14  Q.95 0.83 

2附k属遺量生作f官費費 1，55 1. 32 1.27 

下宿屋共同住宅及ピピルヂ y グ

餓骨鍛筋コ y

木餓造( 木骨造 tJ Y - ト港、

締モ ルタ ル 煉 瓦 造、石造銭筋コ Y グ H

構 造 別 塗共誌を塗ノ他ノ木 コY グ P ート

骨 家ヲ合 主宣2え士重主主査

ム)

主健建築費 1.46 

2附k属t量霊堂作傍受費 2.14 

2 適用地域 大阪府一回i

3 前提{ 際件

1 地代

イ 支 梯 方 法 前 挽

ロ 敷金梅幸日金徴収セズ

ハ 借地期間 20年

1.09 

1.65 

二 地租及同附加税貸主ノ負披トス

2 家賃

{ ト遁及鍛骨

(餓骨造石遺

ＱｦｴＮＮｾ駿骨煉瓦這
7 合ム

0.96 

1'，35 

イ 亥 梯 方 法 後 拐、権利金ノ、徴牧セズ

ロ 般 会 家 賃 ノ 3 月分以内

ノ、 修繕費修繕費ノ、貸三主ノ負擦トス但シ普温

建物ニ在 H テノ、隊子援替、硝子依替

ノ愛ノ、借主ノ負播トス

ニ 室長屋税2土問附力日稔 貸主ノ 負鎗トス

ホ 建物 7 唐錦、工場等ノ用途ニ供スル震ノ特別施

設 ( 飾窓、機械鮫備、動力敵備毒事) ' " 華客スル費

用ノ、借主ノ 負熔 トス

普遁建物 = 在 F テ/ 、電気、瓦耳庁、水準ノ使用料

其ノ 他借家ノ使用 上必要十ル費用ハ線、テ之ヲ僚

主ノ 負強トス



建 築 費 3 例

年 皮 例 1  ( 昭和15年度 ) 例 2  (同 16年度) {9IJ  

大阪市四百五内菜アパート 兵 庫 懸 御 影 普 遜 貸 家 大 阪 市 西 区 内 高 級 貸 家

綴 喜事 木造卒ｾ 13坪

木 造 2 階 126. 95 255. 3 木造 Ｒ 階 ｾＺＸＷ ￬Ｒｾ＠ 74 

重立地 218坪 取地 27主ji
地事宮地階 13. 6坪

費 目 建 築 省 建 築 f言 建 築 官吉

1 俵 段 工 事 925. 86 3. 55 40 .00 3. 08 528. 00 23. 22 

2 基 礎 工 事 2，223 .75 8.61 124. 00 日.53 1，735. 00 76. 30 

3 納 部 材 料 。 7，143. OO 27. 70  465. 00 35. 76 1，356. 00 55. 20  

4 話 量 作 材 料 7，046. 11 27. 30 350 .00 26. 92 2，029. 00 89. 2白

5 屋 根 工 事 1，970. 00 7. 65 195. 00 15. 00 427. 00 18 .78  

6 左 官 工 事 4，561. 95 17. 65 230. 00 17. 69  701 .50 30.84 

7 左 官 下 地 1，283. 95 4. 99 閃 .00 3. 84 170.閃 1. 49  

8  ｾ苦 エ 4唇 569. 00 2.20 70. 00 5. 38  126. 00 5. 54 

9 建 具 工 事 本 3，035. 00 12. 10 235. 00 18. 07 1，220. 00 53. 65 

10 裕 子 工 事

*  

540. 00 2. 08 30. 00 2. 30 660. 00 29. 02 

11 金 物 工 事 1. 444. 82 5.62 62. 00 4 .76  143. 00 6. 29 

12 !il イ ル 工 事 948. 00 3. 65 180.00  7.92  

13 石 材 工 事 242. 00 0. 94 210. 00 日.24

14 塗 師 工 事 1，534. 00 5. 95 28. 00 2. 15 80.00 3. 51 

15 大 工 手 間 4，824. 00 18.80  360. 00 27. 69 1，630. 00 71. 68 

16 手 体 手 間 1，1 79. 00 4. 56 110. 00 8. 46  528. 00 23.22 

17 殺 ヱ 耳答 本 1，444. 67 5.62 60. 00 4. 61 859. 00 37. 78 

18 緒 経 聖堂
1， 868. 48 7. 28 45. 00  3. 46 280. 00 12. 31 

19 電 気 工 事
ヰ〈 1，486 .00  5. 70 96. 00 9.38  436. 00 19.17  

20 給 水 衛 生 ヰ〈 4. 220. 00 16.40 130. 00 10. 00 772. 00 33. 75 

21 門 塀 工 事 本 120. 00 9.22 880.00 38. 70 

ぷロ斗 計 48，489. 59 I  188. 35  215. 30  1刊 1. 00 I  652. 92 

主 健 工 事 費 37. 763. 92 2，129.00 10，124. 00 

附腐鮫傍受及主主作費 10，725. 67 671. 00 4，827. 00 

( 註)

附属設備要望及遺作費は要望自のうち本t : pのものを加算しましたが、概略金鍾の 8剰が主Ol 工事に、

2 剣が附廊鮫備費1主主豊作費となる見首です。
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鞍 時 の 住 宅

回k 数む数租モハムメツドはそむ部下に数へて

「我同胞陀して戦に臨ます京 して其竃を掘るものは

耐え主る哉。 E聞は果して死を避け得ると信ヂるや。

何ぞ生死の宿命巴に定まれるを思ぎる 」

長pち園民皆兵先づ第一棋に立たしめ功を樹て蹄

謹の勇士K 先づ住居の構へを許したのであります

アラピヤ人は営時是の虫11 き精榊κ 鼓舞せられ中佐

世界史の一大勢力と左足り嘗代世界の大正ｾを征服し

ました事は拘に故主主きにるら十と思ひます。勿論

戦宇ーの目的と方法を具にナる今日 I' L 於ては、銃後

も職場でありまして 、生産力増強のために産業戦

士に快適の住居を提供するととは 、極めて緊要の

事・ と思ひます。まして労務者のうちには閣2誌の意

志 K 依って経替rcl 1 l 1 せ参じた徴用者のあるととを

忘れては君主りません。

戦ひに勝つためには衣食住む慾墜を最少限度に

縮少して、園家の企固に従ひその理想の先途陀カ

を掲ナととが必要で、あります。言ぴ換へまナと 、

物質的な賢海を精神的左足それにおき換へる事であ

ります。

従って家賃の如き未前 K 公定し之を統制するに

非んば蓋し法外の昂騰を来し建築費は主是々るがっ

てE互に新築に止ら歩ボロボロの古家迄値上りを生

じ住宅難をまずまず深刻陀ナるのでるります。是

需要が供給よ D大主主る時11 : 市場を支配するものは

長高債格つまり最高生産まをなりと者ふ簡鼠えま規則

に従ふからでるります。

も一つ住宅抑底の原因は 、入手の不足 I' L 建築資

材む入手困難の外陀捧務者の地域的集中がありま

すとれが封策として供給を動か して家を 多 く建て

るととが大費結構では②りまナが、土地に制限喜子

受士通勤の時聞に制限を受けますから、大多般の

満足を得られません。通勤地を考 l乞入れた住宅の

交換もありまナが、個 々の僚件が相違してゐます

から 、一定iヰ工事支の居住機の如きものた定めてから

1 2 0  

で主主いと交換が園滑にゆかぬ様陀思ひます。最も

即効のあるむは、休閑住宅を努務者に提供し遊休

家屋を活用し更に経営不振のアパ ートむ額 を外主主

らぬ第務者のために動員するととは、銃後衣食住

共同戟綜の秋まさに率先病行さるべき事ではない

でせうか。

最近大阪府が全園に魁けて遊休家屋C 活用を提

唱されたととる、各方面の反響を叫び¥休閑住宅

は どしｾし 苦手務者に提供し、産業戟士の憩ひの家

に しようと 云ふ絡しい機運が大医及近 郊にわきあ

がってまたととは、努務者住宅の解決法として拘

に即教的であります。

中でも豪華主主のは、大阪府北河内部大和岡村に

ある大邸宅で、政地 1200.坪、建坪 80坪で、 10昼

から B 盤まで間敷14昼敷77昼と云ふ立i辰吉E もの、

邸内には土離 2 椋や門長屋、その他E付属建物がb

る。女子努務者の修養道場と して 更生すぺく交渉

が進んでゐる。

叉他の例として、阪紳沿根本山村住吉川畔、 ;怯

箱の中に邸宅としての豪華を誇った元久原邸があ

げられる。宅地面積質1'L 25，000.坪、建物延1，300絵

坪が川崎第一本山寮として産業戦士の寮陀輔身し

たととは 、けだし全閣随ーのものでありませう。

幾多の花やかえE歴史をもっとの大邸宅の建物の

一部は大食堂や娯楽室に改造されたが、露顕治泌

州にあった建物をもってきてそのま L に建築、か

つては露園皇帝が泊られたとも傍へられるロシア

館をはじめ、大部分はそのま L で使はれてゐる。

事務室、娯楽室、食堂たどを除いて現に戦士たち

の居室陀あてられてゐるものは47室あり 、いづれ

も用材、構造ともに善美をつくしたもので、寮と

しては全圏一大規模のものでありませう。徒らに

世陀握れるとと 8 年、今や時代の脚光た浴びて新

らしく示現した姿は 拘 lて感慨深いもむがありま

ナ.



家賃( 月分) = ( 措建築費 xliS)+開 設 備 知 的
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即ち洋間も業割合に換算しますと金昼量生が 208

墨ありますからー帖首ゆが 4，684聞となります。

とれにより各室の規準を示 しますと
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例 2

_ : ! 且ー

( 委 聞 )

御影町に在る最少 4 室の猫立貸家の例でるーりま

ナが、趨E 家賃の衆喜容は御影では大阪と同じにな

ってゐまナ。

家賃(月 分) =( 主鐙工事費× 切手) →附鰍側及逢作

ゃ! め( 土地資本× 鵠 x -t2- }I -(火災保険料)

=( 2129x 協) +( 671 x  ｜ｾＰＵＩ ＫＨＲＷｸ＠ IOOx ｩ￥ｾ＠ x  

合併 ( 6. 16 x

す
)=44. 63 
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必と

勿論とれは室D 位置、

日営りとか、内部の床の

問、家具等の設備の如何

によっても適営に削減さ

れるべきものでありま す

が. 家賃綿額は、かわり

ません。
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中 川OOX463寸) 巾o寸 ) =212. 01

とれは市内新しき町の粒歌さんざめく狭斜の巷

に猫額の敷地を得て貸家を建てた例であります。

建築費も内部監寄屋風の篤相首に嵩んでゐまナ。

家賃の構成が建築費と土地資本に大部分依存し

てゐますから 、本例の如く場所柄、土地の高い所

で建築資を相営かけた場合には所謂貸家の家賃と

しては、法外主主値段が出ますが、とれは上式の外

に再に建物の利用慣値と周園環境への風致上の影

響を考慮 frC入れて規正されるととが必要と思ひま

す。 ( 17. 11.  16)  

L畿者 lま内外木材工藤株式合耐ニ工作品官長)

〈卒 商 関)
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ヱ場建設計霊と防空の諸問題

序

大東亙戟守途行上一l乞もこにも生産力の描充が

要求されてゐるが、との要求に答へて、工場の新

設又は抜張は既陀遣しい勢で各地陀展開されてゐ

る。

然しその建設を防空上よ P観察すれば齢からぎ

る不安を感歩るのでまうる。

との工場建設計霊は経営上、管理上主り鴛され

るは営然であるが之と共陀園土計霊的に、都市計

霊的に、建築計霊的に、更に又防空的に講されね

ばならぬととは、工場建設者の既従知悉してゐる

事柄であらう。然るに質現されつ与ある工場は絵

b計霊性なし調はぽ一時間に合せ主義のものが

相官あるゃに窺はれる。

それは建設資材が極度に不足して居る現在に於

て、急: 激: に膨張した生産擁充の要求に答へるため

の拙速封策であらうが。然し鞍挙が短期間に能了

するといふ見通しに於ては止むを得ないとするも

既に長期戟的様相を瞭然と示し始めた今日では、

長期間陀E T職時下に於ける生産力の確保を回途

として、工場建設計壷を行は，p . ば主主らぬととは蜜

言を要すまい。

既に敵閣は虎置見耽々として、我が生産機関の破

壊を狙ってゐる。 4 月 18 日のきさ襲は、被害とそ

問題ではたかったが、敵国の企圃の現れとして、

とのととを貰詮したものであって、長期鞍の段階

ii [ 入ればかうした生産機関への空襲は鐙 k 執拶J に

繰返へされるでb らうととは既に今日の常識であ

る。

従って工場は防空態勢を十分整へて、生産に蓮

進せねば主主らすヘ特に新に建設されるものは. 計

霊の

舎しても、いさ L かも生産カの低下を招くととむ

t怠主いやう弘、十分1な= る計霊を立てねばt友主らえ怠主い。
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新 海 悟 震B

従来工場の防空封策は兎角生産能率の低下を来

すの誹を受けて来? と。それは首初の計霊に防空を

織 b込ますヘ完成 した後、始めて防空施設を施す

から、工場生産上からは全然富余分なものであるば

か bで友く、却って生産に悪影響を奥へるととム

友ったのである。

然し工場建設計葺に防空を織 P込んで、か L り工

場施設に防空を融け込ますならば、生産能奉に悪

影響を及ぼすととは主主いであらう。主 しんぼ之れ

が? とめ固定奇本の増大を招き、作業能率K 幾分の

低下を来すとしても、車t宰終了迄の長期間を封象

とし、 その間少くとも 1 田空襲を受けるものとの

計算で算盤を弾くたらば十二分に採算が取れると

とは誰しも否定の出来ぬ事貰である。

との分 b 切った事: 質が顧られす= 陀、奮態依然と

して、古い型の工場建設が行はれてゐるととは拘

に寒心に耐え友い。

工場建設計華上の防空的要件

担て然らぽ、工場建設計霊は、防空上如何なる

ととが要求されるであらうか。

先づ第ーの要件は、空襲を受ける慎りある地域

を避けて、立地するととである。

空襲は爆撃助、泉大友る地直を選んで行はれるで

まうらうととは十分議想される。それは政治中枢機

関、軍事施設、生産機関、生産源施設、交通の要

街、通信中桓機関等 k の所在する地直であり 、之

等が集在する地直程、空襲効率大なる地直と言へ

るのであって 、 とう した地直は大東亙鞍与の経過

中、何れの日にか空襲を受ける運命にあると畳情

せねばならすヘ従って新設工場は、 Ｑｾ 令経営上峰

賠があっても、; 2 ! 盟効率低き地匿に立地せねばな

らねととは申す迄もえにいととである。既に i政府は

肪昼法を改正し、防空重要 地域に於て工場規制を



行ひ、との施策を途行しつ A あるととは周知の通

りで重うる。

第二の要件は、工場規模の遁E なるととである。

ー工場が何十蔦坪、何百蔦坪を占め、その生産

高が全園む同一業種工業の生産高の何十パーセン

トに該営するといふゃう汝過大なもりは、それ自

腫が十分空襲効率大怒る地直を構成するため、偲

令既成の危険地域より逃避しても、空襲を逃避す

るととが出来放く主主るととは自明である。

従って工場の建設に営つては防昼、野務管理、

経俸の三方面より見たる遁E 主主規模に止めるとと

が肝要で、ある。

第三は、上空よりの認知を困難ならしめ得るや

う、敷地の所在、輪廓、建築物の配置、形態、色

彩等に偶装的考躍を悌ぷととである。

之は甚だしく消極的な方策であるが、との手段

によ P空襲を避け得た事: I ( を数多く知る今日、最

早軽視すべき性質のものではない。

第四は、一部の破壊に依る影響が金工場に波及

せね様、作業工程及運持、並に動力の施設を考慮

し、工場機能の強化を園るととである。

心臓の停止、動脈の破損に主り全機能の停止す

るととのない様、所調不死身の態勢を整へ置くと

との必要であるととは申す迄も主主いσ

第五は、不幸爆墜を受けた場合、之に依る被害

を軽減或は局限するため、建物その他施設の分散

疎開の配置を採れその構造の強化を困るととで

ある。

最後の要件として、第六は、職時生産力の完全

なる維持を目塗とし、工場自髄に於て遺憾なく、

防護の目的を達成し得る計霊の下に、防空施設を

整備するとと? 言うる。

以上六つの防空上の要件に就き、些か所見を述

べるとと L する。

工場立地上の問題

防空上より見た我が図工業の最大{ 快結は、その

崎形的配備に dうる。

それは重要工場の大都市へむ偏在である。盟I l ち

戟争目的達成上中桓となるべき金属、機械器具、

化率工業がその大卒の工場を大都市に集在せしめ

てゐる。

との政治、経済、文化の中枢機関と重要生産機

関とが雑居してゐるといよ、事貨は、不幸との地直

に空襲による破壊を被れば、戟宇途行上の機能が

完全陀喪失されるととを意味するものである。

その代表的なものが京潰、肢神、中京、北九州

等の工業地帯字を中心とする地域であって、とれ等

の地域に重要工場の集在する傾向は最近加速度的

に額著となり、とむ偉では防空は益々困難と主主る

のみ主主らす~生産擁充にも非能率的結果を招くと

と主主主るのである。

かくの如く危険極 b なき我が工業白地理的配備

を是E し主主い限れ我閣の工場防空は永遠にその

目的を達成し得主主いと断定しても決して過言では

友いであらう。

即ち工場防空の根幹をたすものは工場の地方的

分散配備であると言へる。

との工場のE しい立地花開ずる問題は圏家経済

上は勿論、防空上より最重要なる課題である。

従来工業立地は自由主義経済に立脚し 、個別資

本の l欧主主性を主たる封象として行はれたのでdうる

が、今日ではかうした考へ方は到底許されすヘ大

東軍戦争完途を目詮とし、園としての工業の生産

性を高める様、その立地は綜合的組織的に考へる

ととが要誇されてゐるのである。

即ち、工場は生産陀必要主主る自然的、安遁的{ 康

件を満し、物的人的生産要素を獲得し、生産能率

を十分に蛮揮し得る土地陀立地ずべきであるとと

は勿論、之に加へて軍事的且つ防空的陀十分なる

地方的分散をして立地すべきである。

然し之陀主 b個別委本的には工業資本の利潤が

直接には低下する場合もあるであらうが、油E な

る工業配備を行へば、圏全盟と しての工業生産量

は増大し得るものと考へられるから、之に依って

生ヂる個別資本の利潤の低下は保償 し得るやう友

商家経済機障が要請されやう。

との遁i E t J : る工業の地方分散配備は綜合的見地

陀基いた計霊の下に行はれなければ闘滑に運び得

君主い。即ち交通、通信、動力 、原料、努働力 、食

糧、数育文化、厚生衛生等が高度の綜合計霊の下

にそむ集中と分散とに闘 し遁E 君主る按配を見なけ

ればなら泣いのである。

との工業の地方分散に闘しては本年 6 月 2 日の
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閣議に於て工業規制地域及び工業建設地域に関す

る暫定措置を決定し、之により内地に於て工業及

び人口の過度に集中してゐる地域に於ける工場の

新設、披張を規制してゐるととは周知の通 bでb

る。

.li! pち、その地域は東京、横演を中心とする地

方、名古屋地方、大阪、紳戸、京都を中心とする

地方. 下閥、北九州 5 市を中心とする地方の四大

工業地域で ､ うって、との地域内 Ｑ ＧｌＺｾつては、一部

の例外的場合を除いては. 工場。新設は禁止さ

れ、その牟面念速に生産力抜充を必要とする業種

については業種別陀工業建設依補地を定めて立地

依件の整備を圃らうといふのでるる。

然しとの措置は園土計霊法或は地方計霊法の制

定を倹ち、綜合的計霊の下に行はれなければ、そ

の貰施に岡滑を紙く倶の言うるととは自明でるる

が、目下の庭、防空法、臨時資金調整法農地等管

理令等陀依って工場規制は行はれてゐる。

それ故工場が他に先んじて地方的分散立地を行

ふととに友るので、種々なる困難に遭遇する機舎

が多いが、鞍守途行上工業生産力を確保するため

には是が非でも露し途げねばならぬ課題である。

工場分散の賀施は圏としての工業生産の安泰を

期し得るのみでなく、一合祉としても職時下経営

に安全感を期待し得る 。それは仮令一地匿に空襲

被害を受けても、他の地匿の工場で合祉としての

所要生産を賄ひ得るでるらうから。

叉IJ 、資本でか与る分散を矯し得るだけの工場離

を持ち得ぬものでは、成るべく企業合同を行ふと

とに主担、 ，安全地匿に自うる工場に今後の擁張を委

ね、危険地直陀ある工場の縮少又は移時も園 b得

ゃう。

遁正なる工場規模

工場の規模は主として経営上の理由によ b過大

とたる傾向陀ある。

.li! pち、近代工業は大量生産を特徴とする上t亡、

市も最近の傾向として、皐摘に一種類の工場を建

設する単調立地ではなし関聯する数種類の工場

を集めて建設する集国立地がよ P効率的でるると

される故、 主妥J をその規模は彪大なものとえ主れそ

の敷地だけ陀就いて見ても何高坪否何十寓坪陀も
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及ぶのが普通でるって、甚だしいもりに友れば、

1まに 100高坪を遣に超過して居るものすら相営K

Sうる。

叉現下の念激放る事業擁張l乞際しでも、敷地内

空地、或は強め用意した隣接敷地へ擁張するのが

普通で、るって、 BUの土地へ工場建設を行ふとと

は、敷地内陀建物増築の告余地主主〈、且つ隣接敷地

を獲得し得ない特別の場合に過ぎない。それは既

設工場の物及人の容易友る融通によ b 、生産機能

を急: 速に蛮揮し得るための結果でるる。

震に過大主主る工場はいやが上陀も過大とえ主るの

であって、とむ傾向は園の主主生産の何十パーセン

トかをーヶ所の工場陀柔す工業をずら生せ' しめる

結果を招くに至ってゐる。

かうした過大工場は主として金属、機織. 化率

工業等の軍需品を直接生産する最重要工場陀多く

例を見るが、之等に一度空襲を想像した際、そと

に営然生歩ぺき園の生産力に及ぼす彫響の富余りに

も大主主るを否定する理には行かえ主い。

誌に工場建設に常 h遁i E 1 3 : る規模に止めるとと

が防空上重要怠る問題と主主る。

工場の遁E 規模は製露工場では月産向臨む規

模、飛行機工場では何華む規模といよ、風に、各業

種別に定むるべきもので、一律K 敷地面積、建築

面積L 原動機馬力数のみによって、制眼すべきも

のでないととは明で、あって、之を決定すべき第一

要件は図土計霊的に考へ、或る業種の工業陀就い

てはーケ所陀圏の金生産の{ A j パーセント遣を委し

得るか陀依るものでるるととは申す迄も主主い。然

し工業の種類陀依つては、その許容生産高の規慢

でも、角防昼上は固よ b工場管理上も不合理な場

合があるりでるって、経皆上、管理上よ b見て許

され得る最小限規模を検討し、遁E なる規模を得

るやう努むべきでるる。

それには既存工場の生産髄系をよく検討して見

るととである。即ち既存工場の生産工程が如何に

分離されるかを吟味し、それ陀主りー臆生産工程

の整理を行って見、その結果工場生産側からむみ

見て成立し得る最小単位を決定する。それを経皆

上から検討して何単位集めるならば経営可能であ

るか. その最小限規摸を考へ、又同時に努務管理

上からは何の程度む規模が合理的で、Sうるかを検討



し、 更に之lに防空上の検討を加へて遁E 規模を見

出・さねば友らない。

然 し業積陀よっては大規模訟ものが要求される

場合もるるであらうが、その場合陀は経営上はー

工場であっても 、作業工程別陀十分離隔して建設

する等の方策を詩じ 、防昼的強化を闘らねばなら

ない。かムる場合現在の事務管理を以ってしては

齢からす京支障を来す慎は十分認められるが、防空

上工場形態に大慶革を要請される以上、工場の人

的機構に改蜜を生ヂるととも亦止むを得君主いであ

らう。

偶 装 的 考 慮

従来重要工場は主として港湾E地医、河 川 の 流

域、担立地といった最も着目され易い場所に所在

し、 市も規技は大きく 、建物の配列は整然として

居れ向且つ白色のスレートで仕上げられてゐる

と言ったのが常であるから 、10粁はおろか20粁否

30粁以上の濯方からでも裕に裂見されるもの治対日

首にあり明瞭放る爆政目標となる。

かう した既設工場の殻見を閤維にする方法、即

ち僑援は過大工場K 就いても一服の効果は期待し

得るが、所詮姑息主主恨は克れたい。

然 し新設に際 して、政地の選定、建物の配列、

土地の利用等設計の営初より隠接的考慮を挑五、友

らば、建物の迷彩、植樹等の手段によれ慌装む

効果は十二分に期待するととが出来る。

即ち工場建設計霊上儒接的考慮を抑i 、必要v a，

る事柄は 、先づ第ーに上空より着目され易い場所

iて敷地を選定 し友いととである。既越の如く 、港

鴻地直、河川の流域、埋立地等) ] ( と接する場所、

特に7]( と界ナる線の人工的な運河市、担立地等が

最も着目され易い場所であるととは一度上2さより

観察した経験むある者の等しく印象づけられる黙

である。

然し重工業の工場にあっては 、原料、製品む運

職上、海、川、運河等と絶縁するととの不可能主主

もの. l . ｾうるととは申す迄もないが 、 かムる場合は

海岸線、川市の特異な場所を避けるとか. 埋立地

む形態を考慮するとかして、備接的考慮を折1ふ

ならば、着目性は著 し く低下 し得るものと思はれ

る。

第二は地形を十分利用 すべき事である。

従来の工場建設を見るに一般に地形の利用、を全

然考慮 してゐ注いといふ誹は克れた い。gjJ ち従来

は工場敷地の; 境界紛《を縄張り し、 その内にある土

地の起伏を均ら し、樹木はきれいに伐採 し、池沼

は埋立し、殺の自然の地形内陀四角に均らした赤

土の敷地を設け、然る後に工場建物吉と い とも整然

と建て並べるのが常でdうる。かくナるととはあた

かも敵機に所在を明示するやうなものである。

土地の起伏を均ら し、 樹木を伐採したくとも工

場建物は建ち 、工場生産は可能 放のであるから 、

建物、道路の部分丈け樹木を伐採 し、 土地を均ら

して行くならば、自然の地形の中に工場建物が融

合し、工場の所在を不明瞭とえ主し得るのである。

工場が建設されてから植樹 しでも 、短期間K は成

長せ歩、植樹偶援の効果は期待出来危いから 、出

来得る限払既存の樹木をその佳麗し、 之により

工場施設を隈匿するやうにしたいものである。

叉致地の1I命廓をはっきりさせないととが肝要で

ある。都合地であれは. 敷地の輪廓は自ら規則形と

なるが、閏園地、樹林地に設ける時は周囲の形と

融合するやうに考慮ナべきである。 即 ち附近の畑

のE 割に習って数地の外剤を定め、道路は敷地の

内外連絡するやうに し、 樹木は出来るだけ利用 し

て周囲との融合を計る等である。

第三に考慮すべき黙は配置であって 、規則E し

き配列を避けるととである。

同一設計固によるかの如を類似の建物を整然と

並べるのが従来の工場配置であるが、生産能率の

増進は機能的に無駄のお: い作業配列を得るとと陀

あり 、その規則E しき外観によるものでは決 して

友い。

叉規模の大きな工場で、は数種のノj 、工: 場の集と し

て誤認されるやうな建物配置も考慮ナべきであ

る。作業上或る 一定方向に採光面を設けねば友ら

ぬものもあらうが、建物の椋の方向を何等問題と

しない作業場も相営星うるのに拘はらす言、 徒に道路

陀平行し整然と建物を建てたがる。之は防空上主

り見れば拘に晶、か しい方策である。 北向を必要と

ナる作業場のみ東西 t仁枝を通し、他の作業場は之

と異る方向K 杭を 向けるならば、慌装は甚しく容

易と主主る。作業働線の短縮を 闘るや う作業建物間
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の出入口の関係を考慮すれば作業龍王容に左程影響

を興へるものでもなく、又建物内に引込線等のあ

る場合であるならば、主道路l亡糠の方向が斜に交

はるととたよ b直角に交はる際l亡比し職、迭関係が

却って能率的とたる場合もあるととに留意すべき

である。

工場機能の強化

既存工場を少しく機能的に診断するたらば. ー

ヶ所の破壊によ b 金工場の作業が停止する慎の喜う

る個所の相営あるのに衆がつくでるらう。

作業系統主 b観れば、例へば流れ作業の工場等

で全般的にはその製造工程線が量生系統に分れて並

行的陀配置されてゐても、或る特定C 作業場では

之が一つに集ってゐるといふ場合をよく見かける

が、その場所が防空的に見て弱黙と主主るととは申

す迄も友い。

かうした作業個所，を有する工場では、何故に作

業工程綿を ーケ所に集中せねば友らぬかを再検討

するの要がある。それは恐らし機械設備が特種

なもので徐分には入手困難で、言うるとか、或る特定

の技術者、熟練工の手を経怠ければならぬ作業で

るるとか、又は離系統に分離するととによ b施

設、野動力が増大して経管上不利であるとか、種

k なる理由があるではあらうが、若し作業上分離

し得るものは分離し、原料上 b製品に到る迄、多

班式製浩工程を得られる友らば、機能的陀著しく

強化し得る。との鮪に留意して、建設計霊を立て

るべきでるって、現存工場の型式をその健踏襲す

べきではなからう。

ヨたに動力供給施設を観ても同様であっτ 、既存

工場の大半は一個所の受電室、- 汽纏室等陀依存し

て居れ市もその建物の構造は木造か銭骨・スレー

ト張の様友爆弾に劃しては全然無防禦な構造であ

れその動力の供給も一系路K 依存してゐる。震

に工場が一度爆撃される主主らば、動力供給施設の

何れかの部分が破壊され、それによ b工場の全機

能が直に完全に停止されるととは明瞭でるる。

従って今後の工場建設陀営つては、との弱鈷を

除去するため、古美電室、受電室、費電室、円纏室

ポンプ室その他工場の要部は主主ヶ所に分散して配

置し、その金供給能力に告余裕を持たしめると共
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花、供給系路を網目式κ連絡を保たしめて、一施

設の破壊に依る影響を重要作業場陀波及させねや

うにすべきでるれその施設の受持つ供給能力及

び復奮の難易等による重要度に臆じ、その防護の

程度に高低をつけ、それに要する資材む節約に留

意すべきであらう。

かうした工場の要部に封し、防空建築規則は耐

弾構造とえにすととを要求してゐるが、その耐弾構

造の程度も施設の重要度に躍じて定むべきでる

る。

次陀叉工場敷地内の職活施設に就て観るに 、そ

の輸送系路が相官繁雑したものがあれ夜間作業

万は明るい j照明の下に於て始めて作業む困滑を期

待し得るものが多い。かうした快1告は童生次に豆り

按張を行った工場 l乞多く例を見る。而る陀鞍時下

の今日では 、夜間燈火管制の暗い照明の下に作業

を行ばねば主主ら主主い機舎が多いりで、職活施設が

繁雑であっては燈火管制により著しく作業能率は

低下せしめられるのも営然でるる。従って建設計

霊に営つては軌道、 im路等の敷設を簡明に行ふべ

きである。

疎 開 国 置

数地内陀於ける建物配置を考へる場合、第一に

考へねばならぬととは疎開である。建物その他施

設を疎開するととは避爆上からも防火上からも必

要注僚件でるって、 防空の原則である。

疎開するととは直に平時作業能率を著しく低下

するかの如く考へる向 もるるが、それは飴 b計霊

性なく時の要求陀臆じ、その都度搬張された現存・

工場を劉象とし考へるたらぼ. 生産瞳系が不整頓

のため 、作業の能率が低下するのであって、作業

工程が整理されるたらば、工程単位毎に離隔して

も、一つの一貫せる作業C 工程に於て無駄なき動

る娼E置を得るととによれ 左程作業能率に影響を

受けるととはない筈である。叉主 しんぼ疎開する

ととによって平時作業能率の幾分低下する場合が

あっても、軍需品工場の如き重要工場の主たる役

目が肢i痔にあるととを思ふたらば、職時作業能率

を十分に登輝し得るやう施設む配備を行はねばな

らねりも亦営然であらう。

との意味から、工場建物は作業工程鼠位毎に相



首離隔して配置し、その. 皐位内ρ建 物κ るっても

劃向する建物の軒高の合計以上の間隔をとって疎

開せしめると共に、隣地への影響を考へ隣地境界

鵠よ b防火上有妨左距離をとるととが必要とた

る。

その結果全腫として敷地内の空地割合は勿論工

場の規模業種により一様で、はないがごかくとも敷地

面積の 7 割以上が必要で、あらう。

叉動力源開係施設、危険物貯戴施設の他の作業

場主 b隔離するととむ必要でるるととは多言を要

し友い。従来汽健室等の動力源関係り施設が動力

供給過程に於ける損耗を考慮し、工場建物配置の

中央陀位置するもの L 多きを見るが、かうした

所調工場自組む心臓部とも調ふべき汽櫨室、護賓

電室等D 施設は成るべく他の工場建物とは隔離し

同時に災害を被るととのたいやう童生ケ所に分散し

て配置し、叉危険物貯離施設の如く、その破壊に

依り 庚範主主る周囲に危害を波及する慎のあるもの

は、一般建物よ P十分隅離する等の注意が挽はる

可きである。との危険物施設の配置に就ては防空

法第 5 僚の 4 並に防空施行規則第 1 僚により統制

されてゐるととは周知の湿りである。

ヨたに工員住居と工場との関係位置に付いてもー

臆防空的に考慮すべきである。一旦空襲されるな

らば交通機関の破壊等に依り営然交通障碍を象る

ものと考へねばたらたいので、かムる場合は徒歩

で工場へ遁勤出来るやう成るべく工!場に近く位置

するととが望ましいのでるるが、工場が爆聖書され

る場合を考へるたらば工場に近接して設けるとと

は、その家族迄も運命を共にするととにゑる。と

の徒歩遁勤の可能と爆撃危険の回避との雨者の要

求を満す主主らば約 1 粁程度距るととが遁営と考へ

られる。その配置もーヶ所に集圏せ歩、地形を十分

に利用して、不規則元主外観を呈するやう配到すべ

きととの必要であるととは申す迄もたい。

作業場建物の防空

1 . 建物の規模

作業場建物の防空土先づ第ーに考へるべき事は

その規模をどの程度にするかといh ふ と と で あ ら

う。

規模大友る作業場は被弾危険喜容は大きしー護

の命中碍により作業場全面陀危害を受けるし、防

火上も不利で、aうれ叉有効主主る偶援の賀施も仲々

至難で、あるとと等の防空上の不利た轄を Ｎｉｾ ひ合は

するならば、営然作業場建物は防空上努めてその

建築面積をIJ 、にすべきであると言ひ得る。

然るに現扶は之に反し、作業場建物の規模は過

大とたりつ L あ b 、との傾向は機械工場、特に航

空機の組立て工場等に頴著であってー建物で 1 寓

坪、 2 寓坪といふ忽大主主ものが建てられてゐる。

との種の建物は製品の質化に仲ふ融通性を必要と

するととは明であるが、その融通性は主として娃

聞により拘束されるととを思ふ時、との作業場建

物の規模に就いて再吟味が属されて然る可きであ

らう。

2. 平 面

千 百K 就いては先づ中庭を持った閉鎖型のもむ

を避けるととである。それは申す遣もなく爆破効

力の噌大、ガス逸散の遅延、消火の至難等の理由

によるものでるるから、閉鎖型の口の字型よりコ、

L I の字型の順に開放型が主い理であって、とり

ととは建物の配列に閲しても言へる事柄でるる。

叉貴重な機械設備を牧識する建物は防弾効力あ

る間仕切壁で細かく直割し、命中開を受けた際被

害が建物全般に波及するととを避けるべきでる

る。然し多くの場合間仕切は作業上禁物とさ料る

から、. < f - 時から恒久的なものを設備するととの不

可能念場合が多いが、職時に防護壁で臨時 l乞直到

し得るやう、機織配置の間隔を庚くし、遁路、出

入口の配置及び運搬設備を考慮して置くとか、叉

は同一建物内陀並行式作業を1 t . す場合は各作業系

統毎に防護壁で匡劃し得るやうその間隔を大きく

とっておく等の考慮が必要で、言うる。

3. 建 物 色 形 態

庚大主主連続屋根面を必要・とする場合には上空主

りー建物として認知し難いやう屋根形態陀密化を

奥へるとか、長大な建物は軒高、屋根高等に愛化

を興へ、或は頂屋、搭j伏物を附加して全長の分割

を園るとか、又は重喪主主施設で特異主主形態を有す

るものは屋外に露出するを避け周園の建物と類似

C 屋葦を設くる等の偶装的措置を必要とするでる

6 う。

4. 構
e浩
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建物の構造は原則として耐火構造とえにし、特に

重要主主ものは一歩進んで、命中弾に劃しでも或る程

度安全主主耐弾構造としたいものではるるが、それ

に要する費材の不足してゐる今日一般的には到底

堅めないととでるる。然し重要性の特に高い建物

には構造の強化を園ら友ければ、空襲を被った際

生産の維持は到底保詮 ι 得たい。

現在建設される建物の大字は木造でるるが、木

造陀は木造の防空があるのであって、木造だから

少しばかりの施設を施しでも仕方が主主いと放棄す

べきではたい。防空建築規則は本年改E され、木

造建物の防火構造も強化されてゐるから、規則の

遁用地以外 I' C 建設されるものも少くともとの防火

構造となし、ｾ襲火災の局隈を園ると共に、司三時

に於ける工場災害の頻裂する原因を除却して、貴

重友る生産資源、を擁護すべきで、あらう。

叉木造L 銭骨造等の耐弾効力主主き一般建物でも

外部に落下し? と爆弾の破片爆風に劃し、作業場内

の器織、工員を防護するだけの構造にはしたいも

のである。それには建物の腰壁を銭筋コンクｾ -

h 煉瓦等の材料を以て破片防止上有効たる厚に

造り上げ、その高を1 . 2 0 - 1. 5 0 m程床面より上

げて置けば、爆弾作裂による弾片破片の作業面に

及ぼす直接の危害は菟かれる。叉屋根に石綿スレ

ートを葺く場合は裏板を張れ之た防火塗料を塗

って置くとか、側壁はラスモノレグノレ塗にするとか

して置けば、在来のスレートー板張の時C 様にス

レート の砕片の落下によって作業面が被害を受け

る慎はなくなる。

窓に就いて言へば、従来工場建物は作業環境の

明朗化を闘る魚、必要以上に窓面積を大と篤した

傾向がるれその篤却って直射光陀悩まされてゐ

る工場さへるる。防塁上主 P之を観れば窓、を大と

するととは燈火管制上、叉防火上不利であるとと

は言ふ迄もないのであって、作業面の採光に必

要注最ーIJ 、限の面積に止める要るりと言へるのであ

る。東口、排気口を設け叉天窓、鋸屋根の傾斜窓

等は燈火管制、儒裳上に難色がるるから努めて避l

けるやうにし、叉最近問題に君主つてゐる敵潜水艦

に封する封策と して外海に直接面する建物の側面

には窓を設けないやうにする考慮も必要で、ある。

潜水艦に封ずる煙火管制は鞍挙中毎日稽観するも
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のであるから海側からの採光を度外観 し、 他の側

からの採光で満足の行くゃう設計さるべきでるら

う。

防 空 施 設

既存工場の防空施設を見るに、工場施設と全然

融合してゐ主主いものム多いの K 策が付く。それは

防空側からのみの必要僚件を満足させるととにの

み汲々として、工場生産側からの検討が不十分で、

あるからでるる。

従って防空施設を施せば施す程生産能率が低下

するや陀考へられ. 兎角聞に合はせ的なもの I' C股

して了ふ。

だが職率: は愈々長期鞍の相貌を現はして居り、

今後何回となく空襲を被るものと覚悟せねばなら

泣い。との場合、爆墜により破壊された工場の生

産能率が低下するととは止むを得ないとしても、

昼襲の危険信践に依ってすら生産能率に影響を受

けるゃうでは工場防空の主旨に反する。

防空設設は何底追も生産能率と結び合はせて計

壷すべきものでるるととを主張したい。それ十亡は

比庭では一般民家に行ほれてゐる防空の鵜呑みで

るってはならない。工場施設の一部に融け込んだ

施設で友ければ主主ら主主い。

建物自髄の防昼施設に就ては既に説明を怒った

から、此鹿では一般的問題陀就き意見を述べると

とムずる。

1 . 燈 火 管 制

股火管制は光の夜、匿でるるととは言ふ主主も主主い

が、との光の夜、置中にも工場作業は稽績を要求さ

れるのであって、 1栓光を秘匿しただけでは工場の

燈火管制成れりとは言へ友い。

作業し易いやう K 秘匿する黙に悩が誌うる。との

1簡の大たるものは火熱、ガス、煙、粉塵等の護生

甚しい作業場の股火管制である。製銭工場に於け

る高輝、子強、骸援措等の作業場、又は機披器具

工場に於ける鋳造. 鍛造等の作業場が最も著しき

ものでるって、唯光の秘匿上からむみ上家をかけ

て隠蔽したれ関口部を臆蔽した b したのみでは

決して目的は達成され主主い。かくするととにより

との種の作業場は著しく作業譲境が不良とたるむ

でるって、挨策が十分に行はれ得るやう、排策、



吸策の震の関口の位置、構造が考究されねばなら

ねととは申す迄も 君主いが、未だ作] れの工場も遁切

たる解決を得てゐ友いゃうでるる。叉憤瞳の橋造

が新しいものと古いものとでは強散する火熱の程

度陀著じい差異あるととよ b して憧睦の構造に十

分注意する必要がるれ叉かうした熱源の室内配

置に就ても温風の妨害と友らねゃう考慮せねばな

らない。

然しか L る作業場の股火管制施設の問題は抽象

的危言餅を以ってしては解決むつくもので主主く、

具艦的に各工場陀於て十分その特異性を考慮の上

研究賞施すべきである。

唯ー蕊K 附言したいととは建物全瞳の換須を考へ

るととは勿論必要で、言うるが、特に作業面の換東通

風に解決の行くゃう施設すべきととである。その

震に作業面のみの局部換気を行ふとか、 クレーン

マン室に特に冷房設置を施す等の工夫も必要と友

る。

一般作業場建物にあっても股火管制は窓の隠蔽

を主たる方法とするから、それには窓の面積のノj 、

主主るをよしとするととは既迷の通りであるが、そ

れ以外K 佳雨袖、梁下端等にはノj 、壁を附し暗幕陀

よる隠蔽を使怒らしめ、又高所の窓 十亡は隠蔽操作

陀使なる俊足場を設けて置く等の也意が必要で、あ

る。

又臆蔽材料に就ては従来主として可燃性の暗幕

が使用されて来たが、その燃え易いとと及耐久性

乏しいとと等より、作業場の種類によっては板戸

の類を佼用する方がよい場合もあるであらうし.

叉作業照度を重要関する精密務械の作業場では暗司

幕の裏に白布を合せるととによれ隠蔽によって

却って室内照度を高め得る場合もるるとと等を考

慮に入れ、作業能率の低下を来さ主主いやう設計を

工夫すべきである。

以上は作業場建物に就いての注意であるが工場

金放としては工場内の統一管制がなし得るやうに

配線を行ふととや、残置燈の主主を惜して照度を下

すとと等の問題がるる。

2. 消 防 施 設

火事は7. K の力に依って消し止められるのでるっ

て消防水利の充質を閏らねばならぬとと亦多言を

要しない。

即ち如何たる場所に出火するとも消火栓並陀貯

水槽等の水利により水管延長 100m以内を以って

消火し得るやう水利施設を整備する。

消火栓の給水能力を大友ら しめるため構内引込

管は成るべく二本以上の幹紘 よＡｊｾ 雲水 し 大口径の

錨管を用ひ、且つ配管系統を網目式とする。消火

栓は水道 lモ依存するととは宰襲時断水する慎の十

分 aうるととを考慮し. 水道以外の水源11 ( 切換へら

れるやう設備する。又従来河に接した工場の火災

に河の7. K の使用し得なかった例の多いととよ b考

へ、之陀取7. K の設備を施し自然水利の利用を震す

等水利の充貨に努めねばならない。

叉工場建物の構造、規模陀臆じてポンフ。を充質

し、事t:燥室は引火性物品取扱室には撤7. K 消火装置

を、治火災その他特殊火災護生の倶言うる個所には

窒息消火装置を設くる等消火設備が完備して始め

て火事は大事に至る前に消し止めるととが出来

る。

我が閣の工場建物の大牟が木造で、あり 、而 も之

を園践して、木造家屋が螺集する我が木造都市c

特異性を考ふる友らば、工場防空の主題は防火で

あると言って過言で主主く 、従って工場建設に営つ

ては消防水利陀十二分の計査を樹てねばならな

v、。

8. 待 避 施 設

第働力補充の極度に窮屈な今日 、工場作業に従

事する者はー人たりとも失つては翌日からむ生産

に影響するととは自明でるれその防護は十分考

慮し怠ければなら友い。それには敵機が爆弾を投

下しつ l 1 ! ; る最も危険主主時期陀一時安全友場所だ

待避し敵機去ると同時に飛び出して、工場作業を

稽領するとか或は防昼作業陀従事すべきであっ

て、之が即ち従業員D 防空行震である。

従って待避の方式も作業場の特異性に臆じ自ら

定るものであって、今日 一部に於て貫施されてゐ

る如く 、徒陀施設にのみとだはる必要はたい。立

派主主待選施設も職場よ b離れた位置陀あったので

は工場待避の間的に合致せ歩、之を利用するとと

により作業能率陀著しい影響を受けるのである。

作業能率の低下を防止するためには、待遇は職場

単位毎陀その職場附近 陀待避し職場長の統卒 の下

に行動するのが適切友措置でるると とは 明瞭でる
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れとロコとと主 D始めて之に趨した施設が生れて

来る。

!!Pち各職場に待選場所を構成し得るやう、機棋

の配置、作業菱、整理柵等の構造及配置、原料、

材料、製品の整理方法等を考慮すればよいのでる

って、待避施設としての特別の施設を浩ら友くて

も用の足る場合が多い。然し作業上地下道、ピッ

ト等を遣る場合は待避の用に供し得るやう計霊ず

べきでるるととは首然でるる。

ヨえに機械監視員の防護であるが、機繊の動いて

ゐる限 bそのメ{ グー等を総始監視せねばなら

すヘ而もその機械監視をささ襲時と謂へども稽績せ

ねばたらえ主い場合がるるが. か L る従業員のため

には鋼板、コンクリー ト. 又は土護等陀よって被

片を防止し得る程度の監視所を設けてやらねばな

らえ主いであらう。

4. 迷 彩 、 植 樹

既越の如く、地形を壊ナととなし建物は不規

則元主外観を呈する様配置し、而も過大主主規模のも

のを避け得たとすれば. 工場の偶援は建物を迷彩

ナるととにより容易に完成し得る。

迷彩は除 D近硯眼的陀考へるととえにく、工場金

砲、或は隣接工場ある場合は之をも合せて全髄計

霊を樹て L 行ふべきで、遣うって、一聞の建物毎陀考

へるべき性質のものではない。

全犯と して分割迷彩の効果を狙ふのであるか

ら、規模の大き主主建物では分割塗装が行はれる

カミ小規模のものは小細工を行ふ必要注く一色で

塗装すればよい。そして縮瞳としての平均明度が

周圏の夫 K 類似せしめるやう塗料の選揮をなすべ

きでるるととは申ナ迄もない。

叉着色スレート. 日本瓦等を用ひるならば迷彩

7  0 買 よ U 繍 〈

分野ノ一種的協力エヨラザルペカラズ。依ツア下

記要綱ェ依 P建築各部門ノ既存圏櫨ヲ糾合シ之等

ヲ構成員トスル建築聯合協議舎ヲ設置シ、目、テ建

築界全臨ノ連絡協力機関グラシムノレヲ必要且ツ適

切ナル方策ト認メ之ガ質施ヲ提議スノレモノトス

記

建築聯合協議合組織要綱

( 1 ) 合 名 建 築 聯 合 協 議 舎

( 2 )  目 的建築全分野ノ連絡、協力エヨ P戦
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を要せ歩I ' r . 済白む場合が多い。

慌接の効果をより増大するため陀は植樹による

ととでるるが、従来の様君主敷地の周囲、構内通路

等に規則E しく植樹ナるのでは. 周圏と不調和に

な れ 却、って目立つ場合も考へられる守、その方

法は従来の工場線化の観念を新作し、周囲の樹木

配置と融合するやう植樹せねばならない。

防空建築規則によれその遁用都市に建設され

る工場十ては必要K TJ!!; じ、備袋を，命じ得るととに友

ってゐるととは周知の通りであるが、偶援を必要

とする工場は遁用都市以外の土地に建設される場

合も多いから、少しく規模の大き友工場は組て信

接ｾ施を計豊陀入れねば友らない。

5.其 の 他

教護所、防護監視所の施設や防衛活動に必要注

防護要員の詰所並にその指揮連絡等の施設が必要

であるが詳述するととを省略する。

結

以上で、防空上工場建設計霊陀営然繊 b込むべ

き事項K J M; てー雁の説明を試みたが、その内容は

概して抽象的であれ中には防昼的快陥のみを指

摘して皐に問題を提供したに過ぎない部面もあ

れ隔靴掻淳の感がるるが、本文の企園ナる鹿

は、工場建設者は工場建設企葺の営初土 b 防空的

観念を取り入れ、他の要求と防空の要求とを完全

に合瞳せしめて建設計霊を進めるやう、従来の工

場建設計撃に費革を要請すると共にその考へ方を

指摘する黙にあるのでるって、兵盟的方法につい

ては工場建設計霊の直接の企霊者に専問的研究を

侠ち、悲に筆を捌くととにする。 ( 17 . 10. 17)

( 筆者は内務省防空局企禽探)

争完途ト新種制確立ェ必要ナノレ建

築諸問題ノ解決= 営ルヲ以テ目的

トナス

( 3 ) 合 員 建 築 ュ 闘 ス ル 諸 国 組 ヲ 網 羅 シ テ 曾

員トナス

( 4 ) 役 員

合 長 1 名

理事・ 名

各合ハ各々理事 名ヲ選出シ舎長理事ノ

互選トス
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同 大 下 順 三 郎

同 錦 問 直

時 日

場 所

昭和17年11月25日( 水) 午後 5 時牟より

大 医 市 北 ・ 直 土 佐 堀 船 町 白 蘭

小林一一一寸御挨拶を申上げまナ。本日はかく

も賑やかに御参集下さいまして、ありがたうござ

いました。編輯ー聞を代表して厚く御躍申上げま

ナ。

本日の座談合は御案内を差上げてゐきましたや

うに「時局下の建築」についてー、大いに談じ語っ

て頂かうと思ふむでありまナが、在来の座談合と

趣を蟹へまして、 i住年の方々と 、われわれ若年の

者との星野談の形式をとりまして、若い者から先輩

各位十といろん友御意見を: J 1 ? 伺ひナる 、また先輩か

ら近頃の若い者は覇気が主主いから 、もっと希望堂

大きくもてとか、或は今後、われわれ建築家は如

何に進むべきか、とういふ風なとと陀ついて会数

べいた Y き、ご く幾友気持でゐ話を進めて頂きた

いと思ひまナ。別に司舎者も設けすヘ各位に御意

見があれば、口を切って頂く 、むしろ話の貧しれ飛

ぴ入まじ るのを望むでをります。

庭で、、今日の話題としま して、時局下の建築界

を見廻しまナと 、随分いろいろとあ Pまナが、と

H 亡事E集りの方々は 、わが白木建築協舎三千の倉

員を代表して、: J 1 ? 集り願ってをるので ibli まナか

ら、三千の合員の最も要望 してをる ととる 、即ち

最ーも聞きたい最も知りたがってをる鹿の話題をと

らえて賑やかにゐ話を進めていたどきたいと存 じ

まナ、どうぞ、 どなたからでも結構です。ゐ話願

ひまナ。

吉田一一若年から皮切りのやうで思縮ですが、

ちょい と会伺ひしたいので、ナ。時局下あら ゆるも

のが圏家を中心と して進むやうに友ってをると 考

へまナが、今迄建築といふものは土木と較べ、 他

の建設事業と較べてどうも民聞のものでるった。

民間でやって来たととろに登展性がるったが、土

木の方は園家が直接港湾ｾ !J ，その他撞k 直接手

を下 してをる。と ういふ時局 に友る と、 建築もや
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はり土木と同じゃうに一一同じといふと語弊があ

るか知りませんがーーまあ園家む施設と L てやっ

て行くやラ K / i ればいムんじゃないか。

かやうに考へてをります。たとへば大分以前でし

たが、防火地直といふのが出来て、園面る立涯に

出来たが、その貰現は何百年後l乞完成するか判ら

ないゃうでナ。そういふ場合K も園家が直接手を

下してやらないまでも、防火建築に劃して補助金

をやるとかナれば、非常にい L じゃ主主いかと、都

市計霊の上司の方か ら営局へ建言せられたとと も

ありますが、いろいろの都合で¥そのまム今日に

及んでをりまナ。叉今日の住宅問題陀しでも、と

れは闘民の住宅である。箪に個人の住宅ではない

といふゃう陀考へて、漸次園家の手で、直鐙的にや

るとい与と思ひまナ。

尤もとのため住宅管固といふものも出来て、ま

ととに結構ですが、一般に計霊から更に進んで質

施の方まで具腫的計霊を立包てム進んで行くといふ

やうになればよいと思ってゐまナが、如何訟もの

でせうか。

安井一一ある程度迄園家が指導して行くのがよ

いでせう。

吉国一ー もう少し具腫的に何とか出来主主いも の

でせうか。

安芥一ーとれば文化の問題でね、大腫圏全髄の

文化の程度が上ら友いと駄目だと思ひます。 Sうる

ものは政府で指導出来るが、会そらく大多数のも

のは、今迄のやうに民間で住宅は統制された園慢

でやるのじゃ友いかと思ってをりませう。どうで

せう。

吉田一一建築行政もどちらかといへぽ、従来は

消極的であったが、生産力披充増強上、何とかと

ういふやうにした方がよいといふ指導的方向を示

ナやうにしたら如何でせう。

堀井一一勿論今のや話のやうに漸次進みつ L あ

りまナ。喰自ら手を下すので君主いのでナから、ど

うしても一朝一夕陀は行かえにい賠がありませう。

宮田一ーとの僅だと何だ百年河清を待つゃうで

ナね。

薮中一一どうにも友らんようだ友。第一度胸が

たい 、ケチなととをやらす京 、もっとしっかりやれ

ば、ゐそらく相営えにものが出来たんだがね。
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最初吉田さんの説明された土木は 、園畿といふ

風で主主 し陀、性質といふものが遠ぶ。

吉田一一しかし建築部門もそういふ棋に市は主主

いと具合が悪いのでは友いでせうか。

堀 井 一ーだんだんそ う友って来る。現に費材の

配給を通じ、建築全般陀針ナる企劃性といふもの

を賀行陀移してをる。たとへば今日工場建築のた

めに費材といふものが非常陀窮屈だが、それを補

ふために結局民需といふものを座縮し泣ければ、

その方K 充分廻らない。そのためには今 日建築の

大部分を占めて居る住宅 と工場の内 、住宅む皐位

の限度をぐんと塵縮しなければ友らえ主いと考へら

れて居る。勿論それで充分だといふのじゃないが

戟宇陀勝つ詩には巴む得ない庭でせう。吉田さん

の考へてをられるのは 、もっと地方の事情陀も即

した好い設計を 、更に都市計霊的主主考慮むもとに

賀行 したいといふ御希望のやうに思ふ。

勿論それを質現するために、どういふ方向の下

に進むか、とりや一つの大き友課題で、企霊院あ

たりには建築界から誰も入ってゐ主主い 、とれは建

築が生産工業として認められてゐ友いんじゃ君主い

か。

山口 一一吉田さんむ御話陀開係のある事ですが

私は何よりも先づ、現在の日本の建築界全般の構

成を改編する必要があると思‘びます。施工を挽常

する部門 、設計監理をする部門 、更に建築行政の

部門、もう一つ資材陀闘する部門が、別々に地位

と職業的瞳系を持ってゐて、それが合力 して一つ

の仕事を完成するといふ現在のやり方は 、大慶無

駄が多いので、はないでしょうか。一つの現場陀、

施工者側の技術者と、設計者側の技術者とが換を

ならべて事・務室を持ち 、材料業者と配給機構と取

締機関とがまた幾分づっ参割ナるといふ現紙、と

れ程人的資源の浪費はなからうと思ひます。私は

とういふ人手不足の折には、殊に 、誰も彼もが心

を一つにして協力 、園力酒養のみを念頭陀: J s いて

ゐる時代陀は容易に 、との無駄を排除する事が可

能であると信じまナ。即ち 、施工、設計、監理、

耳時形、 それらを一括して一人の、或ひは草ーの機

関が、とれらの全般を鹿理執行するといふ方法で

あります、とれは決 して不可能事ではない 、とれ

を理論的陀可能事たらしめるには 、全建築家の技



術と良心とを一定の水準陀まで昂めればよろし

しとれを具極的に貸するには、住宅管闘の如き

完全友機構十亡、全閣の建築機機を合流、全国建築

家一人残らヂa : : 包含する建築替圏を組織すればよ

いと考へまナ。人手不足といひ、資材難と申し、

建築界のあらゆる問題は、との建築管圏の結成を

以って解決し得るものと私は信じまナ。自らとの

案を誇稽ナるわけで、はありませんが、今日の如き

世情に於いては、今日突飛と思はれる考も、明日

は進歩的なる案と友れ明後日には既陀現賓と怠

ってしまひます。皆さんが拙案に一考を賜はらば

大費ebTがたく存じまナ。

吉田一一資材がえ主いのでナから狭い家に友る。

とれは今のととろ巴むを得たいと思ふ。そとで将

来のために、たとへば敷地をゆったり取ってゐい

ていたどく。そういふ風な計霊の下にやってもら

ったらどうか。われわれはとういふととを希望し

てをりまナ。

薮中一一今遣もう少し図家といふものが. カの

入れ方が足りないのじゃ友いかと思ひまナ。

吉田一一目下厚生省の御方針では、大韓努務者

の住宅といふものは弾丸と一緒だ、銭砲の弾と一

緒だ。そういふやうに考へて御計重陀なってを

る。相常カは入れてをられるんじゃ主主いかと考へ

ますが。( 笑聾〉

ー同一一考へ方が遺ふんだ、もともとわれわれ

が考へてをつ? と住宅とはどうあるべきかといふ考

へ方が遣ふ。

宮岡一一不良住宅の改善友んか、大阪では主主 い

のでせうか。先年大阪市にゐきまして不良住宅の

改善をやってをりました。大正の末から昭和 6，7

年にかけまして、非常にスラム街がたくさん出来

その針策として不良住宅改善に闘する法律が出ま

して、それに準醸して、その頃相官建設されまし

た。

堀井一一量の黙では今の替恩でやってをるのは

極く小さ主主ものだと思ふが、その貼で相官の人が

管圏さへ住宅を作ってゆけぽ、住宅問題は解決す

るといふやうに考へてをられる人が大部るる。今

日の鹿、矢張住宅問題の根幹は、借家建築にあり

そとに叉色々主主困難があると思ふ、只今問題にさ

れて居るのは瞥闘の住宅の質の結でるると思ひま

ナが、その借家建築l亡及す影響は非常なもので、

我々の特11 : 心配をして居る庭でナ。

吉田一一何しろ 5 ヶ年に 30寓戸といふとと陀た

ってをりますからね。

宮田一ー皆利といふのが今までの蛭桝組織だか

ら、一般にとの組織を基礎に沿いての皆利でせう

から、園家がとれをやれば鐙利を度外視しでやる

だろうと思ひます。

議中- 4分 7 [ j J がどとから出るといふ詩があ

る、今までの公債や郵便貯金の貸付の利息の範囲

それだけのものを住宅管固からとらたければなら

んのか、そういふ利息を闘家が補給したらどうか

と恩ふ。

吉田一一住宅替園は儲けるととはいらんが、結

局損はしていけ友いといふのが原則で、つまり園

家の資金でもって、もっととれを補ふととろまで

やってゆかなければ友らないと思ふが. 今のとと

るそれは出来危いでせう。

堀井一一段k とよいものも出来てくるでせう、

今の鹿過渡期としてどうしゃうも汝い、畿圏の人

だって決してあれでいムとは思ってゐ主主い、ど主主

たか管固に働いてをる御苦心を陳べる方が主主いか

ね。( 笑聾〉

河合一一君主、は営圏の者ではありませんが、営圏

には可成優秀t J . 技術家も海山居られるので、一概

陀あれを見て、之に悪評を輿へるのは営ってゐ主主

いと思ひます、恐らく畿圏に居られるそうした方

k も、大いに不満- を持ちつムも、今の場合あムし

たものしか質現出来君主い鹿に、その苦哀を察すべ

きで、私はむしろ営局の技術家に同情してゐま

す。要はその上に立つ篤政者白考が間違ってゐる

ので. 只皐に早く間K 合ひさへすればでは住った

人が、その中にあって、ほんとに明日への努働に

必要友活力が婚れ得るかどうか疑問だと考へま

す、震政者がもっと目を見ひらひてくれる事: を望

むと同時陀、技術家がその上に立つ篤政者を説き

つけ、説伏させるだけの覇気と手腕を持ってくれ

る事・を切望しまナ。技術家が事務家に顕佼されて

ゐた時代は既に去り 、世は穆げて技術家参政の時

代になりつムある時ですから 、建築家もとの際壷
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から抜け出でて、大いにその方面の手腕も護揮し

て頂き度いものと考へます。

小川一一大衆にその管圏の意途を正しく解るや

うにしてやる必要がある、兎に角との戟時下要請

されたあらゆる最低規準をかく表現して、住の問

題の解決に努力して居ると云ふ様に、建築家でも

判然しないむだから、一般大衆にとれが誤解をう

けるのも無理はない、とれらを正しく指導する意

味でも、現在はとういふ欣態で達うるから、とれは

止むを得ないんだとナべてを蛮表してやれば、と

の誤解は援和されるんぢやt J . いかと思ひまナ。

筆中ーーモれは厚生省あたりがはっきり云ふべ

きであらう。

安井一一貫際も少しなんとか知らしてやるべき、

でせう友。

村野一一護表だけでは解決しようもお: いと思ふ

それを貰際の上にあらはさ主主いと駄目だ。

小川一一ー一般大衆陀あれ陀住ふととろの心構へ

といふものを敬込むととでナ、とれは住居環境の

不備を非常に救ふ事にたEるので主主いでせうか.

字賀一一今@ 住宅管園の住宅をその施工振りか

らいよと、とれは臆念住宅に入りさうだ、叉臆念:

住宅君主らぼ、やり様によっては、もっと厚生的君主

ものに出来るので主主いかと思ふ。

村野一一買った人はどうなるか、買ってつ廿年も

か L って返済する時分にはいたんでをる、経済的

にいったら、あのくらゐ長い年月の負換を背負っ

て行くのｾｾうるから、あの程度のもの友ら何も皆

圏や賞局を煩はすほどのものじゃえにいと思ふが

ね。

堀井ーーもっと立祇なものが出来まナよ。

字賀一一瞥圏む仕事として、あれ以上のものが

出来ないのは何んとしても淋しい。

村野Ｍｾムいふ旭識をやったのが問題ぢゃな

いで、ナか、あムいふ組織がなくても出来ると思ふ

建物の経済慣値でも… …

堀井一一瞥圏の仕事と云ふものは、るれが一種

の駐曾標準に友って、ゴド常な影響を奥へてをる、

みんたの目があれ陀そムがれ、あムいふ建築が今

日園家の標準主主のだと云ふ風にさへ考へる様にな
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ると思ふ。

錦周一一悪いといっても、それは管閣の量を云

ふのでは主主〈、質む問題でナが、主主るほど材料施

工その他は非常に悪い、とれは皆圏のものも認め

てを D まナ、しかし大阪に建ってゐる借家建築に

較べると、厚生的君主意味から、日照とか通風その

他から見て、決して悪いものでは注い、だから皆

園以外にあれ位のプランをもって、; l ; れ位の空地

をもったものが、どんどん出来る主主らぽ、それは

たしか陀結構友ととム思ふ、しかし現在の献態で

I' I 圏家の非常主主力をもって強制し友い限り一寸望

みがない。それが出来友ければ、今のととろ皆園

以 'トには出来るものでは主主いと思ひまナ、さっき

小J f I さんがいはれたゃう陀護表したいからいけな

のでナ。

中野一一勿論そうでナ、もっと封象も知らせて

やるのがよい、そうナれば自然に希望友 bがでで

きます、先達私共の事校へ逢っていたどい? と園面

を見ますと、あればなかなかよいものですが、あ

の闘1 mをどとで貰施してゐるのかわからない、建

物の施工とか、或は組立工作とか、その方の能率

lて重鮎を置いてゐるのか、どうも研究の封象にし

てをるものがよくわから主主い、今さしあたりは細

かいのをやってをるが、将来もそうえ主むかどうか

見賞がつかえ主い。

小J l l - 一研究部の方も住居の型式、住ひ方、規

格統一、技能者養成及どを恥とげて居るやうでナ

が、結局営面の問題は、やはり時期の問題でナか

ら、それらと並行して現れてゐ友いと思ひます。'

中野一一研究部といふものが他にもるるのか、

それとも本部にだけしかないのでナか。

錦国一一研究の方は本部にだけしか友いとか聞

いてをりまナ。

一同一ーその必要が友いのじゃないかね。( 笑

聾)

村野一一私は営面の住宅問題は厚生的陀やると

いっても不良なものでは仕方がない、それでは経

済的意味を主主さ友い、グレツシヤムの方則通り悪

質ばかりだと良貨をどんどん駆逐しでしまふ、地

慣は下ってしまふ、それでは全く意味を友さない



Zうるひは厚生的にも少〈ナるのが本常じゃないか

住老自身が悪いのか、あるひは法律的にゃれたい

のじゃないか。

吉田一一市街地建築物法を遡用ナると、住居地

域内では四割の昼地が標準とたってしまふゃうで

す。

村野ー一一そういふやうに取過ぎると、あるひは

牧益率は上るやうでナけれども 、それは悪質ばか

D集って良貨は駆逐されてしまふ、地債は下る

一同一一ー皆圏のととばかり出るが、いム話が出

ない、悪いととばかりだ、との遺でやめたら。

( 笑撃〉

安井一一少し横道陀這入りまナと思、ひますが、

私は中西六郎さん主主どといっしょに只今大医府大

政翼賛舎の生活指導委員を委蝿されてをりまナが

何か指導方針を示してもらひたいといふ翼賛舎か

らの注文でナが、何かいムゐ考へがありましたら

伺ひたいと思ひまナ。

堀井一一一それは結構でナね、ぜひ一つ伺ひたい

ですね。

吉田一一住宅の設計の方針とか、どういふやう

に指導して行くとかいふ風陀。

村野一一いま民聞の方でも、それはハツキりし

たEいのじゃ友いでせうか、とれを規定するといふ

ととは、今の経桝観念では経桝の利潤追求でもっ

て考へるから決しないのじゃないか、民間では結

局出来泣い、1 1 ; るひは住宅替圏は園家がやるとい

ふととが起るだらうか、私はとれは保険舎祉あた

りがとれをキったらどうかと思ひます、住宅組合

をそうでたいと解決しない。

竹腰一一住居の建築は大腫に於て、圏民の風俗

習慣について行くものだ、建築家ひとりきぼって

見ても、生活緩式を作りかへる事は困難だらう、

とれが園家がとう云ふ生活様式にしろとハツキリ

定める事でも出来れば、建築家の行く道も明かに

たる、そうで主主いと建築家が、ヤイヤイいってみ

たととるで何にも主主らね、との謹で方向車事換でも

したらどうでナ。

小川一一今の蹴態で、は建築物が建築家の手を離

れると 、直接にもう一般大衆に移ってしまふ。そ

うナると 、たとへ理想に近いととろのものを裕へ

でも、それは無色条件のま与に一般大衆に開放され

るから、大衆は依然とした奮い考へや習慣や、叉

歪是々無関心恋心構へで入る。そうすると建築家が

設計したせっかくの建物が一一建築は人聞を指導

ナると考へますが一一一それを大衆がそういふ硯野

が狭い無神経のために、せっかくの環境も壌はさ

れてしまふ治それがありますね。

竹腰一一そりゃその通りだ。まづ大衆を指導ナ

る必要もあるね。

河合一ーその結で此頃建築家の随筆集が盛に出

て居りますが、一般大衆に建築に親しみを持たせ

平易に建築に封する興味と認識を深めさすと云ふ

意味で、大へん結構な事だと考へます。開西でも

と与に居られます諸先生方からでも、何かゐ出し

に君主つては如何で、せうか。叉瞳筆的なもの以外に

も、建築関係者向友ごくわかり易い技術的な本が

もっと出て欲しいでナね。

その結、協舎で目下計霊中の「建築家必携」の

蛮刊は誠に時宜陀適したものと思びます。

村野一一大衆の生活といふものが、建築を指導

ナるといふととになるんぢや君主いか。それが本篇

ぢや主主いかね。民族を離れて建築友し。

薮中一一現在賀際にるの債格車位ではあの程度

にしか出来ないでせう。

村野ーーたど債格を二つにナる。とれは大き主主

問題でナよ。とれが現在の大問題です。一つ一つ

コツコツ建てるのがいムか. あるひは平面的に建

てるのがい L か。ある程度- 立瞳的に怠る . ある程

度材料陀よるでナが。

字賀ーー私は之からの生活様式の見透しと云ひ

ますか、一般世舎の現在混沌とした生活様式t亡、

「ある指導力」が働かねばならないと思ふのです

衣、食、住の各部門に於ける指導者たちは . 一 般

世舎の成行陀まかせ友いで、機合通うる毎に意見を

のペて 、一歩でも今む「混迷」から日本の生活様

式を抜き上げる様心掛けるべきだと思ひまナ。

竹腰一一洋服も着、和服も着ると云ふ今日の生

活様式では . 生活様式の指導にも主主るまい。

字賀一一勿論、私も洋服も良く 、叉、夏の浴衣

も捨て縫いと 思ってゐま ナ。現在の様な過渡期に

は、常然爾立するものと考へては居り ます。た ど

椅子式と座式の生活調和を求めたいと 思 ふ の で

ナ。衣食住各面の平衡も問題でナし、 我 々が賞面
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ナる住宅設計に営って、此繭様の生活様式をどう

云ふ風に日常生活面K 営てはめて考へるべきか、

解決とまで行かえEいでせうが、建築家としての此

問題に霊まする心構へとして、何か具韓的危考へは

ないものでせうか。

竹腰一一住宅建築も着物の問題が解決すれば建

築家は紫だ。圏民服で民衆がみなとれについてく

ると、建築の問題も解決する。食物でも洋食、支

那料理など、いろいろの料理があるやうでは、住

居の問題も解決国難だ。今でもパンで、主主ければ生

活出来君主いゃうえ主人も言うるからね。

安井一ーとの聞の大政翼賛舎の指導委員色rで出

たのでナが、衣の方が先か、食か住か、それがを

まら及いとまとまら主主い。

薮中一一安井さん、それは住は従でナよ。佐は

先に主主らん、住は従だね。( 笑聾)

村野一一豊陀きめるとか、方法をいろいろ考へ

るととがE うかと思ふ。そういふ複雑性がるるか

ら日本だ、そとに進歩性がある。日本はじまって

以来、そういふ風だから、教育家でも、ゐそらく

あらゆる宗教を耳鳴呑みにしてゐるのが日本だ。

字賀一一活動面がふへて来たのは事責でナ。そ

の活動面に劃して「活動衣服」が増えて来たのも

事買でナ。たど残ってゐるのは今まで、の座式生活

に合理的主主和服がどう云ふ生活面K 残とるだらう

かど問題でナし、建築技術者が指導的主主立場陀立

って考空し、設計十亡常ってそれK 就ての考へを入

れるべきでは友いでせうか。

竹腰一一六ケ戴い問題だね。建築家が或室を洋

式れこしても、住む人が都合が悪かったら勝手に捷

へてしまふからね。

字賀ーーそとですよ。その住ひ方を補導する必

要がるると思ひます。

鑑中一一ーごっちゃに友っちゃいけ念い。

字賀一一叉衣料の方も或る程度考へたいと思ひ

まナ。私はせめて・洋服だ、和服だと分けて考へる

ととは止めにしたい。ヨーロツパ的な洋服といふ

名稽は今日の過渡期に残ってゐると云ふ程度陀し

て、殊更にと L でとりるげる必要は友いと思ふ。

日本の服援衣料ーーそのものをとり上げるととで

ナ。

竹腰一一けれどね、和服のごとく安易であって
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仕立替へがきいて 、そうして洋服のごとく活動ナ

るに便なるものが出来るかどうか。とれが解決ナ

れば、住宅の問題も自然解決する。だから. そ多

いふ着物をつくるととが根本問題だと考へる。ま

るそのあらはれとして園民服が出来たのだらうが

それも質際その目的を十分に達してゐない。

字賀一一われわれの住宅の原型的規模といふも

のは結局今替圏のプランの上に出てゐる融通性の

ある皐式、一座式の生活を封象f c. j ないて考るべき

でせうか。

竹腰一一それだけではいけ狂い。外に出てオフ

ィスで、活動ナる。それ陀も便利主主ゃうた着物で友

ければならん。

その色がとムのったゃう主主様式は想像がつかん

? は、建築しても結局五里霧中になる。

竹腰一ーその時代に即臆する要求、世間の一般

の'要求にあふといふものをつくる。とれがたしか

に一番みんなの希望ーにそってをるのでせう。

吉田一ーで. 住宅瞥圏が現在やってゐるやうな

住宅の様式がまあいムのでは主主いかと思ふ。先程

錦田さんが云はれたやうに。

宮国一一ープランはいムでナ及。

d嚇 一 鹿がプランを見るとどうして。たるほ

どとぢんまりまとまってゐるが、各部屋の猫立性

を考ヘナぎて、みん主主てんでんばらばらにたって

ゐる。とれ主主ど欧米流の考へ方だね。我園は家族

本位の圏だから、我闘謂自のものがあっていムと

思ふ。漏立性を傘びナぎて、各室が個立してゐる

ととは、坪数の大きいものほど絵計あらはれてゐ

る。廊下の部分が多くて、とっちに 8 昼、るっち

に 4 畳半とはなれてゐる。寝室には或程度調立性

が必要でるるが、他の部屋はさういらんと思ふ。

もっと在来のわれわれの住宅のよいととろをとり

いれて、部屋を融通してつかへる様に考へるとい

ムと思ふ。

吉田一ーみた大きたE住宅を縮少したゃう友かた

ちがあるね。衛生的にはよいが。

河合一一小林さんの云ばれた様十亡、あれだけの

小さえ主坪主主陀封して未? を廊下の面積が可成り多く

もう少し中廊下を減らし‘てコンパクトに出来るん

ち、や君主いかと思ひまナ。その賠民家の平面に大い

に率ぶべき黙があると思ひますが。



小林一一そうですよ。

安井一一私は常に思ふのでナが、 白木の住宅の

平面計霊は肱 ｾｈ おＺどの諸外園のものが固定的でる

るのに劃して能動的に出来て居ると思ふのです。

勿論、是れは住と云ふもの陀劃する根本の理念が

遣って居る震に、斯様友相異が出来たのだとは思

ひますが. 確かに是の賠- は我が園のイセの特徴でる

って 、叉他の園のものに比較して勝れて居ると 思

ひまナ。斯様主主観融から見て、私は日本の住と云

ふものは世界に冠たるものだと言へる様陀考へる

のです。

竹腰一一アメリカ 放どはだんだん日本の食堂友

どまねるやう陀怠ってきたね。

宮国一一私は嘗って大医市の不良住宅地帯と云

ふべき所をまわってみて、感じましたととは、建

築家が住宅の間取を考るときには、居間とか、茶

の聞とか、部屋k k の用途から考へてゆきまナが

る L いふIJ 、さ君主家に多人草生してゐる住宅において

は、間取の良悪を考へる裕長友場合で、主主く 、よ り

多く l 人営りの控室面積をとる とと 、とれが根本

的に解決出来ないで、寝室面積が狭くて非常に悪

い昼銅像件の中で住んで、ゐては、厚生に根本的に

反してゐるととに友ります。所謂スラム街は最小

限 l 入賞り 2 盤キるってほしいのですが、 l 入賞

り昼政 1 昼半の切迫した面積で生活し主主ければ主主

らない一地域もるったととを記憶し・とおります。

だから之等の人達には 2 昼平均を 8昼か 8 畳半に

ナるととが住宅として厚生的意味を含むので、か

うなると、プランの良し悪しより戟時下の努働力

を健全に確保するため陀は、如何程の占有面積を

1 人に奥へるべきかと云ふ住宅政策の域に這入っ

て了ひます。

吉田一一プランの問題で、住宅管圏でもやって

たるが、 2 階 と下と全然住む人が蓮ふ、入口が二

つになるといふ式は 、木造構造の場合どうかと 思

J .。

伊藤ー一僕 1';): とういふ風に考へる。今までの住

宅に閲しては 、とれは都合も郊外もいっしょに考

へてをる。

建築家といふものは 、建物そのものだけしか考

へないで¥大都市との関係を考へてゐないの住む

家は都市に建たうと 、郊外 l乞主主たうと同じゃうに

庭を持たせゃうと考へ? とら、それは個人的趣味的

の考へ方でるる。それよりも都市陀建つ位宅たら

ば、其の周囲陀出来る丈大きな有効空地を取る事

a : : 考へなければ怒らない。田舎や郊外に建てるも

のは施主のお好み建築家の趣味に従って高事理想

的なものを作るのも良からうが、都市内に建てる

ものは小児病的主主趣味や習性を多少犠牲にしても

先づ都市の建築だといふ事を第一義的に考へ友け

ればならない。

吉田一ーその結はたしかにそうでナ友。

伊藤一一そうなれば都市む住宅としては必然的

に集合住宅が考へられ、階上・階下別々の生活と

云ふものも止むを得念い事に主主る。叉そういふも

の在やるための材料は、建築家がもっと努力して

君主んとかし怠ければえにらん。ととろがセメン トが

友い、煉瓦がないと云ふと、もう木材でなんとか

聞にあはせゃうといふ方法丈しか考へ友い。もっ

と建築家が努力して . 箪に建物を建てると云ふ丈

でなく、之に要る材料も得られるやう陀努力する

し、叉必要君主らば生活様式をかへさせる所まで努

力しなければいけないと思ふ。都市生活が必然的

なもの怒らば、都市に建つ住宅といふものは. 自

ら別個のものが出来てくる筈だ。唯金がか ムる、

材料がない、一般の趣向に合はたいと云って、在

来の郊外や回合に建つ住宅の類型の改善、改良に

ばかり専念するから、今の住宅管圏のやうな建物

になる。

一同一ーまた替閣が出だしたね。

小林一一佐宅管簡のお話が出ましたが、るの住

宅にいくら小さくても 、従来のものと同じゃうに

豪所や便所が一軒々々出来てゐる。瞥園の目的の

一つ陀量的解決と云ふととがるるのだから、殊ーに

同じゃち友生活程度の人が大勢住んでゐるのだか

ら、共同住宅と云ふ意味で、共同炊事友り共同施

設にたし得るも¢を一個所に集約したらどうでせ

うか。

小JII - 一日本の狭い意味の家族観念に災されて

ゐるんですね。さういふととから考へると、共同

; 炊事といふとともなかたかむつかしい事でナ。

小 林一一量的陀 解決ができれば、とれからはさ

うするんですね。それになれさすんですよ。

伊藤一 ーしかし飯を炊 くとか、味1曾Hでをつくる
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といふととを共同的にやって、各自のお菜だけ各

戸にやると云ふ風陀やれば、日本の住宅のｾ所は

もっと小さくてもよい。またそとまで行かなけれ

ばヤーかんで、すよ。l I j k 今の人聞がさういふととは嫌

ひだといふ丈で、之に迎合して行く丈ではいつま

でたっても問題は解決したいと思ふ。

字覚 ーー住宅器国などでさういふ施設を含めて

計査すれば、貰行性がるるのぢやえにいでせうか。

村野一一船場るたりでは毎日御認や味噌汁を配

給してゐる。だから御飯や味噌汁は、どの家へ行

つでも同じでナ。従って共通の施設のものは、さ

ういふ場所が非常に省ける。

伊藤一一例へば外閣でもパンを一軒々々焼いて

ゐたら、軍: 所が非常に庚く怒る。所が之は出来た

ものを配給して来るのだから、パンを焼く所だけ

でも狭くていい。

竹腰ーーしかしさうすると、日本で I' I 毎日冷飯

ばかり食はなきゃならんとと陀君主るよ。

村野一一そん主主ととはないですよ。共同でやれ

ば、その度ごとに炊くから、いつも温い御飯が食

べられまナよ。

安井一一農村では既に 早くからやってゐるでせ

う。貫際上今日では所謂日本在来の家族制度は、

だんだん破壊されつムある情勢にあるにも開らヂ

住居などの計霊が斯様君主賓際の世想と云ふものを

少しも考慮 Iて容れ歩に無暗に過去の家族制度に執

着してゐる事が根本の誤りぢゃないかと思びま

す。

小)1ト→ーその結、今が一番よく目立つ時だと思

ひます。しかもその在来の家族制度陀よって建て

られた家々が集って、隣保有三形成してもだへ苦し

みつ L 新しい制度へ一歩々々改良に改良を JJ I1へら

れて、やっと運轄出来る j伏態に君主った所えにので

す。しかしとの制度がほんの一時のもので、叉や

がては昔のるの自由主E時陀と云ふ誤った考へが末

だ一般から去り切らないからです。そとで又先刻

の指導の問題も、心構への問題も含まれて来ます

が、吾々は住生活D 各作業の性格をよく極めて見

ると、明らかに共同で庭理ナべきものと、各家族

俸に庭理しなけれぽならぬもので、分けられると

思ひまナ。それを完全爾立せしめ. 関聯せしめて

計壷された共同施設を持つ住直とそがとれか・らの
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新しい戟r r . 勝つ震の精神を持った、家族制度を創

作ナるむで、は君主いかと思ひまナ。

安井一一私の云ふのはさう云った意味では左足い

のです。嘗ては我が闘では一つむ家族と云ふもの

が、一つの単位駐食機構を形成してゐたのでナが

産業の強逮や枇合成勢C 蟹濯陀伴って、今迄の様

に一家族そのものが一国として枇会組織を保って

ゆく事が許されなくなって来て居るので有りま

ナ。大腿家族制度の成立と云ふものは、其ものが

猫立して自給自足する事を得る時に一集圏として

仔立する底に存在の意義が有るむで有りまして.

今日の様に一家の人々の生活が離れ離れに怠って

各自陀共生活を保持して行かざるを得君主い時には

最早昔の按主主家族制度と云ふものは云ふべくして

行はれ友い事情に在る。然かも圏家の趨制とまふ

ものが、園家全龍の大築園として統制されてゆか

なければならないえ犬勢にるっては欲する欲せざる

とに闘ら歩、所謂家族制度と云ふものは、或る程

度陀破壊されなければ、治さまら友いのでるりま

ナ。

斯様な枇合情勢に於て、共住居だけが依然とし

て家族制度に停佃して計重される事が、兵庫に種

々の黙に於て街11臨が生じるのぢや主主いかと思ふの

です。

小)1ト ー 哲組制を新艦制の上に置きかへてゆく

のであるから 、どうしても家族制度を破壊すると

と陀なります。しかじ今の j状態としては. 一般む

、住生活に望すする観念を家族箪位より園家的主主もの

に前進させる型で・すから、むしろ蛮展的な破壊と

でも云へませう。

安井一一それはどちらでも い与が. とにかく家

だけが家族制度を標準陀してつ〈られるといふ所

に無理があると思ひますね。

村野一一線、ては臨時措置にゐいての住宅でなけ

ればならぬ。さう考へてい L と思ふ。戟宇陀勝つ

ためにやるんだといふ結論にたる。

安井一一現在はさうせぎるを得友い Ｗｾ 犬態であり

ますね。

村野一ーしかし20年も 30年も買った人の負婚に

なるのは問題だと思ひますね。

錦田一一それは仕方がないんぢゃないですか。

いかに20年、 80年の負婚がるっても、戦争には職



たねばなら危い。戦争陀負け? とら 20年、 30年の負

婚どとろぢゃない。- 問題にt . J . らないでナよ。

村野一ーもちろんその貼は理窟を言はヂκ 何事

も我慢するといふととに友らなければなら友いが

それ以上1'<: 随分不合理主主ととがあるか ら、議論が

あるわけで、理窟をといへばさういふことになりま

ナ。さういふ不合理な鈷をなるべ くよかくナる φ が

臨時措置であって、先の先まで見透 しをつけると

いふととは無理です。

宮田一一民告でみましたので、確かな所から承

ったととではないのでナが、皆国の貸出し1頁格は

40週から 55，盟といふ月割で、. 20年月賦でやるとい

ふととでる Dましたが、さうナると相蛍の金額に

主主る。昔よく建賀 b屋がやってゐたのはそれくら

ゐの慣格のものでも、大低 ＱＵ ｾ 手くらゐで償却して

ゐた 15. 1 : 手くらゐでつぶれてしまって、自分の家に

なった時は償却してゐるからい与といふのが位宅

舎祉の政策た友つてゐた。さうナると、今の苦手段

者が45潤乃至部品の金を 20平均すといふととは、

それだけの2余裕があるでせうか、叉それJ迄に家が

傘つぶれになっては・…・・

堀井一一今の労務者はそれくらゐの2余裕はある

かも知れませんよ。

宮周一一京肢の京都l乞近い所1て皆圏の佳宅が主主

ってゐるが、大医j付近まで出るには、交通費が十日

首かムりまナが・…・・

小林一一瞥圏の住宅の封照は必歩しも努働者ぢ

や友いよ。却J 努生活者、即ち我々月給取りとある

ト
。、。

宮田 ーーさうーすると割合に吐命的，章義が少くな

りまナね。

吉田一→産屋川の場合は、別として普通は工場

の傍に立ってゐます。

宮田一一園から賛金を借りて皆囲がやる以上、

枇合的にも慎値るるやう陀、もっと牧入の砂いサ

ラ E ーマンとか、勢働者を標準にしてやらなけれ

ば、木賞の使命がないといはれでも仕方がえ主いで

ナね。

竹腰 一一それは皆閣の性格をはっきりさせ古い

から問題rc 1j : るんだよ。

伊藤 一一臆象的lに念場の習に合せるといふ事が

第一眼目ならば、二戸建にして一々庭在つけると

いふ ととは疑問だと思ふ、それ完工らは、むしろ集合

住宅でい L と思ふね。

村野一一政治の貧困だと思ムね。

宮田一一大阪の不良住宅改善時代; こ、集合住宅

とし ・て中廊下のアパート式むものた初め建てまし

て、次l亡アパート式はどうも一家の家旋が住む住

宅として具合が怒るからうといふので、各自調立

性をもたせて、上は上. 下は下といふ具合κ 、二

階への一つの階段先を上ると、布、左二軒む玄関

がaうるものを造りました。所が長廊下式の所調ア

パート式の性宅の方がうんと人気がよいのでナ。

位んでみると、長廊下式の方が人数も多く住める

し、 移民陀住む人々の意見でも好評なのです、さう

いふ結に沿いて生じるか、妙な無理をした濁立家

屋より長廊下式白方が成績がいムと思ひます。

安井一ーある程度集めた方がよいと思ふ。 aOi 手

程前に社宅をやったととがるるが、入口も一つに

してこ階も二軒、三軒が階段を一緒に使ってみる

と、馴れ L ばなんで、も主主くなる。

竹腰ーーさういふのが満洲にあ b ますね、しか

しあちらは煉瓦だからい与が. 日本は開けっ放し

だから困る鮪もるりますよ。

安井一ーさういふ鮎はあるが、局1 ¥れ L ばなんと

もなく怒る。

宮田一一室苦闘の住宅は相常菜園らしいもむがつ

いてゐまナが、あまり伎はれて7 . J t . J . い 、使ってゐ

る家 l丸一ばいに使ってゐるが. 忙しい努働者の

家族はさういふ閑がない. さういふととを考・へま

すと、 - - ，1 ( 菜園をI r ' ; : 別ずるよりも. 休閑地C ゃう

陀ーケ所陀集めるか、住宅の裏にベルト式に漣槙

して隣組が協同して耕やせるやうにしてはどうで

せうか、そうすると隣組の協力精神も自然養はれ

て・. . . . .

河合 一一そうです、理想を云へばh O焼板の塀

ゃ、竹の柵などもむしる無い方が見? と自 K もよ く

開放的でるり 、それだけ経費の節減にも主主ると思

ひますが. 未だそとまで一般の要求が共同的にな

り得ない狭い殻がくつついてゐるのは歎は しい次

第ですね。未だ粗末乍らも一軒の構へと云ふ心念

から抜け切れ主主いのでせう、従って蓮横長屋式住

居を嫌ふ人が割合多いのも、そうした古いひ念か

らの現れの一つだと思びます。
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IJ 嚇 ・一一村野さん、大東豆記念瞥造物の懸賞設

計の審査に関係されましたが、臆募作品を御覧に

君主ってどう云ふ風陀喜子感じに君主りましたか、それ

らを遁じて 、とれから共栄圏内でいろいろの建設

をやるととになるむでせうか、それらの指導理念

と云ひますか、我々建築家の建設方針とでも云ふ

とと陀ついて沿伺ひしたいと思ひます。

村野一一貫はその ととについて皐舎から 10尽ー

ぱいの期限で、原稿30枚ほど書けといはれたが、

少し身溢多忙で断ったのですがね。とれは非常K

六ケしいが、私としてはとれは別に念ぐ必要はな

いと思ってゐます。私もどういふ指導方針によっ

てやって行くかといふととについて、我々が考へ

る必要がるらうと思って、最近いろいろジャーナ

りズムの方も策をつけてみてゐるが、私はその他

一般技術方面でも念ぐ必要はないと思ふ。只私が

感募作品について祭がついたととは、まだ昔のや

うた行き方をしてゐるのが大多量主であった、大部

分がさうだ。その中で一等首選の祭には大多数の

審査員が賛成し? と非常に感心しました。指導理念

といふととについて、との作品が今後行くべきあ

る径の方向を示ナので、はないかと思ふ。そして線

ての方面が日本的なもの陀なりはしないかと思

ふ。一等首選の作品も多分さういった意味1 ' L . j ない

て出来てゐるのでは友いかと思ふ。そして今自分

の描いてゐる指導理念は建築の形の上の大きな岐

れ方の一つで、はないか、もちろん構造法の開係、

資材の関係についても、それが言へると思ふ、そ

の勲一等首選のもの陀はそれがよく現はれてゐ

る。とれが私の一つの考へであれ審査した上で

私の頭に残ってゐる印象の一部でありますが、と

れで多分ｾ尋ねの中のある方面をゐ答へするので

は1 t . いかと思ひます。一等首選作品は今度ばかり

でなく、最近の懸賞募集作品の中でも、いろいろ

のレベルからいっても、非常に高いと思ひまナ。

河合一一撃舎の懸賞むゐ話が出ましたが、最近

の一般懸賞感募案の中にも、未だにコルピジエー

式のヱレベ{ シヨンがチヨクテヨク見受けられま

すが、もうさう何時迄もコルピジエーの時代では

ないと思ひますが。勿論コノレ氏の王子面、構造. 者t¥

市首| 制案、3健闘及びスケ ッチの描出i去等. 剖紀的

プイヂイアには大いに担率殺され、その非凡なる計
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割案は今日も倫時代を Pードしてゐるものと考へ

まナが、外観スタイルの問題では、我々日本人に

は、もっと良い或ものを持ってゐる筈だと思ひ、

文それを生み出さなければならない、いや生ま主主

ければ相済まない時代に今たってゐると考へま

す、そしてとの頃我々の期待してゐるものが、少

しづ L 出か L つてゐる撲に見受けられるのでナ

治宝。

村野一一そうでナ. 今度の懸賞陀も大分コルピ

ジエ一式のものがるりましたが、私1' 1 入選には入

れ友かった。

村野一一それから私はさういふ形で主主しもう

少 L マツスグな形になるが、関家主義的友形を現

はしたのを二等と思って推薦したが、二等ーになら

なかった。

河合一ーその知、一等の丹下君のはく私は未だ

見てゐないのですが) 一つの新しい型をと表出した

様に聞いて居りますが。

村野一一そうです、最も都合のよい形をとって

ゐるが、他のものに利用するととが出来るかとい

ふととになると、少々問題だが非常によい。いか

にも合理的で、自分の主張と建築がぴったりして

ゐると思って感心した。しかしうまいにはうまい

が、言はぽ建築にはもう一つ距たりがあるやうに

思ふ。

字賀一一私近どろ痛感してゐるととでナが、と

のごろ大陸のあちらとちらに記念建築物が盛ん l乞

出来てゐるが、現在の大陸陀「あム云ふもの」が

建ってい L のだらうか、昨日も上海から最近接エ

の或る記念、絡の寝耳を送って来? とが. 私は現在永

久的なもの L 計霊は儀程慎重で、友いといけないの

ではないかと思ふのです。

村野一一新品で川端龍子が面白いととをいって

ゐる、昭南島へ行って記念碑がるるのをみて「と

の記念碑を建てるといふ技偽. は、山下将軍以上の

技何を要ナる」といってゐたが、非常にい L 文句

だと思って感心した。

字賀一一昨日逸って貰った潟異のもの主主どは、

首代一流の彫塑家の作と聞きますが、表現が官余り

に露底して、どうも我々にはピツグリしさうにあ

りませんでした。も っ と合警のある突き詰めた簡

素美と雄海美を表現手法として築いて欲しいも



のです。

安井一一織で もなんでもさうであるが、東洋美

術は其凡て者と具躍的表現し℃しまわ友いのです。

表現或る程度停止して背後にかくして於いて夫れ

を見る人が、だんだん見てゐるうちにはじめてそ

れを見出してゆ〈といふのが、東洋美術の特長で

はないかと思ふ。その動西洋の美術は露骨に凡て

を兵髄的l乞表現してゐる。 ζ れでもか、 8うれでも

かといふやうに表現を具鐙化して居る様に思はれ

ます。東洋美術の特長は、日本帯主主どを見ても分

るが、表現を出来る丈少なくして背後陀大たる表

現を隠して置くのでナ、さういふ貼は西洋の油給

等にはありません。さういふやうに西洋のものは

ナベて表現を出来るだけ露骨陀出してゐるが、東

洋は出来るだけ後に隠してゐる。さういふ貼は大

いに我々職域と申しまナか、建築を考へる上に参

考になると思ふ。といふのは我々建築家の行方が

どうも東洋的耳障を波却して西洋かぶれしてゐる

とれでもか、とれでもかといふゃうえ主やり方を我

々自身がやってゐるやうに思はれるのでナ。

山口一一「建築が事術でるる」といふととばも

只今の如く色々と談じ含たって、 「やはり建築は

罫術だ」といふ風化云はれた場合陀は非常陀しっ

くりと聞へて、別陀具識をさしはさむ策持ちには

なりませんが、建築は嬰術であるといふととだけ

を切りはなして考へてみますと、大い l乞呉議がる

るのでありまナ。即ち「建築は嬰術である」とい

ふ策持ちで、制作を致しましでも、少しも支障は

無いのでありますが、建築は決して欝術では主主い

といふ事を申しあげてみたいのであります。

建築が婆術でるるとか、主主いとかの古くからの

論じあいに於いては主として、建築を用に即し

た形としてみる立場、機能的合理や構遁的民が美

に通す= るといふ思排一一それ陀は、うまい料理は

美しいとか、よく合った靴ははいてゐるかィゐな

いかわから友いとか等の説明、飛行機や強電機が

美しい等の例詮が用ゐられましたか一一ーと、建築

制作の立場を感質主義的I' C 考へる立場との封立で

あったようでるります。とういふ考へ方の艶立K

於いての建築の本質探求 I' C 於いては、結局. 建築

に闘しては欝術と非事術が宛かも黒いか白いかの

如くに針等の位置を以って論じられたのでるりま

すが. 梨、 l念、建築の本質は事術で君主い、建築は謹

術以上のものであると 、ぞういふ風lて芳へるので

あります。

私は、とういふ風l乞説明してゐまナ。つまり 山

川草木、人瞳等の自然、及び、人聞の作った機棋

道具、建築主主ど/ とは、その何れも陀、各々の構造

的理法が存在ナる。手や足が胴や頭と共にあり、

骨や肉や皮が、一貫せる構造の理法に従って結合

さ れ て ゐ る 。 翼 が あ れ 胴 櫨 が あ れ プ ロ ペ ラ が

あって、寸喜ゆるがせにならぬ構造の理法があ

る。建築に殺しましでも、基礎があれ接や梁が

あり、壁や床があって、構造の理法が金鵠を支配

して居ります。ととろが、事術と栴せられるとと

ろの総議や彫刻には構造の理法がえ主い。郵術はナ

ペて. 構造の理法を持つ自然で、あるとか、建築で

るるとかいったものを眺めて、摸倣し、措罵し、

可観的陀し、感・覚的rc し、作者の感情の移入とい

ふ事: が行はれます。音繁にしましでも、舞踊にし

ましでも、同様の事が申せるのでるりまして、自

然の昔、自然の人韓の姿を摸倣し、描第し、可閥

的にし、感覚的にし 、作者を移入する事によって

出来るのでありまして、何れもそれ自身陀構造の

理法がたい。布と緒具の聞には何等構造的えに閥は

りがなく、叉、彫刻J はどの部分注切断いたしまし

でも E患に素材の断面をみる陀すぎません。そとで

、建築と総書彫刻との相遣は、偽造の理法が今造

られつムあるととろのものそれ自身の中にあるか

観照自然中にあるかの鞘にあると考へます。あら

ゆる護芸術は、自然の構造の理法の把握表現をたく

らむものであれ建築はそれ自身陀於いて、構造

の理法を持って居ります。重 ｾｦｩ 将は建築陀懐遇し、

建築は嬰術を包含するといふ事は出来ましでーも、

建築の本質が華芸術であると申します事には異議が

あるのであります。

字賀一一最近の記念建造物はたしなみといふも

のが全然友い、あまり露骨過ぎる、絵りに興務的

である。あれとそヨ ーロ ツパ的では君主いかと思ふ

明治以前の我が閣ではあム云ふ記念建造物は友か

った様陀思ひまナ。

村野一一ーとれはコムマ ーシヤ日ズムから出たも

の? ナが、コムヤー シヤ日ズムが無く なれば. 自

然さういふ傾向も無くなると思ひますね。
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安井一一建築の技術といふものは、やはり嬰術

でゆかねば主主ら友い。だから「建築は重芸術ではな

い」などといふ人は、建築家の変格 l会主主いと思

ふ‘ 。

河合一一先日 、南方から蹄られた海軍の京軍人

さんから聞いたC ですが「南方、特にジヤパのパ

ンドンあたりの敵産建築には、なかなか良いもの

がるる 、何と云はうか、何慮となくのんびりと遣

ってゐる」とごく簡翠にアチラの建築を批評して

.  .  .  .  .  .  .  .  .  

居られましたが、私はとののんびり建てムゐると

云はれる軍人さんの言葉K . 大いに味ふべき 、今

迄日本人に見られなかった或ものがある援に感じ

ます。此頃の言葉で云ふ推揮f生と相通やるものが

ある様で、今後我々 、今迄の島園根性を清算して

もっと 、のんびり建てると云ふ絵、E事ぽ怠ければ

友らたいと恵、ひますね。

安井一一西洋の建物は徐韻がえEい、そ ζ へゆく

と白木の建物、殊に茶室主主どは質に官余韻がある。

小川一一自然との調和と云ふ事ですね、東洋思

想の特質は。

安井一一自然の中に溶け込むと云ふ所まで行く

べき でせ うね。

小川一一南方の建物でも向ふの自然的保件と民

族的保件とをはっきり掴んで、. その中に吾k 日本

の正しい創意を普通化すれば. 様式の問題など必

然的に解決するでせう 、政治的意塗は別としても

小林一一水原さん、構造の最近の傾向について

何か御意見を聞かせて頂きたいと思ひます、構造

法が使ってきてゐるし、今後も獲るべき運命l乞言う

るのでは主いかと思ひますが、さういふ方閣の御

経験を ・.. .. ..。

氷原一一私は20年ぽか P警視聴にゐ? とが、その

間構造方面陀非常た饗化があって、まづ最初は大

震災む時. そのつぎは昭和12年の支那事費の時と

二回獲縛があった。震災前は簡単な構造のものが

多かったが、震災後は全部銀筋コンク リートむ丈

夫元主耐震耐火の建物に鑓った。それから支那事費

を機舎に 、それから後は工場建築が主陀なってき

た、それまでは事務所建築が建築界の主位 を占め

てゐ?と、そして工場建築が盛んに怠ると同時に銀

骨の構造が大きく主主るとか. 建物の商慣が大きく

なる とか. 20年前医比べると 、非常陀大規模友も

4 4  

のが津山出来るや うになりま した。しか し鎖骨精

進は多くなったが、銭筋構造は非常に減って く工

場にもあまり銀筋は放くて) 無筋コン ク リート む

建物が一時盛んにつくられた、その後極 く最近の

ととはよく知らないが、銭材の使用が出来ないた

めに 、木造建築が護達してきたやうに思ひます。

とれは銭筋や鎮骨の代りにもなる。叉木造の構造

が襲ってきてゐまず。 とれば理論的t亡者ーへられる

やうになった ι めだと思ひます。

安井一一私は構造の方の専門ではありませんが

最近の傾向と して小さいピ ースで、組立て L 結構を

組立てると云ふ様に見えますが、如何でしょう

か。

j}( 原ーーーさういふイtf ，f 向がるります、木造陀於て

も長材が入らないので探うなったと思ったが。

安井一一銭骨でもダイヤ モン下トラスたんか小

さいピースを集めて大きたもの告とつくるといふや

うに考へられるが… .. 。

水原一一ーたしかに細かくなってゐます、錨骨材

でも小さいアングルで組立て L 居る様なのが多い

です。

富田一ーもう一つの細かいピ ースになった理由

は. グイヤモンドトラスもその一例でナj; 宝、工場

生産が可能ならしめるととでありまナ、少さいが

故に工場内で完成し得て、且つ運搬に便であると

とで、今日迄のトラス材では工場生産は考へもつ

かえ主いととです。

水原一一ーその貼組立ては非常にうまくなったゃ

うです。

安井一一私は将来さういふもので組立てるのが

有効友方法では友いかと思ひますね。

堀井一一今日念速増産に1 * ひ、念j主主主建設を進

める需の各種の技術的方策、叉重要資材を出来る

だけ節約する需の工夫といふものは 、錠々要求を

深められて居ると考へられまナ 、 先程日木 ｉｾ Ｂｊ性格

の建築といふゐ話があったが. 工場方面iて就て特

にそう云ふ様主主問題が考へられる 、今日生産能率

を上 げなければなら友いが. 資材も人も仲々得ら

れない、そとで現在の施設を如何改良して生産能

率を上 げるかといふととが真剣な問題として、何

鹿む工場でも 、その需主主らば金を惜しまないとい

ふ態度がはっきり見られる様になった、さうい三



方面ρ 改造は、生産披充P 強調されてゐる今回、

我々建築家の大きな問題であれ使命であると思

ひます。

河合一ーとの頃必要陀せまられて、つくづく感

じてゐ るのですが、建築材料方面でも . もっと優

れた代用品等が、どしどし出来ていムんぢや主主い

でせうか、どう も未だ之友らと思ふ様君主良い代用

品が見営ら 主主い様に曹、ひまナが。

堀井一一我々建築家にケミス トリーの知識がえ主

いと云ふ黙も大きな原因で吐うね。

筆中一一材料のゐ話が出てゐますが、我々 は材

料屋に材料を要求するよりも、我々が生み出さね

ば君主らぬと思ひます、現在では建築屋の考へた材

料はたいでせう、さういふ所に我々の行くべき遣

があるのではないか、どうも現在の建築屋は人手

を待つやうな傾向があると思ひます。

河合一一 航空機製作、浩姑その他兵僻友ど可成

日本の技術も進歩してゐる様ですが、ひとり建ー築

技術のみが安材難陀胴されてか、未だに昔乍らの

技術を踏襲し てゐる黙が多いですが、もっと稜問

改革を要ナる時期と考へますが如何で、せう。

字賀一一現在の建築界は材料が非常に遁ひつめ

られて、その日暮しのやうえ工扱ひ方をしてゐるが

我々はとのまム遁ひ込まれてい L のか、それとも

将来のためにもっと障く自由陀材料の使ふべく努

力ナる むがい L か、その漣先輩方々の御意見を聞

かせて頂けませんか。

堀井一ー やはり我々のほしいものをつくり出し

て行くべきでせうね。( 安井氏退席)

字賀ー一一石川 さん、何か御意見を・・ … 。

石川一一私は口重もで、それに指名座談舎では

ないから、皆さんの御意見をゆっくり聞いてゐま

したが. さっき からのあ詩は非常に面白いと思っ

て聞いてゐました。只今会話が出ました住宅管闘

の問題と、記念建造物でありますが. 住宅管圏に

ついて、いろいろ批評がb ったが、住宅皆圏の根

本的考へ方陀撰聞を起す、その結果からいふ皆さ

んの批評になって現はれると思ひまナ。それはど

ういふととかといへぽ、住宅畿圏のやう えに大 きな

組織をつくったのは白木の住宅問題を解決ナると

いふC だったら、良い住宅を多量に安く提供する

といふ多量生産の考へ方になってと怠ければｾＢＧｃＧ

喜うる、それちあればとそ住宅管閣は「いJ rろ」

rl -;t J といふゃうえ主規格をつくれ安く多くつく

るといふととを原則として決めたのだと 思ふ。 そ

れだったらあれはあ L いふ大 きな組織だから多量

生産の本質l亡合ふやうに工場生諜 l乞し友ければ友

らぬ。それにもか I Iまら歩、タイプをつくって津

山つくるのはい与が. あれでは多量生産の意味に

なってゐない。. に下請業者陀つく らせて提供す

るといふのでは j撃はJ つくるといふ意味はない。製

造する方法が簡草だといふくらゐで、は同じものを

つくっても効果が怠い. 結局高いものになる。さ

ういふ根本的主主問題から考へて 、あ L いふ大き友

圏植をつくってやるたら工場生涯をして、それを

持ってゆけば現場では叩き 大工で も出来るといふ

ととにし友ければ主主らね筈です。皆さんの御意見

では 、るれは衣裳的主主もので あるといふゐ湾へも

あれま? と畿圏の性格を表明しなければならねと

いふ御意見もるりましたが. やはり「戦守中だか

らとにかく聞に合へばよい」といふやうに考へる

のがすでにいけ友いのでは友いかと思ひます。住

宅瞥園の問題は芳へ方が結局そ と. . . . ，. . . 間着するので

は友いかと思ひ ます。

記念建造物の問題は同感ですが、記念建造物た

云々するといふととは悪いとはいは怒い、よく考

へねぽ友らぬが. そと K 相官問題があるのではな

いでせうか。それはどういふ意味かと いへば、今

日の紙態で私どもの考への基礎に怠るのはどうい

ふととかといふと 、日本は現在職宰を してゐる。

とれは動か し難い事質です。或る人は、例へば歌

紫街の股盛を見て、或は遊興税、飲食視が税率を

上げても、だんだん多くなるのを見て、日本は戦

争してゐ扱いといふ人がるるが、私はさうは思は

rJ，ぃ、載さ許してゐる事質があればとそ 、さういふ

ものにたって現はれてくる 、軍主守があって通貨の

流遁が多 くなればとそ、さういふととに君主るので

あうて、とれが戦争してゐる事宜です。それから

もう 一つlふとれば日本人として誰でも脅へてゐ

ると と L 思ふが、どうしても 勝たねば主主らぬ、戦

争の勝利、とれは日本人の理想です。さうすると

戟守してゐる事貨と、日本む勝利といふ理想を結

びつけたもの、それがわれわれの湾へ方む根本で

は主主いか. さうするととれは大阪からマニラへ行
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くにはどの道- を通ってどう行くかといふやうな簡

. 友ものではなくなる。つまり具骨量的なものと抽

象的なものを結びつけたやうな考へ方が却って本

営の進み方かもしれない、一見理想に向ってゐな

いやう友進み方が、却って理想、に進んでゐるのか

もしれ友い、マニラへ行くのに支那へ向って行く

といふのは理想に向つてゐ友いやうに思へるが、

それが理想的友進み方かもしれ友い。建築技術も

それだと思ふ。只勝てばい L といふので友く、廻

り遁のゃうでも、それが結局理想の道では放いか

と思ふ、文化の問題も同じととだと思ひます。さ

うすると、あ L いふ記念建造物をつくるといふと

とも、あれでい与といへるかもしれない。つまり

記念建造物をつくるといふ考へ方は、目標陀向っ

てゐる聞の一一何といふか一一いはば一里塚とい

ふやうな簡皐友意味じか出て来怠いと思ひまナ。

本常の意味の記念建造物は、もっと先に考へられ

る。とに角、我々は今ある目標に向って歩いてゐ

る、その途中で記念建造物をつくるといふととは

丁度会寺の記念スタンプを貰ふのと閉じで、本営

の記念建造物はもっと先である。つくるのもい与

が、今つくってゐるりはどういふ道程を通って歩

いて行ったかといふ一里塚的意味しかないと思ひ

まナ。

それから資材の問題ですが、資材・の問題は我々

として現質的に非常に困る問題でナが、とれも結

局今いふやうに戦争してゐる事責と、戦争に勝つ

といふ理想を大きな意味で結びつけて考へてみ

る。との際政府あたりの指導方針が理想的なもの

から非常に離れた所に同様が立てられてゐるやう

に思へて、非常に迷ふととがありまナ。政府は戟

守に勝つために、途中で幾つもの道標を立てムゐ

る、貯蓄しろとい叫宮貯繋が一つの道標になる、

或は生産擁充といふ目標を掲げるといふゃう陀、

勝利のために途中の道標を掲げてゐるわけです。

資材を統制ナるといふととも、結局途中の道標で

あって、とれはナペて戟$ I ' C 勝つためにはさうす

るのがい与と考へた爾家の考へ方によってやって

ゐるわけでありまナ。元来、物の考へ方には、我

々の考へによって動かし得る側面とどうしでも動

かない側面がありまず、とれは歴史の成り立ちが

さうであって、いくら考へでも歴史は一夜にして
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費へるととは出来ません。先程着物と住宅の喜子話

が出てをりましたが、とれも商白い問題でナが、

との問題も一つの睦史であって、とれは我々が幾

百考へでも、一夜にして鑓へるととの出来ない側

面であります、材料の問題も幾ら考へでも如何と

もし難い問題であります。かういふとともいはば

園家の方策として建てられたといふととは所詮人

聞の考へたととではるるが、電話守の事: 貨に立って

政府が決めた生産綴充といふ中主主の目標に向って

歩いてゆくには結局さうし主主ければならぬ。そし

てそれによって蹄結されたものを良いとか、悪い

といふととは許されない。材料陀劃ナる考へ・方も

全然入らえ主いものを手に入れるととは出来主主いが

その聞に新しい遣がるるのではないか、或は我々

の要求からは非常に離れてゐるかもしれ君主いが、

消橿的友商からいへば、材料も大き友ものがなけ

れば、小さいものを使ふといふやうに、未だある

ー」部分でも材料があるのでは汝いか、我々の自由

性と束縛性をごっちゃに考へて歎聾を洩らすとい

ふととはいけ主主いととでるって、未だ我々の工夫

によって解決し得る部面もかえ主りるるのでは友い

かと思ってゐまナ。

河合一一御克主主御競です、例へば代用品( 叉代

用品を引出しましたが〉などでも此はチヨット幼

稚君主祭かも知れませんが、今思ひ付いた鹿でドア

ーチェックなども竹のベニヤ式を工夫して出来る

のではないかと思ひまナね。

安井一ーまだまだ種占考へるべき津山範囲があ

ると思ひまナね。

小J I l - 一今後はいま L で例へば錨材 8 トンで完

成したものを、 2 トン或は 1 トンで完成させると

いふととも考へていムと思ひまナ。さういふ黙で

年寄りの方々は御経験がゐ有りになると思ひます

が、その経験の範囲で、若い者が考a へた創意を無

批判に取り捨てるといふととのないやうにして頂

きたいと思ひまナ。設計でも施工の場合でもさう

でナが、折角仲ぴるべき技術をもってゐる青年が

最近は伸びないといふのが現質であ b まナ、戦時

下だからとそ新しい技術の検討と質践が必要とな

ります、その黙でよし失敗しても、決して無駄に

は怒って訟いのですから、新しいアイデイアを提

示した場合は官臆関係でも指導に賞られる先輩も



その黙ゆとりをもった批判を以て賀験的にでもや

らせてみるといふととたた願ひしたいと思ひま

す。とれば営面マイナスの様です、決 L T さうで

なく来るべきプラスの基になるのでナから。

堀井一ーさうでナね、殊陀代用資材は中には依

黒占があっても、育成し育てムゆかねばならんと思

ひますね。

河合一ーその中で優秀友ものは園家主主り官臆友

れ或は営協会皐舎などで表彰してやれ場合に

依つては、研究奨駒資金を出してやるといムです

ね。

小J 1 トー悪いものをけなナといふととは誰でも

やるが、良いものを助長するといふととはなかな

かやらない、建築にか. 1 . 1，:;γらす= 、組、ての方面陀も

良いものをと伸ばナといふ様主主ゆとりが献けてゐる

やうに思ひまナね。

中野一一只今のゐ話で、私が聞きたいと思って

ゐたととを伺ったやうに思ひます。1 t ほ今建築家

ｉＧｃｾってをられる方、或はとれからやらうとナる

ものム向上になるやうえ主もの、勉強の封象として

必要友ものが主主いやうに思ふ、折角勉強しようと

思つでも、さういふものがないために、十分勉強

が出来ない、また今む建築家は次の建築家を育て

ムゆくといふととになるが、それも見てみると.

どうも営座に聞に合へばい ι といふゃうえ主傾向が

見える. 次の建築家を育てるといふ努力が足り友

い様に思ふんです。安井先生が. t - 蹄りになって淋

しいが. 安井先生は「工業の問題も結局は重芸術の

問題だ」といふ意味の話があったが、かろいふ時

代だからとそ. さういふととを特に数へてゆく必

要があるとも思はれます。私は毎日生徒の顔を見

てゐるが. 現在の生徒は「先づ拶たねば友らね」

といふととを探く考へてゐる、だから先づ戟場陀

立つととを考へてゐる。とういふ場合に、今遣の

様た態度で建築む勉強をさせるととは見営はづれ

に主主りはし主主いか、との貼に附いて皆さんの会考

へを教へて頂きたいので、ナが。

河合一一兵役問題がありますからね。

中野一一そうでナ、生徒は第ーに兵役関係のと

とを考へてゐる、建築よりも、兵陵に主主るととを考

へる、技術とか、材料の問題えにぞのととは考へな

い、そして兵除に行って 2. 3 年経って錦って来る

と、前に教へられたととを 、ナっかり忘れてしま

ってゐるから. 、それを叉再教育するといふととに

古るのですが、との問題K ついても泉校に開係の

ない方も 、やはり考へて頂きたいと思ひまナ。

とういふ際だからとそ勉強はうんとやらせたい、

今の様に建築の方向が移動したら、それに即醸 し

て矢張建築としての基本的なととは確り修養せな

ければならないと思ふんでナが。

小J I I -特に時聞の短縮は大きた問題ですね。

中野一一一般に卒業設計は殆んど出来ないやう

た紙態でナ。

伊藤一一中野さんのゐっ しゃったやうに、皐校

を出て 5. 6 年やってくると、今までむととを殆ん

ど忘れてしまふゃうえ主事になる、折角銭筋や餓骨

の計算を習ったが、蹄ったら叉改めてやり直さな

いと、営分役十亡立た主主い、僕はそういふ意味から

いっても煉瓦建築を再認識してい与のぢや主主いか

と思ふ、理論的にいって、煉瓦が完全な材料でな

いといふととは確かだけれども、二階や三階位の

相蛍間仕切のある建物たら地震がるってもとわれ

たい位むものは充分出来ると考へられる、も少し

煉瓦でもって二階や三階のものをつくれるやうに

したいものでナ、今後とも木材にばかり頼って行

くととは資源の貼からも、防空の黒占からも疑問が

あると思ふし、それかと云って都市の九ての建築

をコンクリート建築丈でやると云ふ事も困難左足問

題ぢやたにいかと思ふ、むしろ煉瓦といふものを此

の際もっと考へたほナ必要がある 、私はとのとと

についてーぺんみ友さんの御意見を伺へたら結構

と思ふのですが。

堀井一一震災の時には煉瓦は弱はかったね、ま

若う部屋を小さくして、錨筋で要所を補強すれば、

煉瓦でも強いものが出来るが、も少し餓筋をつか

はないと。

伊藤一一震災の時に倒れたのは煉瓦建築も有っ

たでLせうが、木造建築もコンク P ート建築もあっ

た煉瓦で倒れたのは工場みたい主主非常に壁の面積

の長い間仕切りも主主いやうたものが多いので、と

れは材料ぽか Pの紋陥でほえにく、寧ろ設計や施工

が悪かったんだと 思はれる。

宮田一一構造的君主飲陥もあっただらうと思ふ。

伊藤一一あれはコンクリート建築のまだはじめ
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の時分で、あの時分率校のえらい先生方があまり

極端に煉瓦をけ君主して銭筋コンクリ{ トでえにけれ

ばいけp & . いやうに云ひすぎたものだから。

字賀一一地震に針しでもろかった煉瓦造より残

った煉瓦迭をとり上げてはと思ひますね。

伊藤一一煉瓦建築はもっと奨勘してもい与と思

ひまナが、如何でせうか。

堀井一一施工が全然違ふからね。

7 ) ( 原一一部屋が小さければ良いと思ひまナ。

村野一一横須賀るた D も残ってゐました仕事が

いムんでせう、昔の人の仕事は全然遺ひますよ c

村野一一保件が苛酷で、ナから。

伊藤一一堀井さんの方なんか、何とかもう少し

煉瓦建築陀針して考へていたど tきたいですね。

堀井一一貫際D 教育陀関して私はちょっと気づ

いたととを申し上げます、私が建築へ来るそもそ

もの動機は、イヒ撃がさらひだったと云ふととが消

極的危ーの理由だったのですが、とにかく暴科目

K 就て専門皐校もみえE同じゃう友型で教育が施さ

れてをる僚に思はれます? 、とれはひとつ専門拳校

は専門拳校に遁ナる考へ方の下に、大感11:大f撃に

遁する考へ方の下に教育するといふ方法があ b得

るのぢや友いかと思ふ、いづれも大率を標準l乞ナ

れば、その型を小さくしたやうえた型にはめて教育

されて居る様に思ふ。

中野一一工業率校ではないが、中身巴校、閣民感

校などそうですが、既に湿度や禍度の測定をやり

物i J ( 方商の取担ひが控って来た: 工業製校で、‘ まだ

取扱へ友いものを中率校なり、その他でどんどん

やってをるが、との様に責際必要友ものは建築の

方でもどしどしとりいれたい o e' うもむつかしい

ととばか り考へてしまって、本常陀役立つ基礎的

主主大切お: ととを残してを ったゃ う君主f伏態で、今日

までやってまいったやうに思ふ、と} とかく今のと

とろ建築i亡闘する教材をみると、きまらない非常

陀海山なもむを集めて、とれをナきなもむをとれ

といふゃうえ主やり方陀主主って去るが、もっと本常

に必要放もの基本的えに方面からだんだんきめてゆ

く必要がるると思ふ、最う皐問としての形は想は

泣くてもいムから、とればといふ極く大切なもむ

に重鮪を置いて教育する時代でナ、高島聞の縮画は

必要ありません友、極端に云へぽ前後の関係えにぞ
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問題でゑく、必要主主も φ を並べる態度でい L ゐ思

ふんです。

姫井一ーもっと文化を高めてゆく必要があるね

水原一一コレクシヨンのやうえ主考で、ま 7をどう

もしえにいと思ふ。

伊藤一一今建築屋む聞で問題になってをるのは

大都市の中に作る建築をどうするかと云ふ事で、

郊外や回合医出来るものは大した問題ぢや友いと

思ふ、都市に作る建築が一番問題になる以上、建

築家がもっと都市そのもの都市計霊と云ふやうな

問題に関心を持たなければならないし、感校陀於

ても、そう云ふ問題を充分取り入れて欲しい。

村野一一都市について敬へる標準といふものが

出来てをるかどうか、都市は彼像訟ものだとか、

いろいろ住宅問題が出たが、私考へるのに日本は

脅からの習慣とか、気候f伏態歴史といふものを考

にいれるととが現在必要だといふとと L 合理的の

考へ方、とのこつあると思ふが、その南方をとり

いれたととろの都市は主とういふやうにすれぽよ

い、その基本を輿へるととろのものが、まだ建築

家の建築界の中陀確立してゐ友いゃうである、 ー私

どもはもっと勉強する必要がるるかも知れ君主い。

錦国一一都市といふものは、日本では奈良朝か

卒安朝に考へられただけで、それから後は都市と

いふものは考へられてをらぬやうに思ふ。

字賀ー- ; t - 尋ねします、都市を中心にして建築

技術を数へろといふ会話が出ましたが、それに劃

して御意見は。

村野一ーとれは建築の木質を示さえ足いといけお:

。

〆、
ι

目
、

錦田一一僕はそう思ひませんがね、今日の建築

の自制は都市中心ですから。

村野一一建つには建ヨでせうけれども、建築と

云ふ木質を残してゆく、都市に建つ建築とは何 Z

や、第二段の話たなると思ふがね。

錦国ーー 僕はいまムで建築といふものム目標が

都市といふものでなしに、建築そのものだけでよ

くしゃうとだけ考へるからいけないんぢや友いか

と思ふ。

村野一一言葉3とか. . . . . . ，ナゃうでナが、農村にして

も、都会にしても、詰うる意味では都市' e ' はないか

と思ふ、現在の都市も今後は衛生都市と新興都市



と同じやうに理想化されたものに改造される運命

にあるのち‘ や念いか刊そうすると都市とは郊外市

街とかいふやうな考陀いれるととは、とれはこの

弐の問富ぢゃないで、せうか。

錦国一一ーさきほど村野さんは高居建物が平家建

かといふ問題十てついて仰言ったゃうです治宝、それ

に劃して字賀さんは生活の構成が根本問題といふ

やうにー仰言ったのでナが、その前陀やはり都市は

どういふゃう陀つくるべきかと云ふ事が問題だと

思ひまナが。

村野一一むろん生活様式の問題に開係しゃうと

思ひます、まる今日の緋を引くと、日木でいふと

支那事費あるひは滅昔t ¥事費かキ1 ] " りませんが、都市

の動きの政治的重要君主要素は経桝で、は主主かったか

と思ふ 、過去は樫桝が政治を D ードして来たもの

であるが、今日では政治といふものが、すべてを

リードするかたちである、経桝が政治を指導した

時陀も、者1¥市は高居化ずる運命にあった、用地を

集約的に伎へば、建物は高月号化ずるのが営然でる

る、アメリカその他の欧米諸閣は、かりじゃない、

日本でもそうだ、ととろが今度はかたちを費へて

政治が経済を指導したものが、経済が政治をリー

ドナる場合、都市は営然高居化される運命にあ

る。たとへ( ' . f 衛生交遁、あるひは鴎家自曜の能率;

といふととを考へでも高滑化される、都市に空地

を残して土地使用の控桝理念、を度外視しても、政

治的陀それが必要になって来る 、そういふ表現の

形成は獲るでせうが、高居化されるといふととは

そういふ運命陀君主る、私はそう考へますが、しか

し、とれが住居の問題になって 、自ら性質は別問

題陀怒りませうから、また都市の如き住居は、沼I j

の郊外や衛生者j¥市になるが、働かく場所を離れて

住居といふものは出来ゃうが、それらは環境によ

り生活様式がだんだん錬成されて来るのじゃない

か、今迄の生活様式を置守ナる 、置守しゃうとす

れば、それに悩みが生じ、菟倒さが起るけれども

ただ費化するととは営然の詰だが、まあ今日のも

のを墨守する必要は君主い、従ってある程度の高居

化するといふととは 巳むを得ない欣態になるんじ

ゃたいか、私はとう考へてをります。

錦回一一吉田さん 、将来の都市の問題について

のゐ考は一一防空防火人口の問題たど F 一一

吉田一一大問題です念。将来む都市については

交通、衛生、保安、経梼等む見地以外Y亡、先づ防

空の問題を考へなけれy ; f 成立たねのじゃないかと

思ひます。で、われわれが乎ぜい考へてをるやう

友ととを一寸申上げて御批判願ひます。一番初め

に、特に大阪とか東京とかいふゃうえ工大きな; 都市

につトて、もっとも警戒すべきととは、従らに都

市が過大化するといふととで、最近暫定措置とし

て工場規制といふものが出て笠施されてゐますが

膨脹要素となるべきものを根木的l乞引抜くやうに

考へるととが大事で、之と卒行して線地帯を考へ

る。たとへば大都市の近郊に幅約 1 キロぐらゐむ

グリンベルトを戴いてやる。それから何を措いて

も宅地内の空地を十分にとらえ主いといけ友い。私

は高暦化するととも結構でナが、高清化するだけ

で、空地が友くなってしまふと ν J 、ととにたると

非常に悶ると思ふ。一方また宅地内のｾｪＺ也を十分

陀取ると同時に、積陸的十ζ 闘や自治醸の手で公闘

とか贋場とか云ふ自由空地をどんどんとって行く

といふやうな方法にしたいと考へてをります。ま

た例の火災に劃するE季、防も重大で、あり 、全部の建

物が理想、として銭筋コンクリ ー トをもってする、

また爆弾陀封しては全部地下に入れてしまふるとい

ふゃう君主極端な議論も出てをるやうでナが、それ

はなか放か一朝一夕では出来友い。それで、どうし

ても市街をある泊常な間隔に直制して 、完全主主防

火地帯を構成する。とういふ考へ方が必要じゃな

いかと考へてをります。それから防空的の見方で

とれは非常に出遁るか知りませんが、重要施設と

いふものーは、お: るべく分散させる。ーケ所に集め

ない。昔はよく集めたものです。? ととへば官臆街

といふゃう友名前をもった所も相営ありますが、

それでは具合が悪い。友るべく分散し、しかも相

互直経を緊密にする。軍事施設に劃しでも行政施

設 κ 劃しても、工場施設や交通施設、電来、耳斯

水道 、市場などの如き供給施設、共の他通信施設

や厚生施設など 、いろいろ重要な施設はみな分散

する。支那の南京では故意か偶然か、との黒占全く

うまく行ってをります。大韓とういふやうに考へ

てをります。結局質現方法は一番は じめ陀申上げ

たやうに全部の建築物は園家む手でやるといふの

が 、あるひは行過ぎかも知れませんが、もっと閥
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署長が都市計壷陀封して最後まで見届けるといふや

うにしたい。かやうに考へてをります。

小林 山口さん、市役所へ沿っとめですが、

何か御感想、を

山口一一どうもガ γ リンが廻り過ぎまして、 If;ま

膿としたものですから。

錦回一ーその問題ですが、都市計霊を道路計壷

と考令違ひしてゐるのでは友いか。建築計霊が主主

い、建築計霊は奥へられた土地花、奥へらねた坪

裁に計霊を立てるととはあっても、始めから都市

を造ると云ふ風には考へられてゐない。

村野一ーサゼ ツジ ロンがえ主いと考へたいといふ

傾向がるりはしないか、都市計霊と一緒陀建築は

もっととちらからサゼツシヨンがあっても進出し

て行かえ主ければ友らぬと考へます。

錦回 そう友んです、府下の南の方陀今度人口

0 0ぐらひの町が出来ますが' 、その土地に工場の

努務者の住宅を 0 0つくるわけですが、との時は

道路計霊といふものはとの弐だと思ふ、まづ第ー

に努務者に封ナる家をつくるといふのが主目的で

ナから、そ礼が先陀来て、そして道路の計壷なり

町割といふものがつくられ怠ければ主主らぬと思

ふ、ととろが現在ではどうも道がつくられて住宅

致地がつくられて、それから家を考へるやうにな

ってをると思ふ。

村野一一周園の人がやらせ友いのでせう、むし

ろ建築の方はやる方ですよ、 l喧嘩を買って出て引

下るとともあるが、ちょっと考へると、やってを

るゃうです、職業建築家がたのまれても、なかな

か理想通りに貰現しない、そとの替緒部の人が、

われわれのいふととを大分チェックずる場合も大

分あ b まナ、そういふととで困るとともるりま

す、むしろとむ頃の建築家はやる方ですよ、やり

方が足らぬかも知れねが。

吉国一一土地区割整理が成立し、立波主主験地が

出来上れとういふ建物が出来ればいムと、われ

われの方で考へても、たとへば何時のまにか間口

を狭くされてしまふ。建築家の方でいふのか、素

人がいふのか、都市計壷と建築といふものは、ど

うもピックりまだ行ってゐ友い。だから最後迄闘

が見届ける必要があると思ふのです。蝕計1請ける

方では利潤を遁求ナるためK 、間口を少くして人
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を集段的に入れゃうとする。

村 野一一政治の指導理念からいふわそういふ

とともどうも奮態依然たるもので、規則通りに善

意に解揮する人はそれはやるが n 今日は程端に討

義に解轄すべきでは君主いでせうか、事賓と遣った

のが今日の都市計葺のやうで。

小Jルードイツの建築統制の震に施行経済は勿

論ブロックからプラン、フアサードのデザイン迄

が薗家的危規準に置かれて、初めて吉田さんの理

想於貫現するのでせう。

村野一ーとういふととに友ったらどうかと思ふ

私は日本の都市は木造だから、中心地でもやはり

そとは改修する部分が起って来る d 外園の都市の

やうに建築が出来たら、非常にひまがかムる、ベ

ルリンの如く郊外に新しい住宅が出来ると、今迄

の住宅よりよいから、中心地がどんどん郊外へ移

って仔く、とれが本蛍の護展経過じゃ君主からうか

ととろが日本の郊外の方は、中心地の住宅にして

も、構造たり居聞からいっても、建物からいって

も性格が蟹ら友い、とれが訣黙だと思ふ、郊外に

新しいものが出来れば、いや懸念しに移動地帯に

護展して行く、政治的にも改造されてゆく運命に

なる。とれが日本の都市と外園の都市との遣った

性格ではたいだらうか、とれを何とかし友ければ

ならねと息ふ、だから日本の都市のやう友木造で

充たされた土地に謝してさう無理矢理政治的にや

ってもい L かどうか分らないと思ふ。

村野一ーその結防空とか 、防火の問題でも百年

河清を待つゃう友もので、いくらやっても駄目だ

らうと思ふね。

伊藤一一僕は閥東の震災が初当ったら 、今の東

京でも大阪でも恐らく宇分以上煉瓦建築に怠って

ゐ? とだらうと思ふ。そしてゐそらく現在のやうに

防空々々と大騒ぎしゑくてもよかっただらうと思

ふ‘ 。

村野一一練瓦建築は規則でやかまし く縛られて

ゐるからね、規則でもっと大事に取扱ってゐてく

れたら煉瓦建築は確かに裂達してゐただらうね。

伊藤一一ーだから一般の人も今では煉瓦はいけ主主

いものだと思ってゐる。

掘井一ー今では煉瓦はどうも仕方うがないでせう

今煉瓦者とやらうといふ何か貝安がありますかの



伊藤一一今のまムでは石茨が供給出来君主いとい

へばそれまでですが、とれが日本の将来を 左右す

るといふととになれば、建築家がもっと「石茨を

煉瓦へ廻せ」といふべきだと思ふ。

堀井一一それ友らばセメン ト煉瓦でもい与でせ

う。

伊藤一一それで、もい L でせうが 、煉瓦の方が手

耳元早いでせう。

村野一一コンクリート の許可はやかま しい、煉

瓦の方が簡単です。しかし煉瓦も鍛筋でなければ

ならぬといふととろが閤る 、とれがもし木でい与

といふととになれば煉瓦でやれる 、さうすれば燃

焼速度は三分の一、四分のーに放ると思ふ。最近

私は規則にはまらえ主い建築をやりました 、とれは

建物と建物との聞の防火壁を規則通りやらえ主かっ

たのでナ。それで、とれでは いかんといってきたが

私はどっちみち木造の家だから燃える、只燃焼速

度を遁くして二階にゐる者が非常の場合に避雑出

来るやうに木骨に煉瓦を詰めて行ったらどうか，

防火壁でなくても要ナるに燃焼速度を湛くナれば

い与では友いか、木造の家がどん主主ととをしても

安全に残るとは思へないといって意見を並べたら

それで、宜しいといふととであった。とにかく少く

も壊れ友いといふととを考へ放くても 、少しくら

ゐ壊れでもい A から 、また L とへ燃えても燃える

速度が遅ければ、そのうちに消防夫が来て助けて

くれる 、その賠規則を饗へてくれ L ぽ少くとも煉

瓦で三階までは出来ると思ふ。

伊藤一一事務所建築は別でナが、者j¥市の一般住

宅は三階以上つくる必要は君主い 、また三階くらゐ

のものは煉瓦でつくれるやうに友らねば嘘です。

とれば非常陀極端主主話でナが、上海あたりの戟耐

をうけた所へ行ってみると 、焼けたものでも煉瓦

建てのものはそのま L 屋根床をつけたら家が出来

る、壊れた家でもその煉瓦を使って直ぐ新 しいも

のが建てられる。その結木造ではどうするととも

出来友い 、銀筋 コンクリ{ トでも壊れたものは捨

てるよりほかない。煉瓦はすぐそのま L 利用出来

まナ。

堀井 一ー規則については建築協舎の方でまとめ

られた場合に出しました。その時「現在の市街建

築物の規則は全面的に殿止してくれ」といふ意見

も出し? と 、そ して我々もさういふ意見だし 、内務

省でもさういふ考への下t亡、住宅管圏が 7 坪宇の

戦時型をつくったやうに 、その他に戦時型陀遁ナ

るやうに法令を改慶するといふとと陀着手 してゐ

まナ。尤も本年の議舎には聞に合は Jないから、さ

らに 1 年延びますが、来年の議曾比は提出する運

びになってゐまナ。現在は十分さう云ふ機運陀主主

ってゐる。たほ首局でも規則だから担げられ友い

とはいってゐないので、す。

薮中一一内務省令の方は議舎にまたなくてもな

んとかならたいかね。

堀井 一一主主んとかなりまナね。

蕗中ーーその五月蝿いととろを内務省令でやっ

たらどうか、極めて簡箪でナからね。

小川一一話が費 b ますが、とれば建築家の弱黙

をさらける様になるかも知れませんが、建物を快

適陀活用するために使ふもの L 心構へを要求する

とひますか 、i或は理想的にいへ{ 古今の修養道場と

か錬成道場といふやうな建物陀入って生活すれば

精神的にそとに一つの心構へが出来、 とれは建物

木来の目的と使ふ方の目的とがぴったり一致する

事で、そとで、初めて快適友還境が生れると思ひ ま

ナ。それが戟時下といふ事情のため陪資材の不足

とか、議算の不足とかといふととで、勢ひ不備に

なる 、そとでそれを補ふ意味で、使ふ者にその心

の在りかを要求する樺利はないが、さうナれぽ同

じ建物でも・佼ふ人の心構へ一つで非常に快適な選

境が現はれるし 、建築本来の性格もその心構へ一

つで非常にはっきりして来ると思ひまナがね。

猪井一一建物に日本精神を現はす. 或は日本建

築を理解する、さういふ運動でナか。

小川一ーさちぢゃないのでナ、その話K 主主り ま

ナと 、一例をるげていへば、住宅管園が紳棚を置

きさへすれば、精神的方面は解決せりといふので

なく 、その中陀入る人が、その一家族は勿論のと

と、隣組の者全瞳陀和の精神を強調して住はせれ

ば、そとには美しい精神的主主還境が生れるので、は

主主いでせうか 、叉家族制度の話陀関聯しまナが。

掲井一一ー私共翼賛舎の方でも強い形では友いが

戦時下の生活の内容に多少それを含めてをりま

す。

小JI トーーたとヘば共奨闘がだんだん厳くなると
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ともに、どんどん時出してゆかねばならぬ、その

場合奥へられた20坪の住居でもさういふ心構へで、

住んでをれぽ、それが本営の故郷である、郷土で、

あるといふととになる、その精紳が強ければ強い

ほど心安らかに碑出が出来る、それから同様に第

.!l . 第 3 の精紳の故郷が出来るなれば¥吾々民族

の心のつなが Dによって力強い生活がかりそめの

b ばらゃにも充分に展開出来ると云ふわけです。

中野一一翼賛舎の「住」の問題は「衣食住」を

含めた生活指導ですか。

堀井一ーさうでナ。

中野ーーさうすると建築家だけでなく、他む方

面の人も入って綜合的にさういふととを強調する

必要がるりまナね。

字賀一一翼賛舎が住宅の問題を取上げた際P 私

たちが一ばん迷ったのは「紳J r偽J r床の間」の

問題でナ、自分たちとしては、そのうちのどれを

中心にナペきかといふととが問題になるのです。

住宅畿圏の住宅を見ると、恐らく床の却が第ーで

紳棚が第二ではないかといふやうに思はれますが

その舗をともっとはっきりして貰はねば図民がそれ

等の取扱ひ lて困るんぢゃないかと思ひます‘ 此の

間畠の明示は翼賛舎としてコボレグ開通ではない

かと恩ひます。何んとかそれ等の在り方を指示し

て欲しいものですね。

小林一一山口さんは臼本の民家の隠れた研究家

で、各方面を歩いて研究されてをりますから、 {iiJ

かその方面について御意見が伺ひたいと思ひま

ず。設付の住宅はどういふ風になってゐるか、或

は今の紳. 悌、床の間の扱ひ方でも何でもい与で

すが a ・1

山口一一農村ではとのどる家庭神棚が流行って

ゐるが. 悌さんが主に主主って. 紳儀が第二に和ら

れてゐるやう友形になってゐる様に見へる、しか

しよく考へてみると. やはり紳僚が第ーに放って

ゐるりであって、悌践とはきE 別々の観念で、考・ヘら

れてゐる。その謹撮には. 紳援は大抵「オイエJ

I! Pち最も主要なる居室に和られてゐるに射し、悌

様は民家にとっては後世の: ( { t JJU物であるととるの

「ザシキ」の部分に胞られて、日常の生活とは一

際きりはなし、典櫨議式の使を第ーとして居る。

とう考へてくると、紳様を主要居室の外主要注や
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椋上などに杷つてゐる例もあるから、日常紳陀仕

へて生活ナるといふ日本精神を如質陀物語るもの

として、現在の日本の民家をみるととが出来る。

村野一一紳様は御利益を封象にしてゐるからで

はないで、すか、施先を崇奔するとか、皇j溢皇宗を

崇拝するといふ意味でなく、 ｾｮ ち利益が中心にな

ってゐるからだと思ひますね。

堀井一一今までさういふ風l乞教育されなかった

からね。

村野一一私らは小さい時から宮地岳と伊勢榊1J

の札をうけて、それを床の間に掲げたものでナ、

Z 年中かけて信仰の謝象としてをった宮地岳紳祉

といふものは故郷の紳だといふのでね。

簸中一一私はや放ひをやってをったが、僕らの

親爺時分は朝起きると天将、大神や津山よび並べた

よく覚えてゐったが今は莞ヘてゐない。

字貫一一紳砥，琵の方で家庭用神聞の嵐絡を出し

て欲しいと思ひます。市場品の雄多な種演、粗悪

主主造作をみるにつけ、との放圧が不思議なんで

ナ。然も昔のものと i陵ぺて、最近は型がくづれて

神社型式の有つ美しさが壌はされ様としてゐま

ナ。

小) 11-ーそれは形式で、なく、精神さへあれば佳

に紙が張つであっても. それで、もよいんだが。

字毘ーーそれはそうだ、形式云々はといふとと

になるが、翼賛舎の方でどうと云ふ問菖で君主しに

各自の家庭に敬神崇組の形式として必ら歩紳棚が

あると云ふ黙で. その形式をどういふやうに取扱

ふかを指示して貰ひたい。住宅建築に重要及率柄

と思ひますから。

村野一ーそりゃそうです。

錦国一一皆圏では悌: 習がるりまナか、え主いでせ

う。

小林ーー・住んでをられるのを一度奔見しました

が、半; 前の床の聞が隣壇の置場になってをる様で

した。

字賀一一プランを見ると、一番重要硯されてを

るのは床の間だが. 敬神崇組が強調されてをる今

日、住宅に於ける紳湖の河彊は相常むつかしい問

題だと思ふ。

村野一一壁掛が多いからどとへでもかけたらい

主? せう。



字賀一一紳悌と床の間といふもの L 均衡が非常

lてむつかしい。

村野一一一つの部屋l亡必いてあ Dますね。

村井それで、い L でせう 。

河合一一古田さん、佐宅の勝治; 的退避ffr で・すが

ね、防空宮本や新聞危どで室の隅陀タンスや本箱

等を置いて、その中に入ってやれと掴解入りで説

明して居りまナが. 何時もる L して沿いては使ひ

勝手が悪いし、そうかと云って、いざと云ふ時に

運ぶのに入手のない庭では困ると思ひますが、も

うと少し良い築は無いも のでせ うかね。

宮田一一ふだんからa : ，. I . してやけと云ふ薄でな

いでせう。今は警戒警報が出て4なりませんから、

差歯ってその必要もないでせうが、警戒警報が出

ればやる必要はありませう。そうしないと、いざ

といふときになっても早急陀出来ませんから。

村野ーーささ襲といふ場合には弱い者が全部そと

へはいるのでナか。

錦沼一一敵機来誕の場合はすぐさま功昼帰営者

も皆がはいる、そして爆: 醸の破片にあたって・怪ゴえ

したり、死1主主いやうにする 、それから熔が洛さ

てしまへは¥熔賞者はすぐ活到するのです。

河合一一貫は、私の近，闘の家庭で老人と子供だ

けの家族なのですが、その場合、るの遜遁升の;浸

備をするの I' C 急; の場合‘ 間に合ふかどうかと思っ

てゐるのでナが、何かもう少しか弱い手で簡翠に

出来ないものか、タンス等でも 阜でも 付けてやっ

て可動式iとしてやったらと考るので・すが。

錦国一一『あれは緊急: 借置のも ので君主いかと思ひ

まナが、将来防昼即ち生活といふやうになってく

れば、もっと完全友ものを遣ったらい L でせうが

今のととる資材を新iて用ひないでは家財道具等で

考へたらあれより仕様がないでせう、たとへ何も

持ってゐないときには、伏せの姿勢をするりと同

じで、出来るだけ被害をよ}I' えにくするといふ意味で

今のととろでは一番よいだらうとそういふ程衰の

もので、ナ。

字 賀一一0 0の燥去に遇った人の話ですが. ガ

ラスが爆風で、!やへ飛設したと同時に屋根が飛ん

だ。その時の活を聞くと、桐εコタンスだけは何と

もなく、完全陀惑ってゐたがＮ洋 ｉｾ タ ンスはメチ

ヤメチヤになったといふのです、そとに何か面白

いととがあるやうに恩ひまナ。

錦田一一それは和タンスにいっぱいはいつゐた

からでせづ、洋Ｂｪｾタンスはガランドですからね。

小林一一桐のタンスは漏認をよく吸牧します・ね

此聞の阪神地方の水害のときにもタンスが71<1亡っ

かりながらも、タンス自身が7I¥. を吸l政して、引出

のスキー聞がかへて密着して、なかのものが安全だ

った様です。

字 賀 一一日本では桐のタンスは是非践して. J o - く

必要があるでせう。

吉田一一爆蝿の般片に謝しては効果があ りま ナ

が、火災にはもろい。

字賀ーーとにかく桐のタンスが水害。c も爆現に

も無事・だったといふととは、たいへんゐもしろい

それからも一つ数へられたりは 、昭和九年の風水

害の時と、 0 0の近所で、爆3遣に泊って、その雨方

も一貫して下見板張であった家は、他の家が飛ん

でしまったのに残ったと云ふととでナ。

錦周一ーその代り火災には目もあてら れね . 0

0 は主として爆風の被害で断片ぢゃなかったので

せう、たどいま待選.1 J f をつくるなどみな爆風を会

それてゐるが、断片の方が怖い。

河合一一爆風によるガラスの滋片飛散坊止に紙

やセロファンを貼って居りますが、あれは直き陀

制れてしまって駄目ですね、あれよりむしろ昼を

旋式陀上からぶら下げて必く方か有数だと思ひま

す。

村野一一回遜さんのに書いてるりましたが. セ

ロファンは駄目だといふととです。

河合一ードイツでもあれは徐りやってゐない様

に書いてありまナね。

錦田ー一一殆んど効巣はないと いって会ります。

小川一一そういふ結で、今夕の様な建築家の代

表の方々の集りですから 、何等徹底して統一され

たものがゑいのは因ったものですね、待; 控所た し

ても、ある町では床下に掘れと強; j il] し、ある町で

は行過ぎると云って叱られるし 、指導方針に根強

が君主いのが一番困る様でナね、と れは櫨或の問週

陀友りますからえ主あ。

錦周一一審訪圏が掘れ銅れといふのはるれは行

きすぎですが、たど自分がお捌りになるといふと

とはゆきすぎぢゃない。
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井一一府む方針も一つの大衆運動を念速にし

ようと思つでも、警防圏がそれに加はってをれ

その方針などもす= っとかわってきたりするととが

ある、そういふ意味で大衆運動といふものは、ま

あ非常陀むつかしいものでナ。

字賀一一今、堀井さんがおっしゃったやうに 、

先日協舎が爆弾の貫殺をやりましたが，その結果

検討の後の指導を待たす事 i乞勝手な針策を街でやっ

てゐるのをよく見受けますが。

堀井一一それは困ったものでナね。( 速記中止)

小川一ーとむ戟時下なればとそ、それぞれむ家

を守る、我々の建物を可愛がる、建築愛護といふ

意味で、防空防火施設をナるといふだけでなし

もっと公共建築、或は施設を大切に使用する、精

神を養成する必要を感じます。例べばドアーなん

かも高L暴に聞けたり閉めたりナれば、 10年保つも

のが、 5 年しか保たえにい、錨路愛護の運動と同じ

ゃう陀建築愛護といふととをもっと強調してもよ

いと思ふ。一殻建築も取扱ひ如何で、非常に影響が

aうると思ふ、かういふ戟時下でるるが故に、既存

の施設を特に大切に扱はねばならぬと思ひます。

特に公共建築施設等々に於て公徳心以外に建築自

髄を役愛すると云ふ楼主主精紳です。

宮田一一例へぽ最近は酸化聾友どのペンキの材

料が少くなって、ペンキが梯底ナるために金物が

腐って、修繕が多く主主ったといふととであるが、

金物を愛護するために必要友ペンキなども遁営陀

考へでもらって、もっと潤湾にナる必要がるると

思ひまナ。( 大下出席)

字賀一一・いや、小川氏のいふのは潤深とか、不

足といふ意味でなく. 大衆が建物を取扱ふのにも

う少し丁寧にやって貰ひたいといふのですよ。

小JII-一 ードアでも、 エレベーターでも階段の上

り下りでも現在有るものをもっと愛護して志らひ

たいと云ふのでナ、不思議なもので、或る草慣以

上をかけたいはゆる高級なものは、もちろん手入

れもいムからよく保持されてゐるが、ある限度か

ら僅か仕上の程度が下ったために、非常な被害を

うけてゐるものがある、使用する人の種類にもよ

りまナが、豪華なものは一般大衆もあまり凱暴な

取扱ひをとし友い. そして手入れも行き届いてゐ

る。安ものといはれるものは管理する方も心を入

1 5 4  

れ主主いし、使ふ人も無神経と云ひまナが、凱暴で

すぐ悪くなる。好い例とは思へませんが、その賄

南海の下の食堂は比較的双方共に考慮されてゐて

便所なども故障がない、それが北の庇念るたりで

は僅かの建物から受ける感の遺ひで連日故障で

す。全部を完全に使ってゐるといふととは、ほと

んどない. とれは僅かな建築家の意途、又は仕上

材料、施工程度の蓮ひで、大衆の心理的影響が遺っ

て来るのだと思ひまナ。その鈷どんな建物。もゐ

互ひに集をつけて耳元扱ふといふととを強調ナべき

だと ，思ひま ナ。

字賀一一同感でナね、小さな差込錠まで愛護a心

を及1まして貰ひ? といで、ナね。特に皐校数育をして

貰ひ度いものでナ。

小JI トー暴校の窓ガラスでも、公園生垣でも同

様でナ、かういふ際だからとそ、特陀かういふ運

動が必要だと思ふ。" 建築愛護/ } 運動です、建築

協舎るたりで。

錦回一一翼賛舎でもさういふととをいはれてゐ

るが、建築協舎でさういふ運動をしてよいと思ふ

ね。

小川一一一般の住宅は自分の家だと多少は策を

つけるが、借家だととれは家主のものだから、昼

主主ど切れてもよいといふのが普通の観念でナが、

公共建築物でも個々の建築物でも「閤家の建築施

設」といふ賠では同じであるから、資源愛護には

饗りない砂糖を大切陀し出したり、軍用機献納運

動とも同じ意味です。

錦回一ーその知、今はい L 時節でナね、住宅難

で. 大分借家人根生が是正されてゐる。

小川一一支那では、華北交通るたりで、一般民

衆に徹底した教育をして締路を守らせてゐる泊締

の部落を舘路愛護村と云ふ名のもとでナ、列車が

通る前後には、それぞれの定められた位置陀、そ

の営番は自分遠の奥へられた直聞を護るのでナ。

異常があれば. 直に各警備屯所に通告する事陀な

ってる様です、放行して居つでも住民の子供等が

腕章を念いて竹槍を持って直立不動で、列車を見送

る姿陀は全く頭が下ります、やはり無事故の部落

には、賞71犬等を出してねぎらって居る慌です。

掘持一一『非常陀良いととでナね。

河合一一同漫さんのゐ話によると 、ドイ ツでは



政府が住宅を建て L 借してやり、借りた人の手入

れがよいと建物年数より早く自分のものにさせる

だから借りたものも非常陀よく手入れするさろで

ナ。

村野ーーとれは恐ろしい習慣に放ってゐるから

ね。もう一つは建築陀劃する知識がない、われわ

れが事務所建築等をやってもさうです。建築して

引渡すと、管理者の方ではかういふ建築は手入れ

は要らないと思ってゐる人がある。だから故障が

起ると. とれは建築が悪いといって文句を言って

くる、我々としても憤慨にたえないか ら「それは

手入れが悪いからだ、どん友ものでも手入れし君主

主「で放って沿いたら 20半保つもので、も 10与しか保

たえ主い、手入れさへよけぼれば 5 年しか保た君主い

ものでも 10手保つ l といって逆た言ってやるので

ナが，建物は手入れの良い悪いで非常陀遺ふ。

小J 1 [ - 床云んかが自然襲滅するといふやうな

のは別ですがね、だから一方には吾々が計壷をや

る時f亡、その平面、仕上材科卒に慎重である事と

その建築自習が大衆疋及lます精神均効果を常に考-

へるべきだと思ふ。そとはドイツでは建築と云ふ

物と、との効果を可成高く評慣して政治均;亡盛ん

に建築を利用して居るるたり皐ぶべきでせうね。

村車一一瓦斯ピルの地下室には植木が入れてあ

るが、非常にい L ととだと思ふね、だから機.域の

ラン= ングパートも 5 年のものが10-' 手も保つとと

にたる。

村葺一一今では使ってゐる者にも良い建助と悪

い建物の直別が分ら友い. 一般の人がそれを見分

けるととが出来るやうに友ればい与で、すね。

河合一・此はうちの事務所で設計した尼ケ崎む

或公共の建物ですが、何時行つでも闘い電燈のグ

ロープの上が真黒く挨りが溜ってゐるので' . /J 、使

さん陀「もう少し手入して掃除してくれたらどう

か」と云った慮が小使氏の日くにですね「それな

ら尼ケ崎にある工場の煙突から出る煤煙を止めて

くれ」と逆に摸ぢ込んでくる始末でゐ話にならな

いのですが、煤煙の多い島放ればとそ、官余計掃除

が必要なわけで、小JI J君- の説C 湿り、大衆の建物

を可愛がると云ム織が非常陀紋けてゐますね、そ

の鮪瓦斯ピノレ等は何時行って見てもよく掃除が行

届いてゐて、安井先生としても気分良く思って居

られるとと L 思ひます。

字賀一一私は編輯の人陀ゐ願ひしたいんでナが

記事をもっと分り易件、入り易くしてもらひたい

と思ふ、そして「建築と祉舎」の名の下に建築知

識がもっと普遍化ずるやうにして頂きたいと思

ふ、何も六9 " しい言葉を苦心して使って高く止っ

てゐる必要はない¥もっと平易な言葉で、今日の

建築観を普通化させるといふ庭た「建築と枇曾」

む使命があると思ふ、 「圃j蒋降暴」主主どに教へら

れる黙はないか。

薮中ー一ー大下さん、あ君主たが来られ2とから、ま

た蒸し返したいのですが… " ( 笑聾) 今までに相

営議論があったので、す。貫際連築家、つまり建築

を勉強して建築に従事してゐるものが、今まで拳

校で勉強したり、机の上でやってゐたととe を本営

の庶民住宅によって腕試しするのは今度がはじめ

てであるが、今まで叫んで、来たととを管圏が質践

された、いはば我々建築家の中のチャンピヨンで

あるから、相官官粛して頂きたい、いろいろ意見

があるんだが、我々の一人として大いに資力して

頂きたい。

大下一一御尤もと思ひます、出来るだけ努力し

怠ければならぬといふととも十分考へられるので

すが、とにかくいろいろの僚件を克現して限られ

た経費と極限の材料で、しかも念いでやれといふ

ととです、いろいろと不詳があって、誠に技術者

としても不満足な結もるるのですが・ i

筆中一一仲潤ですからね、我々も他所事には思

へないですよ。

大下一一あまり皆さんの攻禦が多いので困って

ゐますよ。( 笑撃)

小林一一いろいろと有益左足御意見を拝描出来ま

して、ありがたうございました、議定の時間がた

ちましたので、此で閉ぢさして頂きます。( 完)

5 5  I  



建 築 新 体 制 要 綱

建 築 聯 合 協 韻 委 員 曾

建 築 恩 曾

日 本 建 築 協 曾

日 本 建 築 士 曾

建 築 業 協 曾

民本委員曾は、時局に割膝する震建築界の体市IJ 問題を研究協議する目的を以て、建築皐舎、 日本建築協

舎、日本建築士舎及建築業協舎の四合聯合の下に昨年 3 月設置せられたもりで、 爾来佐野利器博士を委

員長として舎を重ねるとと l l A、共潤建築行政、営繕、建築設計監理、建築施工、建築技術者園撞の五

部門に分って夫々専門部舎を設け、研究するとと前後延79; R j 陀及び、去る 11月 5 日の本委員舎に於て成

案告と得る陀至ったのでるる。

- * = 成案の取扱陀於て、所謂「建築新体制要綱 j と別冊一及ことに分けたのは、別冊の方は其内容が「建

築新体制要綱J I ' L 封北し、一つの中間的方策と見らるべきものに付、之を別加として添付するに止め、

以て建築界以外の諸方面K 劃しては箪に「建築新体制要綱」のみを蛮表するとと ムしたのである。

倫、本成案の賀施は時局下建築焦眉の念務でるり、且重要司事であるに鑑み、「建築新体制要綱」は速

に開係筋へ建議せらるム様態憩すると共花、別碕ー及二吃関しでも念速兵撞化の必要を力説希望して置

いた次第である。

因みに、本聯合協議委員舎の経過に闘しては、既Y亡本年 4 月旋律築維} 志へ詳細記述した所である。

昭 和 十 七 .年 十 一 月

要 領

建築ハ圏妨園家ノ建設ニ於テ、軍事労室、生産蝦

充、民力培養等図家植要ノ諸計註= 趨 (牢スル必須

施設タノレニ拘ラズ、米グ之ニ闘ス J レ時局的措置ノ

貫施ヲ見ズ、之ガ震建築事業ハ共ノ企業、技術、

努務、資材等ノ相互ノ調整ヲ歓キテ甚グシク遁滞

シ、之ガ園家諸重要事業ノ; 途行ヲ阻害シツ、ァ yレ

事貰ハ憂慮= 堪ヘザルモノア P

抑々現下建築事業ノ途行ガ多大ノ国雄= 逢着シツ

ツアル根本原因ハ建築事業ノ多クガ官民ヲ通ジア

凡ユル企業ノ一部トシテ計藍セラレ、之等ヲ集約

スノレ建築事業トシテメ綜合的統制ヲ紋クガ故= 外

ナラズ、即チ企業自腫ノ軽重銭念ノ調整ナク、叉

此ノ企業ト技術、努接、資材ガ互= 遊離披行シ、

露= 施工見込ノ; 立タザル工事ノ前L立 ト人的、物的
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建 築 聯 合 協 議 官 委 員 曾

ノ数傘低下ヲ惹起シツ、アル= ヨルモノナリ

建築界ノ現況ヲ通鑑スルニ建築行政機構ハ中央地

方ヲ通ジテ各部局= 分局シテ之= 一貫性ナク、官

公民諸営繕臨調亦趨M=分散シテ連絡、協同ヲ瞭

キ、民間設計監理業ハ企業者ト施工業者ノ中間=

各個散在シテ甚シキ技術詑率 ノ低下ヲ来シツ、ア

ルト共= 、更= 施工業ハ其ノ施工能力ノ: 基礎グル

資材苦手，務ノ獲得= 何等ノ成算ナグシア過大ナノレ蛮

注ヲ背負ヒッ、アリ、然モ建築努読者ハ工場第務

者= 比シテ著シグ不利、不安定ナノレ境遇= ア J レグ

メ、近年念激ナノレ減少ヲ来シ、ツノ不足ハ今ヤ建

築工事= 封シ致命的浦誼トナリツ、アリ

依テ之等建築= 蹄スノレ各般ノ快活ヲ除去シ、共ノ

糟カヲ穆グア画家ノ要請 ι 臆ゼシムペキ方策ヲ要

約スレパ次ノ :如シ



1. 企葺院ニ建築企輩中極機関ヲ設ケ、官民ヲ問

λ ズ線、テノ建築事業計霊ヲ此所= 集中セシメ

人的資源= 基ク綜合的統制及質施ノ能率的調

整ヲ計ルコト

2. 内務省、= 建政局ヲ設ケ、前項建築企壷中枢機

開= 闘聯シア建築行政ノ一元的中央執行機調

タラシムノレコト

3. 地方鹿ニ建政部局ヲ設ケ、地方腰、ニ於ケル建

築行政事務ノ一元的執行機現タラシムノレコト

4.  各省ノ営繕部局ハ省寧位= 統一シ ( 地方圏趨

ノ替繕亦之ニ倣フモノトス 〉共通普通的ナノレ

モソハコレヲ大磁省、ニ於テ取躍メ貫施セシム

ノレ コト

6.  民間設計監理業者ハコレヲ通常ノ能力ヲ有ス

ル皐位= 整理シグノレ上業務統制瞳ヲ組織セシ

メ、建政局ト関聯シテ其ノ業務ノ受q属、割首

ニ首ラシムルト共ニ建築士制度ヲ設ケ、建築

士ヲシテ建築法現上技術ニ闘スル規定事項ニ

付責任ヲ持タ シムルコト

6.  施工業者ヲシテ重要産業圏置令ニ依/ レ統指IJ 舎

ノ: 如キ統制撞ヲ組織セシメ、施工業者ノ事業

経営ニツキ統街J j 並= 指導監督ヲ篤サシメ、建

政局ト閥聯シア各業者a へノ; 業務ノ配分ア鴬ス

ト共ニ、材料生産部門並. : . ) . ¥J j . : . 設置セ ラノレベ

キ夢事務統制機調トノ連繋ニ於テ資、材夢事務ノ

需給ニツキ必要ナノレ措置ヲ講ゼシムルコト

f対各施工業者ハ大工、左官等ノ熟練工ヲ相営

激= 直属セシムルモノトス

7. 建築技術者ノ必然加入= ヨル建築技術者圏髄

ヲ組織シ、全科書県技術者圏謹ノ一部門トシテ

技術詫ノ指導ノ下= 暴術技嘉ノ研鈴、建築技

術者ノ指導、統制及建築圏策へノ奉仕、協後

= 閲スル事業ア行へシム ノレ コト

前記各項= 基ク諸機璃ノ相互関係ヲ固示スレパ第

一、二、三園ノ如シ

之等ノ諸方策ニ就キ建築行政、皆帯、建築設計監

管、建築施工、建築技術者園謹ノ五部門= 分チテ

詳述スレパ別紙ノ如シ

遁テ本案= 於テハ主トシア建築ノ立場ヨリ之ヲ

考察セルモ、建築ト密接不可分ノ関係ニ在ル土

木ト一括・シテ考察スル場合= 付テモ亦略遁合ス

ルモノ ト思料ス、例へパ建設工業統箭IJ 機鞠ハオ

木建築ヲ合ミ 、又内務省内= 建政局 ト土木行政

局ト併置セラル、ガ如キモノトス

第 l 建築行政部門

1. 建築企壷中植機構ノ設置

ヨ子町町 旨図家全般ノ建築事業= 開シ、人的並

物的資源= 基キ計葺ノ綜合的統制及

責施ノ能率的調整ヲ計ル露メ、金壷

院ノ機構ヲ整備蹟充スルコト

説 明 建 築 関 係 部 門 ノ 全 能 力 ニ 付 常 = 大 綱

ヲ掌握シ、以テ圏坊計輩、生産抜充

計華、人口計書、図土計藍及物資、

勢務並資金ノ ;動員計董等ノ重要因家

計壷= 之ヲ反映セシメ、業ノ遁E 化

ニ資スルト共= 之= 基ク建築事業ノ

質施ヲ調整シ、建築施設ノ利用ヲ有

効遁切ナラシムルハ時局焦眉ノ念務

ナリ

伺テ企霊涜ノ機構ヲ整備被充シ、建

築企霊ノ中植機預ヲ設置シ、官民閣

係者ヨ P成ル委員会ヲ併置シ、以テ

下記事項ヲ急: 溢貰施スノレヲ緊要トス

言己

ｾｬＩ＠ 建築事業ノ綜合計董 = 開スノレ事項

( 年度事業計輩、四期別事業計輩、

地方別事業計壷、官民別事業計差等 J

(  2)  建築事業ノ貰施ノ調整三開スノレ事噴

( 物資ノ配合、工事輩、注受註ノ調繋

技術者、労務者ノ需給調整等〉

附 記 建 築 企 霊 = 関 聯 セ ル 下 記 事 項 〈 技 術

院= 於テ貰施スルモノトス

言己

(  1  )  建築ノ基本的視格並[ 質格ニ闘スノレ事

項

ぐ材料、構造、用途等ニ依ル規格、

規格別慣格等〉

( 2 )  建築= 開スル基礎的調査及研究= 閥

スル事項

( 基礎的調査、研究ノ統制等〕

2. 中央官臆ニ於ケル建築行政機構ノ整理統合

現在内勝、厚生、商工、文部ノ各省= 於ケ ル

建築行政事訪・ハ相互= 密接不可分ノ関係ュ旅
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策一園建築各部門ノ組織系統及監督閥系要圏

0 商農

10工林

各

種

産

業

関

係

統

制

機

関

理

生

聞内

遁 府 l探] 奉

建

築

技

術

者

団

体

営

繕

部

課

、

地

方

施

工

業

種

団

体

地

方

支

部

一

.

地

方

支

部

材建| 材各

培!l.t=
掌業! 鐙業|

m事1

m

関1

者門|者係

全

園

施

工

業

者

地

育

施

工

業

者

1 5 8  



建線給E↑断 立ニl憾すJレi綿資料 J 瑳集締綾圃第二箇

充

員

震

直

一

一

一

一

拡

動

動

計

一

一

一

一

産

語

勢

土

一

一

一

一

生

物

骨

薗

内 閣

A 、

.u: 

直1

0完

省

各

よ邑

「
・

l

'

-
『
‘
・

1

・
・
・

l

「

各

墾

産

業

関

係

統

制

機

関

建

設

工

業

統

制

機

関

建

築

設

計

監

理

業

勢

統

制

機

関

5 9  

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

;

1

4

 

遁 府 懸 鹿

建|護

部 | 苦E

Z果 | 課

地

方

施

逗

苦

者

団

悼

地

方

支

部

全

園

施

エ

業

者

地

方

施

工

業

者

設

計

広

理

業

者

一

般

建

築

主

凡

建

訪

問

事

業

計

画

(

計

画

資

材

ヲ

含

ど

例

l

t

l

a

l

-

-

建

築

施

工

能

力

(

現

荷

物

力

弓

含

ム

)

1

1

1

1

1

1

建

築

設

計

也

理

能

力



無理蛾綜合計画ヨリ蟻工事実艇二至ル調整飛車輸

間

企

画

院

内

信衛

J頁

エキ本

省

「

資

l

材

l

J

商

一

l

労

l

L
生

省

惇

統 各

寿重

制 産

機 芸

関係、

ー一一 ...J I  

建

築

ヱ

業

統

制

機

関

建

設

工

業

裏

門

材

料

業

統

刷

機

関

客室

3雪崩

針 係

i話 各

蘭 種

地

方

施

工

業

者

臼

体

地

方

支

部

各

種

明

勢

者

軍

需

;;lii 

斥一一 -

，. . _ 一一一ー一一ー

凡

例

i

l

i

建

禁

事

業

a

1

1

1

1

建

築

安

施

1 6 0  



P 、而j モ時= 指導統制= 綜合一貫性ヲ献キ必

要建築物ノ遁正敏速ナル充足ヲ阻害セル事例

担Jカラズ、依ツテ之ヲ整理統合シア内務省=

建政局( 悟稽〕ヲ設ケ、次記主要項ヲ締括的ニ

質施セシメ、以: 7 建築企霊中植機構= 闘聯セ

J レ建築行政ノ一元的執行機関グラシメ防昼、

生産披充、櫨位向上等高度園防園家建設= 遺

憾ナカラシム・ルコト

記

( 1 )  都市政浩並ニ市街地造成= 闘スノレ事項

《都市建築形態ノ改造、一闘地住宅経

営、危険地直ノ整理改修等〉

( 2 )  建築ノ需給調整= 閥スル事項

( 住宅等ノ供給並= 管理、建築資材ノ

統制並= 配給、選築技術者努務者ノ需

給調整等)

( 3' )  建築各般ノ指導統制= 開スル事項

参 考

( 建築敷地及ピ一般並= 特殊建築物ノ

規制、建築設計者、建築施工業者ノ指

導監督等〉

( 1 )  建政局ノ組織

建政局= 離個ノ部課ヲ置キ、知J=- 技能

者及ピ資材ノ配給= 開スノレ官民関係者

ヨ P 成ル委員舎ヲ設クルモノトス

例へパ各課ノ分場在家跨ハ大要次ノ: 如キ

モノ トス

第 一 課

1. 建築設計者及建築施工業者等ノ

指導監督ニ閥スル事項

2.  建築資金ノ補助、助成並ニ融通

= 開ス J レ事項

3. 宅地建物ノ債格、地代家賃、賃

金ニ開スル事項

4. 建築統計並= 調査= 開スル事項

第 二 課

1. 建築敷地及建築物ノ規格統制=

開スノレ事項

2. 集図的建築形態並= 建築開護地

ノ統制= 閥スノレ事項

3.  建築用資材ノ需給統制並= 配給

= 閥スノレ事項

4.  建築技術者及勢務者ノ需給調獲

ニ開スル事項

第 三 課

1. 建築物及建築工事ノ指導監督=

閥スノレ事項

2. 建築地区及建築地ノ造成並= 指

導監管= 開ス J レ事項

3.  危険地直及不良地院ノ整理改修

ニ閥スル事項

4.  防火改修及防火地直〆造成= 開

スノレ事項

第 四 謀

1. 住宅ノ供給等ニ闘スノレ事項

2.  住宅供給機関ノ指導監替= 開ス

J レ事項

8.  住宅ノ改善等= 開スル事項

( 2")  建政局ニ整理統合スベキ建築行政事務

現在各省ニ於テ分掌セル建築= 閥スル

行政事務エシテ建政局= 整理統合スベ

キモ ノ概ネ次ノ如シ

1. 市街地建築物法= 開スル事項

( 内務省防塁局〉

2.  防火改修ニ開スノレ事務( 同)

8. 住宅供給= 開スル事務( 厚生省

生活局〉

4.  地代家賃= 開スル事務( 同)

5. 不良住宅地直ノ改善= 闘スル事

務( 同〉

6. 工事場ノ安全衛生= 開スル事務

〈同 苦手働局)

7. 木造建物建築統制規則= 閥スル

事務( 商工省化率局〉

s. 土木建築請負業者ノ組合= 開ス

J レ事務( 同)

9. 鎮鋼工作物築造許可規則= 開ス

ノレ事務( 同 館鋼局〉

10. 宅地建築物ノ債格統制= 開スノレ

事 務 ( 同 物 慣 局 )

11. 皐校建築ノ指導監督= 開スル事

務 ( 文部省普通暴務局〉

s. 地方膿ニ於ケノレ建築行政機構ソ一元化

地方臨= 於ケル建築行政事務ハ撤多ノ: 部課ニ
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分掌セラル、震メ、建築手続頗ノレ煩演ナルノ

ミナラズ、時= 指導方針ニ一貫性ヲ歓キ民衆

ヲシア蹄趨ニ謎ハシムル事例島j カラズ、依7 -

建築手続ヲ簡易ナラシメ、指導方針ヲ常ニ綜

合一貫セシメ、事務ノ能率ヲ増進シ、必需建

築物ノ: 質現ヲ容易ナラシムノレ需メ、地方臆=

於ケル建築行政事務ヲ整理統合シ、一元的機

構トシテ建政部課ヲ設ケ、下記事項ヲ一括鹿

理スルモノトス

記

、1) 建築穀地= 闘スル事項

( 2 )  建築物及建築工事= 閥スノレ事項

(  S )  建築費材ノ配給統制= 闘ス J レ事項

(  4  )  佐宅ノ供給並ニ管理= 開スル事項

(  5  )  建築ノ債格統告IJ ュ開スル事項

( 6 )  建築設計監理業者並= 建築施工業者等=

開スル事項

参 考

地方醸= 於ケル現行行政事務= シテ建政部課=

整理統合スベキモノ概ネ次ノ如シ

1. 市街建築物法= 開スノレ事務 〈警警察部J

2. 建築工事場ノ取締= 闘スノレ事務く 同 )  

3. 建築施工業者、苦手務者等ニ闘スノレ事務

く 同 〉

4.  警察令= 基ク各種特殊建築物ノ取締ニ開ス

ル事務 (  同 )  

5.  住宅= 闘スル事務 ( 感務部〕

6. 地代家賃ェ開スル事務 (  同 〉

7. 感校建築ノ指導監督エ閥スル事務〈同〉

fi. 建築費材ノ配給統制= 閥スル事務

〈経済部〉

9.  倉庫ノ取締ニ閥スノレ事務 (  同 )  

10. 都市計霊法= 基ク建築取締= 開スル事務

( 土木部)

11. 英{ 也中央法令、地方隠令中建築ニ開スノレ事

務 以上

ｾＮ＠ 建築行政ノ運営上必要ナノレ諸方策

前記中央地方ノ建築行政機構ノ整理統合ト平

行シ建築士法ノ制定並= 請負業者ノ組織化ヲ

園人建築調査機構ヲ整備スル等建築行政ノ

運営占必要ナノレ諸方策ヲ講ズルヲ要ス

1 6 2  

(  1  )  建築士法ノ制安並 E 建築施工業者ノ車峨

化ヲ園ルコト

建築設計監理業者並= 建築施工業者ノ技術

的水準〆向上ヲ濁ルト共ニ建築技術ニ閲ス

ル規定事項等ハ建築士ノ責任ニ於7 - 行ハシ

ムル駕メ建築士法ヲ制定シ建築施工業者ノ

組織ヲ法定シ以テ建築設計並= 施工ノ能率

ヲ増進シテ索テ建築監督行政= 人的徐カヲ

生ゼシメ他ノ綜合的指導統制 z 充ツルモノ

トス

(  2  )  建築調査機構ヲ整備スノレコト

建築監替行政ノ関:滑ナノレ質施ニハ常= ・建築

ノ動態並= 静態ヲ掌握スルヲ要ス ノレヲ以テ

調査費料ノ現i伏ニ鑑ミ企霊統制= 必要ナル

調査ヲ鴛ス機構ヲ整備スルモノトス

(  3  )  建築行政ノ運営ヲ完壁ナラシム ノレ鴛メ次

ノ諸方策ヲ講ズルコト

1. 園土全般ニ建築ノ指導統制ヲ震スコト

地方= 於ケノレ建築物ハ建築技術ノ進運=

1 * ハズ、概シア奮態依然タルモノアリ。

保安衛生上看過スベカラサ・ルモノ齢カラ

ズ、依テ図民ノ建築ニ劃ス ノレ認滋ヲ更新

セシムルト共ニ基本的事項ニ付地方ノ貫

情ニ則シ、規格ヲ定メ最小限度ノ規制ヲ

露シ以ア健全ナル建築纏設ノ効用ヲ蛮揮

セシムルモノトス

2. 密佐木造都市ノ改造ヲ篤スコト

密佐木造都市ノ無統制ナ J レ膨脹及各種都

布施設ノ偏在ハ都市防益上将来市民ノ保

健と憂慮スベキ現象ナ J レ= 鑑吉、都市建

築ノ形態、構造配列等ノ規制= 重結ヲ置

キ都市改造ノ具現ヲ圃ルモノトス

3. 市街地ノ建築関登統信IJ ヲ篤スコト

郊外地ノ建築関護ノ現況= 鑑ミ、其ノ合

理的強展ヲ園 P、区滑ナ J レ綜合的利用調

殻ヲ期スル篤メ、建築開霊地医制ヲ設ケ

諸般ノ都市施設. / . 貰施ト関聯セノレ建築開

殻統制ヲ篤スモノトス

第 2. 営 繕 部 門

1. 営繕機構ノ統制並ェ整備

(  1  )  営繕機構ノ j統合、統制



1. 官臆ノ営繕ハ- - " 1 室内エ於ア分立スノレヲ避

ケ省箪位= 統一スルコ人而シテ共通普通

的ナルモノハ大臓省、ニ於テ取締メ取扱フコ

2. 地方図櫨ノ営繕ハ図瞳皐位= 統一スルコ

3. 官臆以外ノ管繕ハ閤家ノ指導統制下= 置

クコト

鋭 明

管繕機関ガ各部局= 小サク分立シア従嵐設置

セラヲレ、モノアノレハ、能率経費等ノ鮎ヨリ見

テ遺憾砂カラズ、須ク省叉ハ地方圏謹ｾニ整

理統合スルヲ要ス、倫官以外ノ皆繕ハ之ガ適

正ナノレ運替ヲ闘ノレ震メ地方長官ノ指導統制下

ニ置キ、建政局ヲ遇ジア企華麗= 於ケル建築

企霊中枢機関トノ連絡ヲ計ノレヲ要ス

( 2 )  号繕機関ノ整備

1. 轡繕ヲ伴フベキ各種事業= 付営初ヨリ之

ガ企霊= 参霊スベキコト

2. 建築物ノ設計、監理、経理等= 開スル事

務ノ外其ノ維持管理ノ事務ヲモ併セ行フベ

キコト

説 明

従来管繕機関ノ: 事務ハ殆ンド建物ノ建築ヲ主

トシタノレモ、各種ノ : 事業企霊= 常初ヨリ多重

セシムルコトハ事業ノ遁正化ヲ計J レ露ニ最モ

必要ナリ、又一面建築施設ノ維持保全ヲ常=

完壁ナラシメ他面之ガ供用、徴用等= 開スル

事務= 具フ Jレ詩メ維持管理ヲ行フヲ要ス

2.  営繕事務ノ: 是正並= 簡易化

(  1  )  合計法規ヲ改正シ遁正償額ニヨリ随意契

約ヲ篤シ得J レt条項ヲ拡張スルコト

説 明

従来舎計法混上最低慣格ヲ以テ落札ト主主スヲ

常トスルノ結果種々ノ弊害ヲ生ジ居夕日、而

シア時局下建築施設ノ敏速ナノレ充足ヲ要スノレ

ニツレ一般競争入札叉ハ指名競守 ｩ ｾ 入 札ノ時宜

= 遁セザノレ場合多キヲ加フルニ至レリ、依ツ

ア連= 合計法規ヲ改メ特命ア馬シ得ノレ僚項ヲ

披張スルヲ要ス

( 2 )  鋒繕機関ニ於テ行フ建築設計エハ出来得

ル限日規格ヲ統一シ設計書ノ¥大綱主義ヲ害事

!) '. 詳細書ア要スル場合= 1 1 : 2 7ハ差支ナ

キ限リ之ヲ建築施工業者叉ハ建築設計監理

業者三委託スノレコ b

説 明

営繕機関= 於ケノレ建築設計書ノ、大綱ヲ明示ス

ノレヲ主眼トシ、詳細書ハ規格ノ統一= 依 P省

略スル方針ヲ採リ、必要巴ムヲ得ザノレ貫施設

計書ハ建築施工業者a ヲシテ之ヲ製造セシメ、

又ハ建築設計監理業務統制機関ノ整備= 伴ヒ

之= 委託スルコトハ設計並= 施工上ノ能率ヲ

精進スルコト大ナリ

第 5 建築設計監理部門

1. 建築設計監理業務統箭IJ 機関ノ設置

要 旨建築設計監理業務ハ高度園! 坊図家ノ樹

立、大東亙戟守ノ: 完途ニ即臆スノレ露、

各々遁営ノ能力ヲ有ス J レ業務ノ皐位タ

ラシメ、之ヲ統制シテ業務統制祖ヲ組

成スルモノ トス

説 明 一 切 ノ 建 築 ヲ シ テ 闘 家 ノ 計 盤 、 規 制 ニ

即臆シ闇!坊、経済、厚生、文化ノ領域

エ於テ、実質値ヲ最高度= 聾揮セシム

ノレ魚ニハ、設計監理業務ガ園家的義務

ヲ携フト共= 、圏家ノ支援ノ下= 立チ

且其業務単位置ハ充分ナノレ技術ト経験

ト並ニ誼営ナル規模ノ組織トヲ有スノレ

モノグルコトヲ要ス

え建築行政ノ :蓮替ニ協力シ得ノレ詩= ハ

業務単位極ハ職能的8条件ヲ具備シ且' ) 1

技能= 於テ園家ノ規制スノレ基準= 遁合

スル者= 依ツテ指導統率セラル L コト

ヲ要ス

上記ノ如ク業Z多摩位聾ヲ以テ建築設計

監理業務統制彊ヲ組成シ、下記要領=

イ代日本業務ノ組カヲ集約シテ園家劫員

= 即臆センコトヲ期ス

(  1  )  建築設計監理業務ノ規制

建築平開スル閣家ノ企霊貰現= 協力セシメ

法規上技術= 開スル規定事項ニ 付 責任ヲ持

タシムル属、園i家ハ建築設計監理ヲ行フ 技

術者及之ガ業務= 開シ、遁常ナル規制ヲナ

スモノ トス
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建築設計監理業務統制睦の事業

建築設計監理業務ガ圏家動員= 即燦シ符・

1レ髄勢ヲ整フノレ需統制櫨ハ共ノ如キ事券

ヲ行フ

建築設計監理主総務ノ受掘、害IJ 営

建築設計監理業滋草位髄並= 構成員ノ

資格認定ト其ノ登録

建築設計監理業務皐位腫清成員ノ調整

並= 遊休能力ノ管理

建築設計監理主総務用費材ノ配給

建築設計監理業務単位腫構成員ノ錬成

援護

建築士法= 基ク費格詮衡= 開スノレ協力

2.  建築士法( 傾栴) ノ制定

建築設計監理ヲナス矯ノ技術者資格ア規

制シ且之ヲ遁常ノ技術的等級= 分ツコト

建築設計監理業務統制法ツ制定

建築設計監理業務ニ付単位趨及統制瞳ノ

構成並ニ運営= 開シ業務法ヲ制定スルコ

建築設計監理業務統制種ノ組成

建築設計監理業務統制糧ノ構成

建築設計監理業務統制法= 基キ建築設計

監理業務統制盟ヲ構成ス

構成ノ :妖況ハ次ノ如クスルモノトス

1. 

2. 

( 2 )  

建築施工部門

建設工業統制機踊ノ設置

重要産業圏瞳令・=依ノレ統制舎ノ如キ施

工業者ノ強力ナ J レ統制圏糧ヲ組織シ、

施工業者ノ事業経皆= 付遁確ナル統制

ヲ行ハシムルモノトス

建築施工業者ガ閤家ノ要請ヲ充足セン

ガ篤= ハ左記要領ニ基キ之ガ強力ナル

組織化= ヨリア事業ノ統制ヲ園 P、他

種産業ト完全ナノレ連繋ヲ有スル新世制

ヲ確立シ、施工業者ノ事業経替ニ付統

制並ニ指導監督ヲ震シ、各施工業者へ

ノ; 業務ノ配分ヲ震スト共= 費材、夢事務

ノ需給= 付適切ナノレ措置ヲ講ズルヲ要

スベシ、斯クテ現行請負制度及競字入

札制度= 起因スル施工界ノ積弊モ同時

= 解消スノレア得ベシ

猫施工業界ノ: 貫倣ハ其機構民= 複雑多

岐= 豆リ之ガ改編ハ容易ナラザJ レモノ

アルヲ以テ共ノ運替ニ営 V :r ハ組織ノ

改革= 依 9 : r 運営ノ; 設展ヲ阻害スルガ

如キ戸ト無キ様留意シ必要= 膳ジ漸次

庚汎= 豆リ之ヲ責施スノレモノトス

(  1  )  統制機開ノ組紘

施工業者ノ能力ヲ調査シテ資格ア設定シ、

統制機関ヲ設ケテ全図的= 統括・ス。而シア

金園施工業者ト地方施工業者ト= 直分シ必

要= 臆ジア業者ノ整理統合ヲ行フモノトス
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建設工業統制機関ハ織鋼、 セメン ト、木材

運職等建設工業以外ノ他種産業= モ聞係ア

ル各業種別統制機関= 釘シテハツノ統制ニ

参笠スルモノ トシ、瓦、左官材料等ノ如キ

建設工業専門ノ; 材料業及ピ部分工事業者=

封シテハ夫 h ノ; 業種別統制機関ノ設立フ問

リ之 ト密接ナノレ蓮絡ヲ矯スモノトス

2. 努 務 者

努務ノ開滑テ J レ配分ヲ期スノレ濡厚生省ト密

接ナル蓮絡ヲ属シ、特= 建設工業所属ノ努

務者= 付テハ厚生省ヨリ其ノ椿限ノ一部委

譲ヲ受クノレモノ トス

(  2  )  統制機関ノ; 事業

建設工業統制機関ノ目的トスル庭ノ、建設工

業ノ綜合的統務11運営ヲ露シ以テ全図的建設

計霊ノ立案= 参霊シ、共途行= 協力セント

スJ レニプリ、之ガ目的ヲ達成センガ軍事メ=

ハ工事上ノ委任ヲ受ケ次ノ如キ事業ヲ行フ

モノトス

共ノ j要領次ノ如シ

尚大工、左官等ノ熟練工ハ統制捜闘ニ所属

セシメ衛次施工業者= 直属セシムルモノト

シ、以:T施工業ヲシテ建設施工機関タルノ

本質ヲ確保セシムルモノトス

1.  さを園施工業者ノ ;敏ヲ遁常= 定メ金図的施

工= 営ラシム

2. 全閣施工業者ハ各々箪調ニテ直接統制機

開= 所属セシム

3. 地方施工業者ハ主トシテ茶所慶道府府内

工事施工= 首ラシメ必要= 感ジ統制機関ノ

指令= 依リ所属外地方ノ工事施工ニ常ラ シ

1. 施工業者ノ統制指導監督

施工業者ノ事業経営ェツキ統制並= 指導監

督ヲ篤シ、 コレニ要スルー資材、費金、努務

ノ需給ニツキ必要ナノレ措置ヲ欝ズノレモ ノ ト

地方施工業者ハ道府牒別ニ依り道府j隊施

工業者闘関= 統括シツノ圏櫨ヲ統制機関ユ

所麗セシム

5. 府J際単位ノ地方直分ハ淘i次可及的小重量プ

ロックェ統合スルモノトス

6. 業者ノ整理統合ニ劃 シテハ遁営= 之ヲ指

導. スノレモノトス

7. 現存施工統箭IJ 閤穏ハ木組織ニ吸牧ス ノレ モ

ノトス

以上ノ組織ヲ聞示スレパ次ノ如シ

ム

4. 

2.  工事ノ割蛍

指定セラレグル優先順位= 依日工事ノ所要

資材及ピ努力ト院ミ合セ、施工業者ニ封シ

ソノ能力ニ蕗ジ工事. ノ割営ヲ行フモノトス

資材ノ配給

工事ノ割常ト共= 所要資材ノ遁正ナル配給

ヲ篤スモノトス

努務者ノ配分

工事ノ J割営ト共ニ所要事事務者ノ遁正ナノレ配

分ヲ需スモノトえ

5.  312同施設ノ運営

材料ノ共同購入、偲設材料及ピ工事用機械

務具類ノ共用並ニ補給及工事用共同施設ニ

ツキ遁常ナル措置ヲ講ズルモノトス

6.  債格規準ノ作定並= 週E 債格ノ判定

材料慣格 l ｾ事働賃金並］工事箪慣等ノ規準

ヲ作定スル ト 共］積算形式ノ ｩ 統一ヲｾシ原

債計算ノ形式ヲ定メ工事慣格ノ遁E 化= 資

ス

3. 

/1 
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;<，.)1. . "1' : ' ' / -1- ｐＧＢ Ｎ 契約不調エ事且ｾＮ，Ｎ趨 ｅ 債

格 ノ判定フ詩スモノトス

7. 不可抗力保険制度ノ設定

エ事上ノ不可抗力叉ハ不調l ノ原因ニ依ノレ損

害ヲ補償シ工事費ノ遁正化ヲ固ル露メ遁営

ナノレ相互保険制度ヲ設定スルモノトス

8. 技術者ノ教育並= 補充

建設工業部門ノ要スル技術者ノ確保ヲ圃 J!-

矯必要ナル方塗ヲ詩ジ且施工上必要ナノレ教

育ヲ施スモノトス

9. 其 他

施工業者ニ劃シ施工ノ指導監替ヲ篤シ夢事務

者ノ養成ヲ園り其他夢事務遊休時間 J 活用勢

説者ノ厚生昭利、産業報閣精紳ノ昂揚等ノ

方塗ヲ詩ジ猶調査研究統計等建設工業ノ統

制運管 = 必要ナル事業ヲ鴛スモノトス

2.  建設工業統制機調ノ運営上必要ナル諸方策

(  1)  片滋契約ノ是E

建設工業部門 = 開スル工事契約ハ明治初年

以来宮臆舎計法規ヲ根幹トシ官民共注文者

ノ一方的主張ニ基ク片務契約ノ形式ヲ墨守

シ来日、其弊害砂カラズ、依テ舎計法規ノ」

改正ヲ露シ双務契約ニ l改ムルヲ要文

( 2 )  工事監替制度ノ改革

工事施工ノ監督ハ施工業者ノ責任= 侯ツヲ

本旨トシ、従来ノ如キ監督制度ハ之ヲ改メ

ア必要ナノレ指導其他ノ連絡ヲ主トシ施工ノ

簡捷ト技術者ノ能率増進トヲ国ノレベキモノ

トス

第 5 建築技w者圏瞳部門

一元的建築技術者圏韓ノ設置

要 旨

以上記述シ来レル建築各部門ノ機構ヲシテ良ク

実ノ機能ヲ蛮揮シテ園家ノ要請ニ臨ズノレ箆= ハ

其ノ活動ノ中桓ヲ猿常スベキ建築技術者ガ優秀

ナノレ技術的資質ヲ有シ、奉テ動員配置= 就キ良

ク協同ノ: 質ヲ奉グルヲ要ス

依テ建築技術者ノ資格ヲ考査シ之ガ必然加入=

依ル軍一建築技術者圏瞳ヲ組織シ、全科皐技術

者図瞳ノ一部門トシテ技術院指導下= 置キ次記

事業ヲ行フモ ノトス

6 6  

( 1 )  建築務術後事ノ研寝

( 2 )  建築技術者ノ指導、統制

(  3)  建築園策へノ奉仕、協賛

即チ前記行政、設計、施工等ニ閥スル諸機構ヲ

園家ノ i縦割機構トスレパ、建築技術者圏直ハ之

等ヲ横室町スノレ横割機構= シテ、技術ノ; 研讃ト建

築技術者ヲ通ジテ圏家ノ ;建築事業ヲ内面ヨリ推

進、高揚セシムペキ機関グ J レペク、共ノ組楼要

綱= 依り之ガ設置ヲ計ノレモノトス

建築技術者圏瞳組織要綱

': 1)  目的ト事業

目 的 事業〈特= 強調スベキ〕

1. 建築拳術・技嬰ノ 調査、研究

研讃 研究ノ企重、綜合、奨蜘

補助研究ト質施ノ連絡

建築部外ノ研究トノ蓮絡

協力

2. 建築技術者ノ指導 舎員ノ技術水準ノ向上

会員ノ職域奉公ノ推進

3. 建 築 技 術 者 ノ 登 銀 資 格 審 査

配置保成 登録、配置、徴用へノ協

力、育成、保持

4.  建築各部門ノ綜合行政、営繕、設計、施工

協力 苦手務、材料等各部門ノ綜

合連絡ト協力

5.  建築ト枇舎各部門政治、行政機調トノ i連絡

トノ連絡、協力 協力、産業、経済圏櫨ト

6. 建築園策ノ調査、

研究並= ツノ賢施

へノ協力

7. 建築教育ノ振興、

多事務者ノ技能向上

ノ連絡、協力

文化諸圏盟トノ連絡、協

力

野王寺園慢トノ蓮絡、協力

ー政府ノ諮問ニ答へ叉ハ政

府= 建議ス

建築ニ開ル調査資料ノ蒐

集

諸教育機関トノ蓮絡、協

力

産業圏韓、持説者圏櫨ノ

技術部、努勝部 、トノ連絡

指導、協力



8. 建築ェ闘スル枇舎 園防、産業、文化、厚生

認識ノ魯輩普及 等= 於ケル建築ノ重要性

( 2 ) 曾 員

ニ闘ス J レ祉合認識ノ魯護

建築知識ヲ普及シ以テ園

民生活ノ刷新ヲ圃ノレ

第 1 種舎員 必然加入舎員

建築技術者

第 2 種舎員 要請加入合員

建築技術者トノ協力ヲ要スルモノニシア、本会

ノ要請ニヨり舎員グノレモノ

第 S 種合員 任意加入舎員

e  

建築技術者ヲ志望スル者、建築技術或ハ建築事

業= 関係ヲ有シ、ツノ ;攻究護達ヲ企園スノレ者

( 3  ) 組 織

中央= 本部ヲ置キ全圏ヲ遁常盤ノ地直ニ分チア、

各次支部ヲ置キ、支部ハ常該地直ニ開スル舎務ヲ

分掌ス

本部ハ本舎ノ主宮使命タノレ「皐術・技術ノ研鐙」

「建築園策へノ奉仕、協賛J r合員ノ指導、統制」

= 開スル事. 業ヲ行フグメ、研究部、事業部、舎員

部ノ三部ヲ以テ主翼構成トシ、地方支部叉之レ z

倣フモノトス

即チ研究部ハ行政、設計、構造、衛生等ノ専門部

門及ピ園土計輩、防災、住居等ノ綜合部門= 閥ス

ル科ヨ P成リ常時常該部門ニ閥スノレ調査、研究=

闘スノレ舎務ェ嘗ルモノトス

事業部A 政策、統計、資料、刊行、佐輩、宜簿、

連絡ノ五科ヨリ成リ、常時政府ノ諮河及ピ建議=

開スノレ、基本調査資料ノ蒐集ェ閲スノレ、刊行並ピ

ニ枇舎一般ノ感珪・主惇ニ閥スル、建築各職域ト

ノ連絡= 閥ス J レ舎務ニ賞J レモノトス

合員部ハ登録・配置、資格・保成、指事ノ三科ヨ

リ戒リ、常時建葉技術者ノ登録、計霊的車置ユ関

スル主務官麗へノ協カ、又ソノ資協詮濁並ゴニ所

要盤ノ確保ニ開スル舎接ニ賞ルト共ニ、全舎員へ

ノ指導並ゴニ職:或奉公准進ノ浅達ェ関スル倉趨=

首ルモノトス

1. 本部役員及組織〈府調車将、〉

役 員

曾 長詮衡委員ノ推薦シタル者= シア主建

長官メ認可シタノレモノヲ以テ充ツ

詮衡委員ハ建築= 闘シ経犠ブル岩及

率識アノレ者 Y 中ヨリ主務長官之レヲ

指名ス

舎長ハ舎務ヲ統瑳ス

理 事 長 舎 長 之 レ ヲ 指 名 ス

理事長ハ理事舎ヲ掌理シ合法全般=

渉リ合長ヲ補註ス

理 事 理 事zg名ヲ置キ舎長之レヲ指名ス

1 名〈組務部長トシ、本合ノ一般的

事務ヲ分矯執行ス

1 名ハ研究部長トシ、感術・披露ノ

研究ニ閲スル事噴ヲ挽常執行ス

1 名ハ事業部長トシ、建築ノ位舎活

動へノ協賛= 閥スル事項ヲ揖賞執行

ス

1 名ハ舎員部長トシ、舎員ノ資格・

保成、登録、配置並ピニ本舎ノ指導

推進ヲ全舎員ニ浸透セシムル事噴ヲ

機首執行ス

顧 問 及 関 係 大 臣 ソ ノ 他 ヲ 源 開 = 関 係 官 吏 ツ

参 奥

ノ他ヲ参奥ニ推スコトヲ得

理 事 合 理 事 含 ハ 理 事 長 及 理 事 ヲ 以 テ 構 或 シ

重要曾滋ヲ審理ス

支部長ハ理事ノ資格ニ於イテ理事含

ニ出席シ審理= 加へルコトヲ得

評 議ー員 地方支部選出ニヨノレ曾員代表者ヲ評

合 議

議員トシテ評議員舎議ヲ構成シ舎務

途行= 劃スル協力機関グルト共ェ合

員組章ノ表明盟関タラシム

部 局

綿 器 部 庶 務 、 研 究 、 事 業 、 舎 員 ノ 四 部 門 ョ

リナリ、各部門八夫々嘗該部長ノ指

揮ヲ受クルト共ニ、穂務$ 長= ヨリ

統轄サル

研究部別? 己諸専門郊門及ピ綜合諸門ノ科ヨ

リナム研究部長= ヨリ統轄サノレ

事 業 部 蓮 裕 、 感 襲、宜惇、刊行、統計・費

料、政策ノ五科ヨリナ p、事業部長

= ヨリ統轄サノレ

会 員 部 登 録 、 配 置 、 資 格 、 保 成 、 指 導 ノ 三

科ヨリナ P、合員部長= ョ F 統轄サ

J レ
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研 究 部 事 業 部 、 舎 員 部 ノ 各 科 ユ ハ 必 要 = 3

P委員曾ヲ置キ特定ノ問題ヲ研究調

査スルモノトス

2.  地方役員及組織

役 員

支部長地方詮衡委員ノ推薦シタノレ者ニシテ

会長ノ認可シタル者ヲ以テ充ツ

地方詮衡委員ハ常該地方= 在ル建築

ニ闘シ経験アノレ者、挙識アノレ者ノ内

ヨり舎長之レヲ指名ス

支部長ハ地方支部舎務ヲ統理ス

常務員長支部長之レヲ指名ス

常務員長ハ常務員会ヲ掌理シ. 支部

合務全般ニ訪; y支部長ヲ補佐ス

常 務 員 支 部 長 之 レ ヲ 指 名 ス

常務員長 1 名

常 務 員 4 名

事務委員長

研究委員長

事業委員長

合員委員長

事務委員長、研究委員長、事業委員

長、舎員委員長ハツレゾレ本部々長

ニ倣ヒ地方支部ニ於ケ ノレ常該事頃ヲ

嬬営執行ス

常務員曾常務員長、常務員ハ常務員会ヲ構成

シ支部重要舎務ヲ審理ス

貸す霊堂該支部選出ノ評議員ニヨり地方評

議員舎議ヲ構成シ、支部合務途行=

封スル協力機関グルト共= 合員意志

ノ表明機関タラシム

部 局

事 務 室

研究委員食

事業委員舎

合員委員舎

×  

( 別冊 1 )  

本部= 於ケル部= 倣ヒ地方支部ニ

於ケル営該舎務ニ首J レモノトス

×  ×  

建築皐曾、日本建築協曾ノ合併ニ

依ル新圏笹ノ結成

1 6 8  

要 旨 吾園= 大建築技術者圏瞳グル建築泉舎、

白木建築協含ノ雨舎ヲ合併シ、同時= 其

ノ事業、組織ヲ刷新展開シ、以テ建築技

術者ヲ中心トスル新国種ヲ結成スルコト

説明一元的建築技術者園趨ノ設置ニハ今後相

首ノ日子ヲ要スベシ、然ルニ時局ハ質質

的活動フ念務トスルヲ以テ次記要領ニ依

J レ新国誼ノ成立ニ遁進スルト共ニ他方一

元的建築技術者園瞳設置へノ一段階タラ

シメントス

記

建築事舎、日本建築協舎ノ合併ニヨル建築技術

者ノ新園盟組織要綱

(  1  ) 舎 名日本建築撃協舎( 隈俗)

( 2 )  目 的 建 築 技 術 者 ノ i縛力ヲ組合建揮シ

建築ニ闘ス J レ皐術・技事事ノ聾達

並ニ建築事業ノ伸展ヲ園日、以

:T園家ノ興隆ニ費スルヲ目的ト

ス

( 3 )  本部支部本合ハ事務所ヲ東京ニ置キ、全

園ヲ遁営ノ: 地直= 分チテ支部ヲ

置ク

差営リ E象想サル、支部次ノ如シ

鰯 京 支 部

東 海 支 部

闘 西 支 部

中 園 支 部

九 州 支 部

( 4 ) 事 業拳術・技婆ノ研鐙= 関スル事業

技術者ノ指導、推進ニ開スル事

業

技術者ノ育成、保持、配置ニ闘

スル事業

建築各部門ノ綜合、協力ニ闘ス

ノレ事業

建築ト佐倉各部門トノ連絡、協

力= 関スノレ事業

建築圏策ノ調査、研究並ニツノ

貰施= 闘スル事業

建築教育ノ振興、害事務者ノ技能

向.ヒェ闘スル事業

鐙築ニ闘スル枇曾i出後ノ感盤、



普及ニ闘スル事業

c  1 ) ) 舎 員

E 員 イ、一定資格ニ合格スル建築技

術者

ロ、建築拳或ハ建築事業= 関係

ヲ有シ一定資格= 合格セル

者

( 斡一正員、特別員、協)

合一倉員、特別賛助員 /  

准 員 イ 、 建 築 技 術 者

ロ、個人叉ハ圏髄ニシテ建築挙

或ハ建築事業= 嗣係ヲ有シ

若クハ建築事= 志アノレ者

/ 接合一准員、賛成員l

b協合一普通賛助員 - J  

名審員建築撃或ハ建築事業= 閥係ヲ有

スル者ニシテ本会ノ要請= ヨリ

合員グノレ者

f与色合一ナシ、 協1

l合一名榛賛功員j

特 別 員 個 人 叉 ハ 園 腫 ユ シ テ 年 額50週以

上ヲ納付スノレ者

( 6 ) 役 員

理 事

舎 長

( 斡 ー 腕 賛 成 員 )

協舎ー終身賛助員

若干名

1 名

副 合 長 4  名

練務部長 1  名

研究部長 1  名

事業部長 i  名

合員部長 1  名

文 部 長 若干名

舎長ハ正員ノ投票エヨリ正員中ヨリ之ヲ

選象ス

副舎長ハE 員ノ投裟ニヨリ正員中ヨり之

ヲ選考証ス、但シ内 2 名ハ東京府及隣接J採

下在住正員中ヨリ、内 1 名ハ大庇府及隣

接府牒下在住正員中ヨ日之ヲ選皐スルモ

ノトス

組務部長、研究部長、事業部長、合員部

長ハ常識員合ニ於テ之レヲ選準ス

支部長ハ各支部正員ノ投巣= ヨリ常該支

部正員中ヨリ之ヲ選縁ス

常議員 名

常識員ノ¥正員ノ投票ア以r j3JJ = - 定ムル地

域内在住正員中ヨリ 名ェツキ 1 名ノ割

合ヲ以テ之ヲ選毒事ス

(  7  ) 組 織

本部= 次ノ 4 部ヲ置ク、 ( 一元的建築技術

者圏櫨ノ附画参照但シ理事食ノ; 構成ハ異

J レ)

線 、 務 部

研 究 部

事 業 部

合 員 部

組務部ハ本曾ノ一般的事筋ニ首ル

研究部ハ行政、設計、構造、施工、防災、

数育等ノ科ヨリナリ、各々営時嘗該部門ノ

研究= 営ノレ

事業部ハ蓮絡、啓登・宜簿、刊行、統計・

資料、政策ノ旨科ヨリナリ、各々常時営該

部門ノ: 事業ニ首ノレ

合員部ハ登録・資格、指導ノ 2 科ヨリナリ

各々合員ニ開スル賞該事務ニ営ル

対E方支部ノ役員、組瀧ハ地方的事情、合員

数ニヨリ差異アルベキモ大趨本部ノソレ=

倣フモノトス

( 8 ) 牧 支

本部変ト支部資トノ関係= 就テハ舎費其ノ

他ノ l投入ハー感全部本部ニ集メ各支部= 封

ｾ＠

事務費 大韓首該支部合員盤= 比列スノレ基

本維持費トシテ配布ス

事業費本金計及ピ特別含計* ノ事業費 ノ

内地方支部= 公テ施庁スぺキ事業

計壷= 基キ配布ス

×  ×  ×  

CglJ 時 2) .

建築聯合協議曾ノ設置

戦字ノ完途 ト、新謹制溶立ノ途上= 於テ、我建築

界ノ問題ト之ニ劉スル方策ノ、、極メテ複縫多岐ナ

ノレモ ノア目、然モ之等ノ立案並ピエ貰施ハ建築全
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大阪府下南海電車高野線初芝府より東

へ約 5丁、附・丘は南海電車の住宅鰹留地

であり 、土地高慢にして空気清登民間な

る図画住宅郷で事る@建物はー書官3子1軍用

各型の平家及二階建住宅の他日用品配給

所。集ｾＩｪ庁Ｎ珍務所 ＮＰ 衆評ｾＱｬＮ理雪量応

管理所。主査積出所楽f，J 430 戸、般地杓

12、切O平方米、私設上水道也設備寸ベ〈

門下竣耳J を急いで" る。図面は其の配置

制



生活の建築的雑感

辰 巳 孝 雄

ム行政簡素化

諸官聴が行政の簡素化と稽へて、新機構が宜施

された。従来の各分野もそれに伴って、新時代語

陀獲へられて、例へば保険課が厚生課とか、錬成

課陀。人事課が要員課等と云ふ微に・… ・・。しかし

それがあたかも行政の簡素化といふ物々しい掛撃

のみで、車陀名稽の改正かの虫11 く、むしろ簡素化

が複雑化されたやうに思はれ、質施後も以前同様

に所謂ｾ役所振って、むつかしい取扱が績行され

てゐるのである。

退廊一時間延長だといひ、土晦日は 13時迄勤務

だといって、私達は慨に幾日か過して来た。政府

がかやうな、低能率的なものを質施して、時局下

にふさはしい断行だとすませてゐては、一般民間

に庚くとやかく云はれるのも嘗然の問題であら

う。

ム鎮塗沼線建築規定といふもの を・. ... .。

か L る行政簡素化の彩しい職務の中に、我々園

鶴建築人は、線路上を歩行巡回し、中間建物の保

守巡回に、工事監督に、或は現場調査にあらゆる

仕事が連日績はってゐる。

凡そ錨道の所局建築物陀は、諸氏の目 l乞ひき立

てるものはーとして友いが、我々の手に依って遁

k 改修と整正につとめて行くとしても、せっかく

気持の良い列車に乗っても 、雑然とした; 裳町の長

屋の凸凹が沿綿に横たはってゐては、非常に不愉

快なものである。

殊に銭道等の7 ' f ¥' 繊筋は、織粉や音響振動に依っ

て、生活の休息場所たる長屋でるらう住宅も、不

健康で、るり、保安上も商白から古る結果i乞喜うるの

である。

勿論現行建築法規陀は、カミムる問題が間接に示

されてゐるとしても、今一躍美観即ち形態及び構

造等を充分取締った。鍛造活，線建築規定といった

様なものを制定してもらひたいものだ。さすれば

重要交通機関の職迭も、火災業他防室、保安上も

非常に暖和せられると共に、我々む自に同じる光

景も叉、愉快なものと改められるであらう。

ム二重生活と住宅

そん1 ' J . 事: を考へ乍ら、大医騨で新聞を買って電

車陀飛乗った。

丁度「盤」の欄陀 11去る 10月15 日から園錨が全

圏一斉に24時務1 ] を賀施したが、政府では一般に午

前午後の活用で良いと告示してゐる。しからは‘ 我

々は、交通機関K 劃しては、伊jの24時制K 馴れね

ば1' J . らえEい折柄、一方では従来通 b午前午後を、

一方で、は 13時、 14時… ・・と活用しなければならぬ

といふ、非常に複雑定工事責である。丁度尺貫法と

米法云 k l l .  

一一そうした 1 例 K か与はらや、ー盟我k の日

常が、如何に多くの二重生活を営んでゐるか? 。

試み陀一一

我々は下駄もはけば、革1 t も用ふる。洋服を着け

れば、勿論和殺をも着る。腰坐式で生活もし、墨

の上でも坐居ナる。

しかし男子の服設が、最近殆どが洋服者こ主とし

てゐるが、婦人に於ては和服の日もあれば、、洋服
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の日もるる。それ陀は靴下も要れぽ、足袋も必要

守ある。其他下駄、靴、下着、更に装飾品から化

粧迄が二元的友生活を行ひっムあるのであり、衣

料切符の制定で、近頃の若い婦人のプツプツ云ふ

のも首然主主話でるる。

それに仲ふ家具調度も、みん友二重陀扱はれて

居り、か L る生活が我々日本住宅の現責K 及ぼナ

影響も、叉複雑な形式に移愛される問題でるる。

だが、日本の住宅がかムる和洋を混合した形式

に推移されるものでは無く、叉ナるものでも無く

矢張り純粋な日本の風土と気候、それに風習をも

包 含した、日本人として民に合理的な生活形式の

もとに新しい構成が生れなければならないのであ

る。

ム国民服と住宅形式

日本人の髄質・策候・風土を基準として、従来

の純和銀を改造して園民服が出来たが、例の24時

制の如く生活の上に充分活用出来ぬものなれば何

も友らえEい。

しかし、以上は徐談でるって、順次それに移り

つどるるものであり、早急: にナぺての二重生活が

車純的に標準化されて来つムある秋、一人我々の

住宅のみが楽観すべき問題ではなく、とれ叉新し

い構想のもとに具現しなければ友らない問題なり

である。

閣民ijRが勿論婦女子陀迄も lJZぶ事は、既陀動き

つムある大勢8と以てナれげ容易で、言うれ純然たる

坐式から腰坐式に移費ナるととが可能なる問題で

あらう。

か L る生活機式が、住宅に必然的に様式の移蜜

をも姿求しつムある時、現在の住宅を簡単に合理

的主主住居に、充たナととは容易主主問題では主主いの

である。

我々はとの奥へられた住宅形式の問題を、従来

の建築様式を基準とし、我 J ぞの新生活陀遁した構

成態を以て、新しい住宅への貰現陀向って進まね

ば主主らえにいと思ふ。

新聞の「聾J rc於ける 11二重生活11 が、私にと

ん主主官会談を以ってくれ、はツと策がつくと、電車

は移籍躍に誼って大きいアナシスが 119時20分裂

…..J と、かの24時制貫施後の I1午前午後崇奔者1I

陀劃して皮肉そう陀披がって行く。

( 筆者は大阪繊道局・建築士〉
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窒堂先生と上棟式

津 目 撃

国家の重臣として多年園事に輩庫功績多き清浦

套菩伯‘ 11月 5 日菟去の幸授に襟を正して謹んで、哀

悼眼目久ふした。

私事: で恐縮ではあれど、昭和10年の春査堂舎よ

り伯爵の米容を御枕ナる焦熱海の別邸として米帯

庵を新築迭呈の計霊があり、その依頼を受け、始

めて伯爵陀御面接の機舎を得た。間取や様式其他

の設備に就いて御希望を伺ふと、只蔦事専門家に

一任可然との官会りにも簡単過ぎた御返事で、質は

如何えにるものを作ってよいか甚だ迷ったが、誠意

をとめて設計を進め、主幹ひ賀行陀移つ? と。

程主主く上棟式の日が来た。賞日午前現場で式を

摘し、熱海ホテルの普通食堂で、関係者約50名壷

餐を粂ね明か脚宴を催ナととにえにり、伯の御注意

陀よりなるべく質素陀と従って舎費は持寄り、し

かも普通の定食、頗る簡草なものであった。然る

に卓」とシャンペンのコップが各自の前に置かれで

あるので¥上戸蓮は早速践を丸くして左右にさ与

やき始めた。今日の会主をは定食程度であるのに、

シャンベンが出るとは幹事さルの大奮裂か、或は

間違ではるるまいかと、頗る賑やかで、ある。と世

話人のひとりは、今K その諜がわかるからと微苦

笑して居られた。定食は型の如く順次l乞運ばれ、

いよいよデザードコースに入り、幹事の一人が今

日迄む経過と、誠にさ与やかではあるが、議定通

りに竣工して御使用くださるやう、その日の一日

も速やかならんととを念願すると結んだ。

そとで伯欝から一場の御挨拶があった。今回は

皆さんに大費御迷惑をかけ、誠十亡恐縮千寓でるる

私が明年迎へる米書撃を闘って別荘を作ってくださ

るととは献に辱えにいが、 3置を申ナと世の中陀妾と

別荘程仕末に怒らぬ厄介友ものはあるまいと卒素

考へて居った。先年京都ホテルの前隅の方に塵芥

拾場があって、見晴しのよい場所であん君主所に芥

を捨て、不汚にして置くのはもったいえE いものと



ついよけいなにくまれ口をすべらした。同行の人

々が、それでは一つ私む震に別荘で、も作りまして

は如何かと、とんでもない詩が持ち上った。ロは

耐の基であると後悔したが、早速妥と別荘不慣論

を一席緋じて非常線を張ってをいたが、段々と本

物に主主って計査が進んで、居るらしいとの注進、是:

れには大弱り。質的t J . 自分が別荘なんて賢湾なも

のを持ったら到底やり切れん。之れは一つ出来た

い相談を持ち出ナに限ると考へ、それにはとんで

も左足い無理主主注文を蓮裂して見た。

眺室のよい丈けに建物の敷地をと工作するになる

べく少面積とし、崖は危険で、友いやうに叉無時に

樹木を倒さす" 風致を損せねとと、叉上り坂は紫陀

自動車の往復出来るやう、或は給水には寛から鈴

の菅のするような風流に流れて来るのではとま

る。勢のまいしかも清水で序に漉過して飲用には

差支の主主い良質のものに限るとか、電柱は兎角関

障のものあれば、地下陀限るとか、回く何々と種

々厄介えにたるべく素人考へでは不可能らしい難題

を友らべ立て、別荘が作られぬゃう心ひそか陀祈

った。

所が人の力は偉いもので、組てはそれぞれ其遣

の専門の方々の身長識経験で謹もなく解決、且つ各

位の御骨折の御蔭で、美事に別荘は出来上り、頭を

かいて謹んで御躍を申上げ、住居してみると、決

して悪るいもむではえ泣いが、それ丈け関係御一同

の霊力と、其の勢陀封し非常に感謝恐縮して居り

まナ。

今回叉も京都には温泉が君主いのは物足らねうら

みがある。遁 ;々 g 境に向ふ私十て大好物の湯がとん

とんと湧出る温泉のるる此の地t亡、しかも米蒔庵

を建てムくださるとなると 、是非義理陀も明年迄

は命をつないで、をく必要があるので、例陀より再

三餅退したが、途十亡本日 上棟式が済み、此鹿も亦

眺望絶佳海と線化恵まれ、山の上K 登る道路を造

るltCは相営難物多大の費用と工夫を要するととで

あらう。崖下には瓦斯タンクがある。あれがどか

んと来ては大費と 、例により無理難題を 述べ君主る

可 く、家の出来ぬゃう骨を折ると 、流石は共遣の

主主人揃、既たそんt J . ととは調夜済、何んの不安も

たいらしく 、水道、給湯、電気、英他の設備陀は

諸君の誌づJ で、解決。もう斯く怠ると男らしく兜を

ねいで、本R の上棟式に列席の 究l奮をきめ、あと

三ヶ月の後陀は新らしい木の香も床しい新築の別

荘註頂戴するととに主主れば主主んたる幸幅か。 誠に

嬉しく感慨無量で、遣うる。何分宜敷と極め て御謙遜

主主る御挨拶であった。

時K 何か心、計りの御躍のしるしを致したいと考

へまナが、清貧の私 lては何も出来ません。幸ひ諾

i亡 恐れ多くも 竹の園生から年末重臣賜るシ

ャンペンのー瓶が大切に保存しであります。 波々

とは参らえ主いかも知れませんが、一滴も残さや飲

み干して頂き度いと。一同恐縮有難謹んで乾杯列

席者一同五陀流石は大政・冶家である。主主んとるぎ

やかえ主御挨拶であると感銘を深く した。

工事は幸ひ順調に進み、猿定の通り移輔む運ひ・

とたり、不符も其の責任の一部を果し、ーと安心

をした。

倫イ白の日常は園事十亡霊力のタト何もない新聞紙上

其他に侮へらるム如く 、責に偉大友る政治家であ

る。長害事の秘訣を伺ふものがるると 、伯は如何な

る日も霊食後の約 2 時聞は必歩外出散歩運動を日

課とナるのみと話された。

健康と健唆家営時八十七援の高齢にもかムわら

す京、其の時分の洋定食は相常豊富友内容であった

が、平気で、召上るには若設のものども一同驚いて

ゐた。

書Z野tては揮革依頼の渦高く積み重ねられた紙や

絹地には定めし御弱りの様子であったらうと恐察

した。

人の生涯中最大の慶事である婚姻に高砂の仲人

を引受けられたとと七十五回迄は健かに記憶があ

るが、あと幾人で、るったか即座には一寸思ひ出し

にくいと目出度御話がるった。

葬儀の賞目 、十一月としては恵まれたる暖か主主

小春日和。天気は清朗、定刻陀参倉ナる人々三丁

絵にあまり 、延k として数列の人垣を造り 、如何

iて故人の徳を敬慕ナる人士の多きか元勤を主主るに

相ｾしき盛儀でるった。

偉大友る政治家として閤家の重臣を失ひたるは

遅々も遺感の至 b、衷心より深く哀悼申上 げ、誌

に謹んで冥問を御祈する次第でるる。

告別式より蹄りて記オ 昭和17年11月10 日

Ｈ去を者は津田ｾ建築設計 監情事務 所 長 〉

7 5  1  



や !ま さ み

山 口 正

文字通り胸をつく念坂381町、始めほ天瀧の支流ー

や、そのうねり陀泊って美しく耕された田畑 、村

落などがひとるし毎につづまってゆくのを楽しみ

は，

ながら登ったが、次第に息が哨み胸のさわぎが激

しくなると、とれば容易ならぬ登慾行を企てたも

のだと悔ひる心が頭を占めた。しかし 、ほど主主ぐ

眺望書藍のようなととろへ着き、眼下に遠州灘や潰

名湖の大景ををさめると、忽ち元気をとりもどし

て、坂下まで乗って来たパスの中の和やかな杢気

を思ひ浮べた。 ｷ あきわへ行くだｾ wあきわさま

へ参詣するだP ね』などの地方枇陀ま じってキピ

キピした兵除さんの朗らかな曾話が車中に軽い笑

ひをただよはせてゐた。 li 俺んととへがんかとは

何の事でナかと聞き陀来をったから数へてやった

よ、眼下とかいてがんかと讃むんじゃ、わかった

か貴撲は俺のがんかじゃ、トナ』。 眺望. を眼下に

たのしみながら、なるほど眼下は回下に通やるわ

いと 、さきに はさして気にもとめなかった事が、

ほ ι えましく思ひ出されて、心も和み身も輯くな

れ捜〈念坂への足どりを早めて行った。との謹

ではしょいとといふ荷負喜. に向 10]ij; もるらう石材

をつけて、陀んぼうといふ杖を? とよりに汗を・ふき

ふき登る人々を、すま君主いような朱もちで遁ひね

け主主がら 、祭主pひとんだ自分は 、 もう頂上めざし

てまっしぐらである。老杉にまじって 、士宮花のよ

う陀赤いもみぢや蔦の葉が、 汗ばんだ自を涼 しく

する。日は 11月の初旬、秋冬の問陀あって、寒く

1 7 6  

はなく暑くもなく 、陽光は街頭陀るたって、すみ

さった大安へはね返されて行った。参詣の容はひ

っきり放 く積くのだが、はIは不思議なほどの静け

さである。ひぶせ( 防火とかいてひぶせ之よむ)

の神様として霊験あらたかな 、とのあきわさま( 遠

江園周智郡犬居町、! 際世秋葉紳剥: ) へ自分ーが出か

けて来たのは、との夏、美濃園武儀郡の測原村で

民家の棟上中央に、とのあきわさまを j( i 目、やば

3 みといふものを飾ってゐるのを護見したので¥

その賞髄を把まんがためである。やぽさみといふ

のは 、カット と第 1圃 とに示す如く . ; f 束の中央の

:t; -んど t ( 針目覆の名稽) I亡、白紙を挟んだ串 12

; ; $ : を扇の形に突きさし縄でかがったものである。

カット のよう主主のを末庚形といひ、別に花形とい

ふのもある。末庚形の方は印度孔雀C 冠潤に似て

居り、花形の方は民孔雀のそれのようでもあり、

父シクラメンの鉢植のような相貌をも呈ナる。州

原村では 、草葺の材料に 、はながやとゐぽ主主( 第

4圃傘照) 陀;J、妻稗を用ひる外、殆ど大要稗を用

ひるのであるが、別に葺師 といった専問職はない

ら し し 近隣のすけあひ( 功合) で素人が寄りあ

って葺くのであって、針や欽を用ひ歩、鎌とやね

いたと稽ナる簡草なた L き板を使てミて雑作主主く葺

きあげる。葺きあげて最後のとわfヂ ( 押 へ竹のと

と) で仕舞をつけると . とんどはのたれと得する

ー抱へもるる襲来を棟に据え、とれをとわやにと

り、その上にほしがやをゐき、廷を穀いてしめぼ

く( 七本竹ともいふ) をとわす= にとると、棟は出

来上るのであるが、縄で葺いた場合i亡は、そのし

めぼくをとわ歩にとった針自の数だけの表んどり

第 1 聞
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第 2 圏

を据える。針金葺ぎでf費用上ゐんどりを必要とし

たい場合には 、中央に l ケ所だけ必んどりをゐく

喜子んどりをゐくと 、葺師逮は棟上に正座して拍手

してあきわさまを奔み、あらかじめ作って j ないた

• • • • • • • 
第 2圃の如きやぽさみの串をそのゐんどり陀突合

立てるのでるる。そして神酒供物を棟にふりかけ

・. .  .  

そのゐ下り奇といただく。やばさみは御幣をかたど

ったものであるといひ 、串の長さは約45綬. 末魔

形 、花形共12本 、中央の 2 木 は 合 せ て 1 * 陀 ず

る。 近火の際陀は . ねれむしろを持って屋根にか

け上れ破風陀査するのであるが、その時、との

やばさみの串を抜いて廷をつきさしてとめる。串

の先には白紙が挟んで、あるから 、その位置は夜間

にも明かである。田舎の夜は街燈や窓を洩れる 燈

火がないから 、月の友い夜はピほんとうのまつ く

らやみでるる。そんな時陀 、近火に映えだされた

白紙の串が、どんなに重賞であるかは想像に徐り

が るら う。他の地方での詩で あるが、棟から鎖や

藤蔓を軒端近く まで初ひ下らせてゐる場合に、よ

くその先端に貝殻がつけてるるのは 、やはり夜 自

にその綱の位置を 明示する目的を持ってゐる ので

ある 。12本の串は 、 1年 12ヶ月を表はナ ともいひ。

12支を意味す るともいはれ、との白紙を裁断する

には 、犠れを 忌み、鉄やほ うちょう を用ひ歩、J i J .

• • • • 
ら鎌 を用ひ、 やばさ みは年毎に新しく作り かへ ら

れる。大韓、った婆梓はくさり が早いか ら、との漣

では 4 年目俸に 茸きかへる。 その葺きかへの順序

が一寸鍵ってゐ る。それは第 4圃 と第 5 圃とに示

• • • 
ナ 如 し ゃば さみのあ る冶んど りをと りとんで屋

根を四つに直切 り，今年①の部分 を葺きかへると

来年は②を 、その弐の年は③、つづいて④といふ

風に l順次毎年四分のーづつを箆きカ、へるので、ひ

らの部分は 4 年陀 1 回、棟の部分は 2 年 l乞 1 回、

やばさみは待年更新される事になる。と ういふ葺

きかへ方であるために 、ヨ昼間では第 5 固 にみる如

く、新奮茸草による色合の相思が潰著にな り. 一

極費った風貌を呈する。とんな: 箆きかへ方は 、美

濃とか丹後とかの特有の方法であって 、普通には

械に水平陀茸きつぐ事はあっても 、とんえ主陀縦に

垂直にひらの部分で葺きつぐ事はあ ま りや らな

い。とれは茸草のくさりが早いため陀 、その修繕

方法陀、規約といふか公式といふか、一つの定 ま

った方式が出来たわけなのである。正陵に桑海の

ま陀まに建ちならんだ草屋根が、との茸きかへ意

.  . 1). 

匠とやばさみとのために 、ヰす異放そ して美 しい景

観を呈してゐるのは 、 日本民家のー名勝地 として

推ナ慣備がるると 認める。

さて. とうしてあきわさ まを肥 るといふ事と 、

との費用上の目的との外に 、やばさみには如何な

る意義がるるか。とうした形象を家の棟に飾 ると

との意義如何。がヨえの問題で ある 。そして更に .

何の故に 、と，うした形象が誕生し? とかを浮きへねば

なら君主い。必然との形をとるべき何らかの理由が

1  ③ Lヤj 〈'Tミノ131I?

出 掛匝語、 Ｍｴ ｨｾｴ
① 

第 3 趨

第 4 園
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第 5 園

あった陀相建主主い。そとで自分は、その理由を究

めたいばかりに、 2賞桧から電車で45分. 更にパス

1 時間伴、それからの念坂38町を還しとせ示、と

の秋葉紳枇へで、かけて来? とのであったが、と L で

もその理由は明か陀ならすヘ判明したのは、日本

全圏から講を遣って参詣する中でも、美濃園は信

仰最もあっく、わけでも刑原村は御札をいただく

重量が極めて多いといふ事だけであった。かくて.

民聞に於ける i専承も採取されや、何等参考とえ主ず

べき資料も無いと放ると、今を昔陀つなぐ橋は、

形象に開する心理象的考察より外陀術はないであ

らう。自分は今との橋をかけわたしてみる前陀、

秋葉紳祉に闘する説明を古い書きものから、少し

く抜いて紹介する必要を感づる。

『園史鰐典』陀は

秋葉紳澗: 静岡! 際( 遠江) 周智郡犬居町秋葉

ひ の か ( " っ 1 ; の か み

山陀銀座。火之迦具土神を胞る。警名岐気保紳

創建年代未詳。中古秋葉寺と稽ナる悌剃建立せ

られ、本祉の紳を稽して秋葉大橋現といふ。東

海の霊場として聞とえ、防火の紳として信仰せ

らる。 c明治 S 年秋葉神世と改稽) 特殊神事、

12月15自の防火祭. ーに秋葉の火祭といふ。

とあり、とれで要をつくしてゐるが、 『東君臨道

名所間給』の著者は更陀詳しい傍記を述べた上、

次のような事をかきとめてゐる。

古縁起奮記等は. 亨蔽天文の問、甲州武田信

玄が騒擾陀羅って兵賓の震に焼亡ナ、只秋葉紳

駐観音堂わづかに遺り、賓記は寺f曾携へて逃蒐

る L ゆへ今に存在ナ。甲州節L坊の軍勢堂祉を; 廃

き梯はんとて、数多の火をかくれども、棟上

より 白水流れ出て火災を売る、とれらの鹿験著

1 7 8  

しければ. 近年郡部の参詣暑寒を嫌はす京、綴の

如く道につど E人秋葉講とて閣制臨々にて多く

の人数を楽め、月参には宿々の泊札、辻 k 別れ

路の標石、あるとAは石燈慣を建て、常夜を照ら

す。( 中間各) 此御神の重量験かす= かすて: の中に、第

一陀は弓箭刀杖む横維を克れ、第こには火災嬢

亡む危念を菟れ、 ー第三には洪水沈渡り難を克れ

させ給ふ。中古兵火の時も箪卒多く損じ、その

寄金煙陀よって枇頭の槍皮少し火に焦せる時、 7k

雲起りて忽ち消す、とれ今陀遣りて見へたり。

火伏銀謹白神徳度生化径の方使、務内ー聞に信

敬せ十といふ事主主し。

で、問題は、との棟上より 白水流れ出てとか、

7k雲起りて忽b 消す主主どの文何である。 白水流出

7k雲と更に簡約してみると、とのやぽさみがなん

となく、白水、 7k雲をかたどったものであるよう

た気がするのである。とうした考へ方一一形象の

心理象的考察一ーはいはば一寸した直感である。

推理推論抜きの甚だ非科率的主主考へ方ではあるが

現在の多くのもの比 、とういふ考へ方を遁切陀働

かせぽ、案外その根源をつき得るのでは友いかと

考へる。九そ、現代人の頭で. 昔を喜子しはかる程

危険完工事はない。物事十てよっては 、昔の人と、今

の人とは、ただE互に人聞の形韓に於いてのみ辛じ

て同じ守あるといふ陀遁ぎ ｴｾ い場合もあらう。

坪内遁造、幸田露伴友どは 、現代人の頭で歴史上

の人物を解揮すべきで友いと設き『上代の彫刻』

の著者は『歴史的批判は必歩しも現代的標準では

行かない。自然主義的主主尺度で、天卒事術を計ると

とは無理であらう』と述べてゐる。まととにその

通りである。ではあるが、また一方、現代人の頭

も結局は現代に先行ナる前代の頭、. 更にその前の

昔の人の頭の上十亡、 1 個 1 個五輪の塔の如く積み

重ねて来た頭の塔の、一番上のやつが現代人の頭

でるる事: 1 1 : 相蓮友いのだがら、と L 十てやばさみ考

を以って例示した如く 、形象の心理撃的考察、或

ひはまた構造の心理率的考察など陀ょっで 、多く

の疑問を解決に導く事が出来るものと考へる。遺

構と文献とを唯一つの手がか・0 と考へてゐるよう

な事ーでは、既にとり去られ、既に焼き亡された多

くのものを持つ建築の歴史は、所詮J戎立するもの

ではあるまい。枇寺建築史を以って. 日本建築史

5 夏 へ 繍 〈



時

常 務 禽

〈第 2 2回J

12月 2 日午後 5 時40分- 6

時3D分

所 集合室

出 席 者 理 事

議 事

竹 腰 則 合 長 松 本 部j合 長

常 務 佐 藤 主 紀 中 西 主 記

酋? 辱主言E 薮中主音己

11、林 主 計 松 久 保 主

計 大 下 編 輯 錦 回

締 斡

1. 四合聯合協定 の工事務負規程に

関する件

2. 事務員昇給並に下傘期賞奥に関

ずる件

3. 合員詮祖母

報 告

1. 10月分合計報告

2. 入管、出位、除隊報告

( 第 2 3 回〉

時 12月21 日午後 5 時 10分- 6

時 10分

所 陳 列 場

開席者 理 事

議 事

片 岡 舎 長 松 本 則 合 長

監 事 池 田 監 事

常 務 中 西 主 記 西 海 主 記

主夜中主記 松久保主

計 大下綿 棒 小 林

繍 斡 錦 回 編 輯

1. 星島合、協合合併問頭協議委員に

関する 件

2.  金日本科書匹技術園強聯合合より

本合曾昔昔、寄贈方依額の件

3. 事務員下4 期昇給並 K : l聖典 の件

4. 合 員 詮 衡

' : : ' . :  ザ ｃＺｐ ＮｊｲＮ巧［ＺＺＺＮＡｾわさ＿町芳 Ｎ Ｚ ＷＮＺ ＺＯＡｾＮ寸 ＮｩＮ ＡＺ ｾ

金引ろ ＡＰ ｾｓＩ 織

報 告

" 月分合計報告

<' 
入皆、除隊報告

遜 常 綿 曾

1.  昭和 17年" 月 28日大阪市北軍中

之島 3 丁目 3番地靭日ヒツレヂン

グに於て温常総合を関合す

出席者次 の遜り合員27名

伊 藤 和 夫 池 田 富 彦

今 信 義 勝 尾勉済四郎

大下順三良11 岡本主次郎

片岡 安 川 勝 健 二

桐 本 楠 雅 小体 清

小 林 三 溢 左 谷 陽 充

坂 本 廃 ー 鈴 木 孫 市

橘 第一 中 西 六 良1¥

中野順次郎 後 出 済1む

林 良信 伴聖子 貞三

松久保敬三 松 本 儀 八

三 浦 茂 三藤 i清三

水 原 旭 事長中一良

山口 五

1. 午 後 5 時40分開曾舎長理事片岡

安氏議長となり 只今出席者24名

なるも本田は再度の召集に付定

欽俸制僚但書により 定設 を問は

ず本'合成立の宙を' まし直ちに選

畿 を 行 ふ

選 拳

官事 1監 事 選 穆

第 2評議員宇重量改選

議長投票洩れの有無を確めたる

後 右一括して開票する皆を告げ

開 票 立合人と して下記 5 氏 を 指

名し共の承諾を得たり

伊 藤 和 夫 君 川 勝 俊こ 君

中野順次郎君 伴 野 貞 三 君

三 浦 茂君

以 上 白名は 直ちに月ｊｪｾ室に於 て 開

票されたき旨を告げ右 立曾人は

投函を別室に移し開票に着手す

1. 議長只今開票中なるも時間の都

合上休憩せず溢行して差支へな

きゃを諮り一周賛成ありたるを

以て次の議事に移る留を主主す

第 H 波 議 案 昭 和 17年度事業報告

中西主記常務より別級事業報告

を詳細説明おり

議長質問の有無を問 ひ たる に 質

問者な〈一同諒承

害事 2銃 議 案 昭和 16年度決算報告

並にl j ¥l j係金慮分の件

松久保主計常務より別表により

詳細説明ありて後池田監事より

帳簿兵他を査閲したるも 線謬な

き旨を告げて讃明あり尚住友信

託株式含祉により合計の内容を

検査照合されある旨を附言す

議長より質問なきゃを問 ひたる

も質問者な〈満場一致承飽に決

定

賀 ｾＳ 競議案 昭和 18年 度収支官製算

の件

議室長別表により内容の概略を説

明の上時局の推移κ ょ P ては之

に邸l I I . ! i する様編成上苦心研究以

て蔦遺憾なからしめんとする旨

を述べ僧大盤 17年度に準じて記

念事業繕績が主たる事業となる

べき見込なるとと附言する 彪あ

り

更に記念事業の大綱は 中西主記

より報告の湿りなるが目下未了

の事業主主捗中なるを 以て失々の

結末を告げたる後夏めて内容1A

決算等詳細報告する旨s を遮ぷ議

長 質問の有無を問ひ たる に評議

員小林清氏より支部設f ; t 問題に
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関る百億明方契求あり之に針し

松久保主計より目下折角研究中

なるも正式に機関に諮る運びま

でに至らざるも不京教 18年度音量

第百にほ致事事重量中に相官考慮を

加へ計上しある旨を答ふ

議長本件は新健j f ，ij 問題邸ち皐昼

食針協合が時局に即漉せん正す

る然主E濃厚とな P つムあり近主

将衆に於て或る新鐙千台UI'C I旬ふべ

き過程にあるを以て之毒事も考慮

し折角義慮中なるととを附言す

其他質問なきゃを諮りたるも質

問者な〈依て議長より本案承隠

のととを認めて差支なきゃをE寄

りたるに異議者な〈満場一致可

決B直定

議 長 只 今 開 票 立 合 人 よ P濯 場

の結果を遁告ありたる旨を告げ

次の湿り音量表す

産事選場開凝縮条

総 投 票 再 鮫 1.396票

内 無 効 同票

差引有効票叡 1.382票

官選 .686票 池田宮彦氏

同 686票 鈴木一幸氏

次駄 2 栗 生駒忠彦氏

〈以下略〉

評議員A幹事主改選開票結果

総 投 票 重 量 2. 247慕

内 無 効 23票

差引有効票重量 2. 224慕

1益還 79栗 林 良信氏

ゲ 79票 堀 内 凪 知 丸 氏

ヴ 76察 伊 東 正 也 氏

ゲ 76粟 蔽 中 一 良 氏

ゲ 75慕 弁 上 一 雄 氏

ゲ 75慕 大 下 順 三 郎 氏

ゲ 75票 長 尾 清 一 氏

ゲ 74寮 生 駒 忠 彦 氏

。 74票 篠 原 清 孝 氏

。 74慕 溜 湾 民 弓 氏

。 74慕 棚 橋 政氏

。 73票 秋 山 圭氏

ゲ 7 a 束 縛 尾 保 衛 氏

1 8 0  

t首選 73票 川 勝 俊 二 氏

ゲ 73緊 楠 瀬 徹 氏

ノノ 73漂 小 林 清氏

ゲ 73票 中 野 順 次 郎 氏

ヴ 73票 湘 井 答 治 氏

ゲ ＷＳｾ＠ 耳吉井敏克氏

ゲ 73票 三 浦 茂氏

ゲ 73喜界水原 旭 氏

ゲ 73栗 山 口 亘 氏

。 72索 石 原 主 重 体 氏

。 73票 岩 佐 信 也 氏

。 72慕 阿 国 主 主 調 氏

ゲ 72票 償 問 美 代 吉 氏

ゲ 72票 竹 内 佐 平 治 氏

ヴ 72栗 野 中 駒 市 氏

ゲ 72梨 議 阪 捨 治 郎 氏

ゲ 72票 矢 図 書 院 議 氏

次鮎 H 耳 石 井 寺 孝 雄 氏

。 2 票 池 関 宮 彦 氏

ヴ 2 渠 岩 崎 甚 大 郎 氏

ゲ Ｒ ｾ 緊鈴木一幸氏

〈以下略〕

議長以上の遁り失々省還されし

皆を主主すく一同拍手〉

|  次で議長より本議事録の代表署

。名者に次の 2 氏を指名し共の承

諾を得たり

間本軍次郎君 林 良信君

1. 議長本日の線舎は之を以て閉舎

ずる旨を主主: 1 ' 11寺に午後 6 時国分

評 議 員 禽

l  昭 和 17年 12月 3 月大阪市北l i l I 中

之島 3 丁目 3 呑地朝日ピノレヂン

グに於て評議員舎を開舎ナ

1. 出席者次の遁 P評議員39名

秋山 去

伊 東 正 也

池田谷久吉

岩 尾 保 衛

尾血清四郎

岡 田 建 禰

f青 山 正 明

川盟事健二

黒田 茂

佐藤正次郎

弁 上 一 線

生 駒 忠 彦

石原 主主偉

岩 佐 信 也

大下順三郎

岡 野 寛 次

片岡 安

楠瀬 微

小 林 三 法

坂 本 務 ー

管 関 徹 郎 潟世襲誕弓

谷 民蔵 中 島 幸 喜 卒

中 西 六 郎 中野l順次郎

長尾 清 一 錦 田 直 一

野 中 駒 市 林 良信

藤阪裕治郎 松久保敬三

松 本 儀 八 三 浦 茂

水原 旭 皇室田泰治郎

矢 図 鎗 歳 薮 中 一 良

山口 正

|  、午 後 5 時 5 分中西主記常務司合

の下に閑民儀混在行ひ? とる後開

合理事令長片岡安民議長となり

只今出席者33名にして定款係24

僚に依 P 評議員定重量の 2 分の 1

以上の出席に付本合成立の旨を

告げ織て沼知の如〈遺書量を執行

する旨を宣す

1.  定款告書 17僚に依る王監事 3名

選 準

2. 定i f ( 第20僚に依る令長 1名

則合長 2 名選傘

3. 定款第 17僚に依る常務12名

互選

議長右一括して選着陸して差支な

きゃを諮 P 一同賛成依て其方法

に付諮りたるに評議員松久保敬

三氏よ P 前例に倣ひ投主再選象の

代りに議長指名による詮衡委員

を費量げて一任したしとの提議あ

り議長より共の安否を問ひたる

に〈賛成々キの卑あり〉異議者

な〈訟に詮衡委員ifiiJ に依ること

に決定議長より次の 5氏を指名

し承諾を得たり

詮衡妥員( 五十苦順〉

景山正明君 黒 筒 茂 君

野中駒市君 三 浦 茂 君

矢田銭高高君

議 長 只 今 指 名 の 方 は 直 ち に 別

室に於て恨王室に詮衡されたしと

述べi民間評議員合は休憩する旨

を宜す

1. 午 後 5 時25分再合

議 長 只 今 詮 衡 委 員 よ り 詮 衡 の



結果を報告ありとて次の湿り君主

表す

理 事 曾 長 片 間 安君

同 国j曾 「 長 竹 腰 健 準 君

同 岡 松 本 儀 八 君

常務 伊 藤 和 夫 君

岡 大下順三 郎君

間 柄本 補 強 君

同 小 林 清 君

同 小 林 三 造 君

阿 佐藤正次郎君

問 中西，六郎君

関 西 海 藤 生 君

岡 錦 田 直 一 君

間 期弁塁手治君

同 松久保敬三有

岡 薮 中 一 良 君

議長以上湿り失4 償還され し旨

を脅 〈・

1. ｾで議長は本合議事録の代表署

名者 ｉｃｾ の Ｒ 守 氏を指名し文ーの承

慨を得た P

岡野ｪ｛ｾ君 楠 瀬 徹 君

1. 議 長 以 上 に て 選 拶 終 了 に 付 本

日のl F f i 議員舎は之を以て閉曾す

る旨を宜し散曾す時に午後 5 時

30分

時

所

記念史編纂昔日曾

( 第 9 回〉

12月10 日

集合室

出席者 主 査 伊 藤

議 事

委員錦回、尾緑、桐本、

塚本、西 村、廃瀬、

1. 蒐集原稿検討の件

2. ・年内方針打合の件

編 鰐 幹 事 愈

時 12月 12 日

所 集合室

出 席 者 幹 事 長 小 林

常 務 大 下 、 錦関

幹 事 尾 鑑 、 111勝、塚本

商村、宮崎、富田

翁 事

1.  1 月鋭掲載原稿蒐集倹況報告の

件

2. 2 月号虎縄斡企喬の件

必 携 刊 行 部 曾

〈第 9 回〉

時 12月17日

所 集合室

出 席 者 主 査 池 周

幹 事 慮 、 河 合 、 久 良 知

議 事

1. 執筆依頒先選定の件

2. 執筆依頼方針審議の件

曾 員 動 静

日二万

曾 員

安 建 i E 武 君 東 軍 大 手 通 1 のZe株

式合軍士松村組内〔株

式合軍士松村組1

赤 松 義 夫 君 豊 中 市 新 免936く株式

含惟ノj、坂井組〉

石川 興 作 君 東 淀川m; : 霊長恩菅原町

107 ( 土木建築鰐負

業自瞥1

( 自傍〉

鳥 居 健 次 君 西成区南吉岡町35

( 今西組〉

郷 修 二 君 北 蕗 小 松 原 町43ノj、坂

弁組内〈ノJ、坂井組〉

靖国 係 者 西 淀 川 直 海 老 江 上 3

の44C中島組〉

地 方 曾 員

大 倉 義 愈 君 朝鮮釜山府溢イ山町47

6( 盆山府E量管勝係〉

特 別 鍵 助 員

岩佐 明 君 住 吉 区 高 代 東 4 の 1

( 高島屋〉

篠原彦夫君旭m ; : 古市 中沼 3 の 1

愛閣科与工業大阪工

場内〈愛関科書院工業

株式合前士〉

杉崎嘉兵衛君浪速m; : 元町 1 の749

( 左官業組合〉

鈴 木 線 作 君 住 吉 直 径 江 中 1 の62

( 高島屋コ

谷 風 六 歳 君 東 軍 機 場 3 の"7 ( 中

尾敷物唐〉

浮IJ 倉・ 清君東m; : 農人橋 lの 19( 耳IJ

倉商鹿〕

山脇節三君住吉m; : ; ! 耳代西 4 の: 5

く高島屋〉

和田村太郎君 府下南河内郡高鷲村

内1.11喜 代 松 君 府 下 中 河 内 郡 八 尾 町 |  葱我之進 238 浪速建

大字八尾496 C岩城 |  材株式令市土

ヱ務底 |  築柴宗治郎君 京都市 中京w; : tr 小路

浦弁 令 作 君 堺 市 販 町 3 の39 ( 磯 | 混夷川下ノレ

本建築設計計算事著書 | 普 遁 賛 助 員

所) I  横山勝太郎君 新潟懸地魚沼郡小出

川本 義 雄 君 西 淀 川 区 佃 町 2 の 8 I  町大字小尚島593C建

徐式合最士大阪機械製 |  築講負主権自答J

作所内( 大阪機械製 |  中 井 嘉 賞 君 . 兵 庫 隊 武 庫 都 鳴 尾 村

作所) I  商関 6 ( 宮本建築事

間松 茂君京都市中京区商事幸町| 務J j fr)

ー週二僚上 ノレ木村直ご一

郎方( 木村工務官) I  c"" 

佐 藤 音 松 君 泉 北 郡 高 石町初衣回 I ｾ＠ 逗

8  ( 今西組) I  

武 村 虚 之 助 君 京 都 市 中 京 区 御 幸 町 | 倉 員

二僚下ノレ 山本町43 浅 野 利 吉 君 、 繭 島 留君

8 1  I  



特 別 賛 助 員

野 村 綱 一 君

普 遜 費 助 員

川 口 孝 一 君 、 小 谷 利 郎君

手五引

倉 員

石原 生青介君紳戸市灘J i i : 篠原北町

2 の35 ( 勤務先〉小

林被三建築事務所

主主口 恒 雄 君 南 区 難 波 新 地 6 南海

自民選徐式曾荒土工務部

管 勝 課

板 野 敏 男 君 府 下 泉 南 郡 田 尻 村 字

吉見東洋紡績居士宅

山 原 正 美 君 住 吉 区 駒 川 町 7 の 5

杉原 寂 君 尼 ケ l崎市抗瀬古樋 13

曾我都害事男君 住吉 区 田 港東之町 3

瀧 A n古 君 池 同 市 中 之 島 10l C除

除〉

渡 部 宣言君朝鮮卒嬢府外寺洞寄

川除

黒 川 作 郎 君 府 下 中 河 内 郡 八 尾 町

山本住宅管関工事場

松本喜三郎君 イ主台直問主島西之町 5

の 4銀否治三郎方

上回一雄君港l l [ 八幡元町 2 の21

4の!

大谷恨次郎君。 兵庫l隊武摩郡鳴尾村

内自主 ｾＳｇ Ｎ

小 林 堅 二 君 市it 戸市須勝1 1 : 東垂水

町 114

地 方 倉 員

片山 勝 君 鹿 児 島 郡 元 町2653

裕 業 重 朗 君 大 連市 復 町42 ( 勤務

先〉関東洲金洲滞洲

重横株式合軍土

柴 垣 貴 雄 君 東 京 市 大 森 直 馬 込 町

東2の 1058C勤務先〉

岡市日本橋直日本橋

遜 1 の 1 野村ピノL 内

野京R量産貿易株式合

枇不動産部

小 倉 虎 雄 君 .15山R守都町 l の8

1 8 2  

稽 飲 三 君 名 古 屋 市 東 軍 酉 ニ 吉 宗 | 普 通 援 助 員

町 1 の _9第 二 常 盤 荘

内〈勤務先〉三菱地

所株式合置土

竹 中 稔 雄 君 岡 山 市 繭 回 252 不動

重量築株式合軍士出張所

黒 海 研 君 北 京 内 六 区 北 長 衛 10

銃 撃北線業振興舎内

懸 山 良 雄 君 鹿 児 島 市 君 $ 元 町524

四 日 健 男 君 弘前市陸軍病院 7 の

2  

稲田 耕治君 港ヲミ市鍛西区奥ヱ街

三段l '

池 野 逸 郎 君 岩 閑 航 空 隊 央 海 軍 建

築工事場内

吉 民 正 夫 君 京 妓 府 首E南町山 13公

合〈口 ) 3 鋭

鳥弁捨厳君東京市小石川m : 大謀長

径 町 1

山 本 良 介 君 東 京 市 溢 谷 m : 稼 回 1

の 1 青山アパート 99

山本浅太郎方

特 別 賛 助 良

平 山 女 激 君 東 淀 川 m : 中 倉 漬 遜 1

の 114

久野銭太郎君 西宮市下瓦林鉾天 .5

.. 、

，_ 

高 橋 幸 液 君 銭主主省大阪地方施設

部建築調査係〈勤務

先〉

回 中 茂 夫 君 秩 歌 山 市 湊 外 演 西 本

組河西出張所

川 谷 勇君 岡山県系玉野市利関住

宅管園監督員詰所

今Ｚｾ旨三良 ｛Ｑ 君西宮 市 本町 ＴＴ

曾 員

小 林 堅 二 君 ( 醤名謙三〉紳戸市

須磨直東垂水町 114

地 方 曾 員

河 野 繁 生 君 〈蕎姓名曾繁樹〉理E

天市織西軍事害工街ーー

段26内外木材工慈株

式合社京天支庖
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建 築 と 社 曾

第26輯 第 l 鵠

l紛 印 鎗 ( 郵 税2鎗J

毎月 l回1日後行定償⑥

12櫛 6闘〈ゲ 24鎗J

昭和 17年 12月25日 印 刷 昭 和 18年 1 月! 日愛行

君行f 吹 戸 }II 弘

大阪市北区朝日ピノレ日本建築協舎内

印 刷 所 新日本印刷有限舎世

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 呑 地

後 行 所 在R 白 木 建 築 協 曾

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 ノ 3 車耳目ピノレ

電話長北演( 23)4501番( 9)

掻替ロ慶大阪 3 9 9 7 5 番

目本出版文化協合舎員番銃222043

配 給 元 日本出版配給株式含祉

東京市市申回直淡路町二丁目九番地

禁 穂 載

本 裁 に 掲 載 せ る も の は 一切 ζ れ を 無断 に て

縛載し叉は単行本1 < 上梓その他の複製行軍事

をなすととを著書ず。
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